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学校教育指導上の努力点 

  
 

こ ど も 園 教 育 

１ こども園経営 

 ○ 「尊師親愛生」の精神を基調とした、豊かな経験やふれあい活動を促す環境構成の

工夫 
 ○ 園児の「道徳性を培う活動」の研修を一層深めた幼児教育の深化・充実 
 ○ 幼年期の発達課題を解決し、義務教育への滑らかな接続を図るなど連続性を意識し

た学校等との密接な連携強化 
  ＊令和２年度より学校運営協議会を設置 

２ 教育課程 

 ○ 園や地域の実態を踏まえた適切な教育課程の編成 
 ○ 園生活の充実を目指す調和と変化のある指導計画の工夫・改善 

３ 保育指導 

 ○ 一人ひとりの発達特性に応じた保育の推進 
 ○ 園児の自発的な活動を引き出す保育指導の工夫・改善 

４ 生活習慣 

 ○ 家庭との連携を密にした、自立を促すための基本的生活習慣の形成 
 ○ 一人ひとりを生かした集団の形成及び相互にかかわる力の育成 

５ 情操教育 

 ○ 人や自然とのふれあいや、本に親しむ活動などをとおした豊かな心情や感性を育て

る情操教育の推進 

６ 健康・安全教育 

 ○ 身体的諸機能の調和的発達を促す、効果的な運動や遊びの充実 
 ○ 安全な生活を送るための基本的な生活習慣の形成 
 ○ 家庭・地域との連携に基づいた安全指導の充実 

７ 人権教育 

 ○ 身近な人々との信頼関係を基盤とする人権感覚の芽生えを育む保育の展開 

８ 教職員研修 

 ○ 課題解決に向けての研修体制の確立と地域・保護者・学校との連携による研究の推進 

９ 国際教育 

○ 英語や外国文化に触れ、国際理解の基礎を培うための国際交流支援員の活用 

Ⅱ 社 会 教 育 

 

１ 本年度のあゆみ 

「町ぐるみ『和木学園』構想」を基本として、教育目標「ふるさと和木に誇りと愛着を持ち、

和木の将来を担う人づくり」の実現をめざし、生涯学習環境の整備に取り組んだ。特に、「緑の

風薫る文化のまち和木町」を支える「いつでも、どこでも、だれでも学べる環境」をつくるた

め、「人材育成と組織の連携」、「施設の充実・活用」、「学習機会と情報の提供」を重点ポイント

に位置付けている。 

 

◇「人材育成と組織の連携」 

   町民一人ひとりが「豊かな学び」、「豊かな体験」を享受できることを目ざして、「町ぐるみ

『和木学園』構想」を実践しており、「特色ある取組」として認知されつつある。「和木町コ

ミュニティ・スクール委員会」では、各組織が連携して「めざす子ども像」を協議すること

により、やまぐち型地域連携教育を展開することをめざしている。残念ながら新型コロナウ

イルスの流行により、こちらの話し合いは深めることができなかったが、今年度は約２年ぶ

りに園小中合同での研修会を持つことができ、思いの共有を図ることができた。より連携を

強固にし、こどもの育ち、連続的な学びを見守っていくことを大切にしていきたい。 

また、地域人材の「役割の集中」と「高齢化」が近年の課題となっており、活動を通じて

「新たな繋がりづくり」と「人材発掘」を図っている。 

◇「施設の充実・活用」 

   様々な社会教育団体が各施設をバランスよく使用し、活発に活動している。今後は小・中

学校のコミュニティ・ルームの利用を促し活性化していくことで、地域連携教育のさらなる

充実・発展をめざしたい。「こども園」のコミュニティ・スクールとしてのさらなる活用・

充実にも期待している。 

◇「学習機会と情報の提供」 

今年度も安全面への配慮から、多くの講座・イベントの実施を見合わせることとなった。

安心・安全が確保されれば、町民の人生が楽しく、充実したものになるような場面をたくさ

ん生み出していきたい。理想を形にするためには熟議等で「思いを共有」していくことが大

切であるし、新型コロナウイルスによる影響が長引く中、活動が制限されたとしても「何が

できるか」を前向きに検討していく姿勢が必要となってくる。 

   「町民一人ひとりが当事者」となることが「町ぐるみ」に繋がると考える。今後とも、わ

かりやすく身近に感じる形で伝えることで、周知・共有を図っていきたい。 
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学 校 教 育 重 点  取  組  

 
 
 
１ 地域の特性を生かした特色ある教育活動の工夫 

 ○ 「尊師親愛生」の精神を基調とする学校づくりの推進 
 ○ 学校・家庭・地域の連携による教育活動の推進 
 ○ ふるさとを愛する子どもを育てる教育活動の推進 
 ○ 海外交流事業やＪＥＴプログラム、国際交流支援員を生かした国際教育の推進 
 ○ 園小中を一貫した教育の推進 
 
２ 確かな学力を形成するための取組の工夫 

 ○ 学力調査等の活用による学力向上対策の推進 
○ 学ぶ意欲を高める学校施設・設備（ICT機器）の充実と有効活用の推進 

 ○ 個別の支援やきめ細やかな指導のための支援員等の活用 
○ 学校・家庭との連携による学習習慣の形成と学習環境の整備（家庭学習の手引き） 

 
３ 豊かな心を育むための取組の工夫 

 ○ 児童生徒との信頼関係に基づく道徳教育・人権教育の推進 
 ○ スマイルルーム・SSW・SC等の活用による生徒指導・教育相談の充実 
 ○ やまぐち教育応援団等の活用によるキャリア教育の推進 
 ○ 人間関係を深め、児童生徒の心に響く体験活動の推進 
 ○ インクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進 
 
４ 健やかな体を育成するための取組の工夫 

 ○ 体力・運動能力調査等の活用による体力向上対策の推進 
 ○ 生活安全・交通安全・災害安全に関する管理・指導の推進 
 ○ 「早寝・早起き・朝ごはん運動」の奨励 
 

５ 教職員の資質を高めるための研修等の工夫 

 ○ 園小中１５年間を見通した教職員研修会の充実 
 ○ 授業力の向上や校種ごとの課題を協議する合同研修会の充実 
 ○ 教育専門職としての資質・能力を向上させるための特別研修の充実 
 
 
 

 

１ 社会教育全般 

(１) 和木町コミュニティ・スクール委員 

氏 名 所  属 職 名 備 考 
湯淺 正行 コミュニティ・スクール委員会 委員長 会長 
轟 真由美 和木小学校学校運営協議会 会長   
守田  浩 和木中学校学校運営委員会 会長   
村上 邦明 地域 地域代表   
岡田 康彦 和木町地域協育ネット コーディネーター   
﨑本みどり 和木町地域協育ネット コーディネーター   
吉川 健治 和木町ＰＴＡ連合会 会長   
中野さつき 和木町子ども会育成連絡協議会 副会長   
山瀧 芳久 和木町体育協会 会長   
松本 康夫 和木町文化協会 会長   
米本 道江 すくすくフェスタ実行委員会 委員長   
楯田 理江 和木町家庭教育支援チーム 会長代理   
渡邊真奈美 和木町保健相談センター 所長   
佐伯 公夫 和木こども園 園長   
折出美保子 和木小学校 校長   
亀谷 秀雄 和木中学校 校長   
岸本 京子 和木こども園 副園長   
松井千登世 和木こども園 副園長   
髙本 昌則 和木小学校 教頭   
有海 洋子 和木中学校 教頭   
松田香奈江 和木町教職員研修会 学力向上（こども園）   
津川 亮子 和木町教職員研修会 学力向上（小学校）   
杉岡  匠 和木町教職員研修会 学力向上（中学校）   
福成 莉沙 和木町教職員研修会 心の教育（こども園）   
横山 健一 和木町教職員研修会 心の教育（小学校）   
國光 陽子 和木町教職員研修会 心の教育（中学校）   
黒川 慶子 和木町教職員研修会 体力向上（こども園）   
吉田 幸司 和木町教職員研修会 体力向上（小学校）   
光貞 賢志 和木町教職員研修会 体力向上・地域担当（中学校）   
村田  愛 和木小学校 地域担当   

 

(２) 和木町コミュニティ・スクール委員会 

和木町 

コミュニティ・スクール 

委員会 

第１回 

４月２８日（水） 

文化会館講習室 

報告事項 

・所管説明 

各部会の取組について 

協議 

 「学校・家庭・地域協働の取組について」 

第２回 

８月２０日（金） 

文化会館講習室 

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

第３回 

２月  日（ ） 

文化会館講習室 

報告事項 

・今年度の取組について 

 学校・地域連携カリキュラムについて 

 今後の展開について 

(２) 和木町コミュニティ・スクール委員会

和木町

コミュニティ・スクール

委員会

第１回

４月２８日（水）

文化会館講習室

報告事項

・所管説明

各部会の取組について

協議

「学校・家庭・地域協働の取組について」

第２回

８月２０日（金）

文化会館講習室

・新型コロナウイルス感染拡大防止のため
　中止

第３回

３月 ２日（水）

文化会館講習室

報告事項

・今年度の取組について

学校・地域連携カリキュラムについて

今後の展開について
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子どもの成長をともに実感し合うことのできる関係

③「尊師親愛生」の教育風土醸成の推進

主 な 取 組 内 容
取組みスケジュール

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

○地域性を生かした特色ある学校活動の工夫

・「尊師親愛生」の精神を基調とする学校づくりの推進

（子どもの成長を実感できる「教師の日」）

（家庭教育の充実を実感できる「教師の日」）

・海外交流事業や JET プログラムを生かした国際教育の推進

【国際交流事業・英語指導助手招致事業】

○教職員の働き方改革と資質向上研修等の工夫

・園小中１５年間を見通した教職員研修会の充実

授業力向上や校種ごとの課題を協議する合同研修会の充実

（園小中を一貫した保育・教育をより深める部会）

・特別研修の充実（教育専門職としての資質・能力の向上）

・外部講師を活用する授業の工夫

・GIGA スクール構想における ICT 機器の効果的な活用の工

夫

○家庭教育の充実と地域教育力の活性化

・外部人材の活用

・家庭教育支援事業と地域教育力の活性化の連動

【学校・家庭・地域の連携による教育支援活動促進事業】

（家庭教育支援チーム）

・読書活動の推進

（妊婦のためのお話会）

（「ゆびとまの会」との連携：園小中学校読み聞かせ活動）

・「和木町子どもの読書活動推進計画」の実現に向けて

（読書貯蓄通帳の活用等）

今後の重点取組ポイント

よりよい成長

子どもの成長をともに実感し合うことのできる関係

特色ある学校活動 家庭教育の充実

教職員の資質向上 地域教育力の活性化

「尊師親愛生」の教育風土の醸成

信頼関係の深まり

継続した取組・充実

継続した取組・充実

普及・発展

充実

充実

組織の拡充

充実・発展

継続した取組・充実

充実

充実

見直し

充実

 

 (３) 社会教育委員 

役 職 氏 名 所 属 備 考 
委員 佐伯 公夫 和木こども園 園長   
委員 小林 直樹 和木こども園ＰＴＡ 会長   
委員 折出美保子 和木小学校 校長   
委員 藤田 大輔 和木小学校ＰＴＡ 会長   
委員 亀谷 秀雄 和木中学校 校長   
委員 吉川 健治 和木中学校ＰＴＡ 会長   
委員 吉田 浅美 和木町子ども会育成連絡協議会 会長  ～９月 
委員 藤本 亮恵 和木町婦人会 会長   
委員 山瀧 芳久 和木町体育協会 会長   
委員 檜垣 和俊 和木町老人クラブ連合会 事務局長   
委員 松本 康夫 和木町文化協会 会長   
委員 湯淺 正行 和木町社会福祉協議会 会長 議長 
委員 占部 泰章 三井化学株式会社岩国大竹工場  

 

(４) 社会教育委員会議 

社会教育委員会議 

第１回 

６月２４日（木） 

文化会館講習室 

所管事項説明 
・令和３年度山口県教育重点施策 
・令和３年度和木町教育方針 
協議題 
・社会教育施設経営方針並びに事業計画について 
・国・県社会教育関係事業について 
・町社会教育関係事業計画について 

第２回 

１０月 

（書面決議） 

報告事項 
・和木町社会教育の推進状況について（４月～９月） 
・成人式について 
協議題 
・１０月～３月社会教育関係行事について 
・あいさつ運動作品審査について 

第３回 

３月  日（ ） 

文化会館講習室 

報告事項 
・和木町社会教育推進状況について（１０月～３月） 
・令和３年度和木町社会教育推進の実践報告 
協議題 
・令和４年度社会教育方針について 
・令和４年度社会教育関係行事について 
・今後の成人式の名称について 

 

 

 

 

 

 

 

３月２３日（水）
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4

いつでも、どこでも、だれとでも学べる環境

②「緑の風薫る文化のまち和木町」を支える生涯学習環境の整備

主 な 取 組 内 容
取組みスケジュール

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

○豊かな心を育む生涯学習の推進

・学習活動の体系化

（「和木学園」構想の PDCA）

・指導体制の充実

【地域協育ネット】

・拠点施設の充実と活用（コンビナートとの「コンビ学習」）

※「和木町の石油工場」の教科書掲載は、Ｒ２～５年度の４年間

・「ふるさと学習」の推進

○心ふれあう社会教育の推進

・自主運営組織の育成と連携

・社会教育施設の充実と活用促進

○活力ある町民の体力つくりの展開

・体育協会・総合型地域スポーツクラブとの連携・協力

・総合型地域スポーツクラブの充実

（町民の加入率向上に向けた取組の工夫）

・スポーツ施設の環境整備と活用促進

○地域文化の継承と創造

・文化協会との連携・協力

・地域文化の保存と活用の工夫

・文化施設の充実と活用促進

○地域社会における人権教育の推進

・人権教育推進体制の充実

（関係機関との連携強化）

・人権教育・啓発活動の充実

今後の重点取組ポイント

いつでも、どこでも、だれでも学べる環境づくり

人材育成と組織の連携 施設の充実・活用

充実

充実・発展

活用促進、充実・発展

充実・強化

充実・活用促進

充実・活用促進

充実

充実・活用促進

継続した取組

充実・発展

充実

連携強化

連携強化

普及・充実

見直し

体制整備

学習機会と情報の提供

 

 (５) 社会教育関係会議・研修会等 

開催日 名 称 場所等 

４月１２日 
月 

12 
日 

第１回県市町義務教育関係主事等研修会 山口市 

４月２８日 
月 

28 
日 

第１回和木町コミュニティ・スクール委員会 文化会館 

５月１７日 
月 

17 
日 

山口県社会教育委員連絡協議会幹事会 WEB 

５月２８日 
月 

28 
日 

第１回県・市町社会教育主事等研修会 山口市 

６月２４日 第１回和木町社会教育委員会議 文化会館 

９月１５日 
月 

15 
日 

地域学校協働活動担当者会議 WEB 

９月３０日 
月 

30 
日 

地域連携担当者合同研修会 岩国市 

１０月２２日 
月 

22 
日 

社会教育の視点を業務に生かすための社会教育有資格者等研修
講座 

山口市 

１０月２８日 
月 

28 
日 

第６３回全国社会教育研究大会石川大会 WEB 

１１月 １日 
月 

1 
日 

令和３年度地域創世フォーラム in 山口 WEB 

１１月１２日 
月 

12 
日 

社会教育研究大会 山口市 

１月１４日 
月 

14 
日 

第２回県・市町社会教育主事等研修会 山口市 

２月２２日 
月 

22 
日 

地域連携教育担当者研修会 山口市 

３月 ２日 
月 

  
日 

第３回和木町コミュニティ・スクール委員会 文化会館 

３月２３日 
月 

  
日 

第３回和木町社会教育委員会議 文化会館 

 

 

(６) 家庭教育関係会議・研修会等 

開催日 名 称 場所等 

５月２４日 
月 

12 
日 

第１回家庭教育支援チーム連絡会議 WEB 

５月２９日 
月 

28 
日 

家庭教育アドバイザー養成・ステップアップ講座① WEB 

６月１４日 
月 

17 
日 

第１回教育支援員等研修会 WEB 

７月３１日 
月 

28 
日 

家庭教育アドバイザー養成・ステップアップ講座② 山口市 

８月２８日 家庭教育アドバイザー養成・ステップアップ講座③ WEB 

１０月 ２日 
月 

15 
日 

家庭教育アドバイザー養成・ステップアップ講座④ WEB 

１１月 ２日 
月 

30 
日 

地域創世フォーラム in 山口 WEB 

１２月 ４日 
月 

22 
日 

家庭教育アドバイザー養成・ステップアップ講座⑤ 山口市 

１２月１６日 
月 

28 
日 

家庭教育支援員等合同研修会兼第２回家庭教育支援チーム連絡
会議 

WEB 

１月２０日 
月 

1 
日 

第２回教育支援員等研修会 WEB 

３月１４日 
月 

12 
日 

第３回家庭教育支援チーム連絡会議 山口市 

 

 

 (７) 和木町子ども会育成連絡協議会 

  ①執行部役員名簿 

役 職 氏 名 

会長 吉田 浅美 

副会長 袖澗 直美 

副会長 中野さつき 

書記 大野百合子 

書記 笹木嘉代子 

書記 満井 智子 

書記 中川 祐子 

 

前年度に引き続き新型コロナウイルスの影響で、学

校をはじめ多くの活動に制限が出ている。 

そのような中で多くの児童や保護者が集まる活動 

を控えるべきとの判断で、活動を自粛した。 

今後については、状況を見つつ可能な範囲で活動を

実施していきたい。 
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3

「未来に輝くたくましい和木っ子」の育成

①「わきあいあい（ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞ）で学ぶ」学校教育の推進

主 な 取 組 内 容
取組みスケジュール

Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

○確かな学力を形成するための取組の工夫

・学力調査等の活用による学力向上総合対策の推進

（学力調査、やまぐち学習支援プログラム及び CDT の効果

的な活用）→学力向上プランの学期ごと見直し

（各種検定：「TOEIC」「英検」「漢検」「数検」等の普及）

・学ぶ意欲を高める学校施設、設備の充実と有効活用の推進

・GIGA スクール構想における ICT 教育の推進

（機器活用による指導力・学力の向上）

（和木町 ICT 教育合同研究会の開催含）

・家庭学習の充実→家庭との連携

○豊かな心を育むための取組の工夫

・やまぐち教育応援団等の活用によるキャリア教育の推進

（園小中一貫したキャリア教育の実施）

・人間関係を深め、児童生徒の心に響く体験活動の推進

【豊かな体験活動事業】

・豊かな体験活動事業の促進

（グリーンスクール、スカイスクール【民泊体験】）

・読書活動の推進と充実

（小中学校図書のデジタル管理、学校司書の活用）

（町図書館との連携）

・いじめ防止等のための対策の推進【学校・家庭との連携】

○健やかな体を育成するための取組の工夫

・体力運動能力調査等の活用による体力向上対策の推進

（体力向上プランの活用促進）

・望ましい生活習慣の育成

（「早寝、早起き、朝ごはん運動」の推進）

（３つの「あ」運動の普及・推進）

・生活安全、交通安全、災害安全に関する管理と指導の充実

（園小中一貫した安全マップの作成、園小中合同避難訓練）

今後の重点取組ポイント

PDCA：各年度、学期ごとに見直し

連携強化・継続した取組

継続した取組

調査分析

充実

充実・発展

活用促進

普及・充実

充実

調査作成
活用促進

活用・研修

主体的に学ぶ態度の育成 健全な心と体の育成確かな学力の習得

知・徳・体のバランスのとれた「未来に輝くたくましい和木っ子」の実現

「わきあいあい（ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞ）で学ぶ」学校教育の推進

継続した取組

継続した取組

充実

 

(８) 和木町婦人会 

  ①執行部役員名簿 

役職 氏名 

会長 藤本 亮恵 

副会長 井口美智子 

書記 三原喜久江 

書記 藤重由美子 

会計 藤田 栄子 

監査 灰岡 裕美 

監査 樋渡ひとみ 

 

②取組 

開催日 名 称 場 所 

毎月 
 

12 
日 

支部長会議 福祉会館 

毎月 
 

月 
28 

日 

空き缶拾い 蜂ヶ峯総合公園周辺 
４月    

    
17 

日 

町婦人会総会、役員総会 支部長会議にて代替 
４月２７日 

月 
28 

日 

山口県連合婦人会総会 カリエンテ山口 
５月    日赤募金・赤十字奉仕団活動 町内各地 
９～１２月 

月 
15 

日 

高齢者交通安全世帯訪問 町内各地 
１０～１２月 

月 
30 

日 

共同募金、歳末助け合い運動 町内各地 
１１月 ９日 

月 
22 

日 

高齢者交通事故防止対策推進要望伝達式 役場ロビー 
１１月２５日 

月 
28 

日 

地域婦人会リーダー研修会 和木町文化会館 
１２月 ７日 

月 
1 

日 

交通安全自動車パレード出発式 役場前 
１２月１７日 

月 
12 

日 

街頭募金 和木駅 

 

 (１０) 学校施設開放事業 

学校施設の利用状況（スポーツ少年団を除く） 

【和木中学校グラウンド】                【和木小・中学校体育館】 

クラブ名 活動日 時間帯  クラブ名 活動日 時間帯 
中組自治会 

水 19:30～21:00 
 ウイングス和木 月 19:30～21:30 

(４月～10月) 三井化学バスケ部 月 18:30～21:30 
 ﾘｱﾙﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙｸﾗﾌﾞ 火 19:00～21:00 
 体育協会剣道部 火・金 19:30～20:30 
 N's GARAGE  水・土 18:30～21:30 
 カルテット 木 19:30～21:30 
 チーム１／３ 木 19:30～21:30 
 わがままクラブ 金 19:30～21:30 
 岩国 FIDバスケ 金 19:30～21:30 
 HAAT 土 19:30～21:30 
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 2 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

和木町教育 全体構想

“ 町ぐるみ「和木学園」”

教 育 目 標

ふるさと和木に誇りと愛着を持ち、和木の将来を担う人づくり

・「未来に輝くたくましい和木っ子」の育成を図ります。

・生涯学習の充実を図り、豊かな心を育むとともに文化を支

える人づくりをめざします。

目 指 す 教 育 の 姿

教 育 施 策 の 柱

① 「わきあいあい（ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞ）で学ぶ」学校教育の推進

② 「緑の風薫る文化のまち和木町」を支える生涯学習環境の整備

③ 「尊師親愛生」の教育風土醸成の推進

 
 
学校教育重点取組 社会教育重点取組

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教
育
施
策
の
柱
と
な
る
取
組
内

容
の
ス
ケ
ジ
�
�
ル
を
明
記

し
�
円
滑
な
実
施
を
め
ざ
す
� 

５つの教育方針

 

(１１) 町ぐるみ「和木学園」構想 

開催日 名 称 場 所 

４月１７日 
月 

12 
日 

和木学園歴史教室 町内各地 

４月２５日 
月 

28 
日 

和木学園講座（和木学農園①） 感時園 

５月１６日 
月 

17 
日 

和木学園講座（和木学農園②） 感時園 

６月２０日 
月 

28 
日 

和木学園講座（和木学農園③） 感時園 

７月２５日 和木学園講座（和木学農園④） 感時園 

１０月１７日 
月 

15 
日 

和木学園講座（和木学農園⑤） 感時園 

１１月２１日 
日 

月 
30 

日 

和木学園講座（和木学農園⑥） 感時園 

１２月１９日 
月 

22 
日 

和木学園講座（和木学農園⑦） 感時園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (１２) 成果と課題 

     近年、和木町の社会教育団体の自主的な活動・運営は定着してきており、今年度もス

ポーツ、文化サークル等で積極的な活動が目立った。しかしながら、コロナ禍において

トーンダウンせざるを得なかった部分もある。 

     ２年連続で実施できていないが、「すくすくフェスタ」や「福祉まつり」、「わき愛あい

フェスティバル」等のイベントで様々な団体が連携し、町が一つになろうとするのは本

町の素晴らしい点である。来年度、実施できるような状況になれば、つながり、より多

くの人が関わる中でこれらを大切にしていきたい。子ども会育成連絡協議会については、

体制の立て直しも含め、継続可能な形を模索していく必要がある。 

     「和木学農園」は自主的に運営する中で多世代交流ができており、講座として成熟し

てきたと言える。町ぐるみ「和木学園」構想では、「みんなが生徒 みんなが先生」と

いうことで、今後は事務局主導のものだけではなく、より地域住民のアイディアによる

バラエティ豊かな活動や講座が増えていく方向に近づけたいと考えている。 

     団体で分けると多岐に渡るように見えるが「思いは一つ」のもと、和木ならではの連

携のしやすさを生かしていきたい。 

【「和木学農園」の様子】 【「歴史教室」の様子】 
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GIGA
 

 

 

 

 
 
 

   
 

 

 

 

 

 

 

２ 青少年教育 

(１) 青少年問題協議会委員 

 青少年の健全育成をめざす上で、本町のリーダーシップをとる立場にあるのが、町青少

年問題協議会である。 

 町内のコンビニエンスストアの利用状況等から「目立った問題行動」は見られないが、

昨今の若者における SNS上のトラブル、利用状況は気になるところである。来年度はこの

題材で研修機会を持てたら、と考えている。 

役 職 氏 名 所 属(役職） 

会長 米本 正明 和木町長 

副会長 重岡 良典 教育委員会 教育長 

委員 佐伯 公夫 和木こども園 園長 

委員 折出美保子 和木小学校 校長 

委員 亀谷 秀雄 和木中学校 校長 

委員 吉田 浅美 和木町子ども会育成連絡協議会 会長（～９月） 

委員 藤本 亮恵 和木町婦人会 会長 

委員 小林 直樹 和木こども園ＰＴＡ 会長 

委員 藤田 大輔 和木小学校ＰＴＡ 会長 

委員 吉川 健治 和木中学校ＰＴＡ 会長 

委員 山瀧 芳久 和木町体育協会 会長 

委員 檜垣 和俊 和木町老人クラブ連合会 副会長 

委員 竹本 講治 和木町民生委員児童委員協議会 会長 

委員 小林 秀嘉 和木町議会総務文教委員会 委員長 

委員 太田 俊裕 和木町教育委員会 教育長職務代理 

委員 鬼武計次郎 和木駐在所 所長 

委員 﨑本みどり 主任児童委員 

 

 

 (２) 青少年問題協議会・研修会 

社会教育委員会議 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 

   

 (３) 青少年関係会議・研修会等 

開催日 名 称 場 所 

７月 ５日 
月 

12 
日 

子ども環境クリーンアップ立ち入り調査 町内 

１月 ７日 
月 

28 
日 

子ども環境クリーンアップ活動 町内 
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 (４) 放課後子ども教室（わきあいキッズ） 

 放課後や週末等に体育センターや小学校のグラウンド等を活用し、安全・安心な子ども

の活動拠点(居場所)を設け、地域の方々の参画を得て、子どもたちに勉強やスポーツ・文

化芸術活動、地域住民との交流活動等の機会を提供することにより、子どもたちが地域社

会の中で、心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進することを目的に実施している。 

昨年度は活動が評価され「地域学校協働活動」推進に係る文部科学大臣表彰を受けた。 

開催日 名 称 場 所 参加者数 
５月２５日 スポーツサッカー１ 小学校グラウンド ４人 
５月２７日 スポーツ野球１ 小学校グラウンド ４人 
６月 ７日 スポーツ野球２ 小学校グラウンド ４人 
６月 ８日 スポーツサッカー１ 小学校グラウンド ７人 
６月１０日 スポーツバレー１ 体育センター ４人 
６月１７日 スポーツバレー２ 体育センター ４人 
６月１９日 スポーツミニバス１ 小学校体育館 ５人 
６月２３日 昔あそび１ 体育センター ５０人 
６月２５日 スポーツ剣道１ 小学校体育館 ２人 
６月２６日 スポーツミニバス２ 小学校体育館 ４人 
６月３０日 昔あそび２ 体育センター ４５人 
７月 ７日 昔あそび３ 体育センター ４６人 
７月１４日 昔あそび４ 体育センター ４１人 
７月１６日 スポーツ剣道２ 小学校体育館 ２人 
７月２１日 スポーツソフト１ 小学校グラウンド ２人 
７月２３日 スポーツ弓道１ 蜂ケ峯弓道場 １８人 
７月２８日 スポーツソフト２ 小学校グラウンド ２人 
７月３０日 スポーツ弓道２ 蜂ケ峯弓道場 １７人 
１０月２０日 昔あそび５ 体育センター ５０人 
１０月２７日 昔あそび６ 体育センター ４７人 
１１月１０日 昔あそび７ 体育センター ４８人 
１１月１７日 昔あそび８ 体育センター ４８人 
１１月２４日 昔あそび９ 体育センター ４４人 
１２月 １日 昔あそび１０ 体育センター ４９人 
１２月 ８日 昔あそび１１ 体育センター ４０人 
１２月１５日 昔あそび１２ 体育センター ４２人 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育センターにて 
「昔あそび」の様子 「弓道」の様子 

蜂ヶ峯弓道場にて 

 
 

1

17

25

27

29

39

51

64

68

81

87

100

105

113

119

和木町ＩＣＴ
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(５) あいさつ運動作品

あいさつ運動啓発作品審査結果(標語の部)

＜小学生の部＞

最優秀 あいさつは 心をひらく パスワード 小５ 米本 悠真さん

優 秀 あいさつで つながるきずな 地域の輪 小６ 豊村 歩さん

入 選 うれしいな 元気なあいさつ 金メダル 小２ 佐川 凛花さん

入 選 マスクでも こころがつうじる あいさつで 小１ 藤井 日向美さん

＜中学生・一般の部＞

最優秀 あいさつで ひろがる ふかまる 地域の絆 中２ 藤野 実来さん

優 秀 あいさつで 人の心に ぬくもりを 中２ 山田 花凜さん

入 選 あいさつは 元気の源 心の輪 中２ 宮本 鈴さん

入 選 すれちがう 今日もあなたと こんにちは 中３ 井下　紗弥佳さん

あいさつ運動啓発作品審査結果(ポスターの部)

＜小学生の部＞

＜中学生の部＞

入選

中２ 山奥 健太さん

最優秀 優秀

中２ 芝 祐歌さん 中２ 西山 此芭さん

最優秀 優秀 入選 入選

小５ 重松 詩さん 小５ 山西 旭さん 小５ 山中 琉羽さん 小５ 藤田 望愛さん

入選

中１ 二階堂 柚妃さん
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SDGs Sustainable Development Goals

SDGs
  SDGs

ESD ESD Education for Sustainable Development

ESD
think globally, 

act locally
ESD

 
ESD  

 

1 1
GIGA Global and Innovation Gateway for All

ICT

ESD
GIGA

ESD

SDGs

SDGs
Society 5.0

                                           

                                             

(６) 四境太鼓

①役員名簿

役職 氏名
代表 中野さつき
会計 平川 紀江

②取組

開催日 名 称 場 所

１１月 ７日
月

28
日

和木町芸能祭 文化会館

(７) 成人式

令和 4年 1月 9日（日）実施予定であったが、直前に近隣地域で新型コロナウイルスの感

染が拡大したことから、安全面を考慮し延期を決定した。（延期時期は令和 4 年 5 月の連休

頃の予定）

対象者 現在和木町に在籍しており、平成 13年 4月 2日から平成 14年 4月 1日の間

に生まれた者

平成 25年度和木小学校、平成 28年度和木中学校を卒業した者

(８) 成果と課題

放課後子ども教室については、コーディネーターを中心に、自主的な運営がなされてお

り、「子どもの居場所づくり」と「豊かな体験を」を提供する中、活発に活動することが

できている。新型コロナウイルスの影響で活動回数が限られてしまったが、毎週水曜日の

「昔あそび」をはじめ、スポーツ少年団には日程変更に応じていただくことで、多くの児

童が活動に参加することができた。これらは和木学園の取組の中では好事例と言えるが、

指導者・教育活動サポーターの高齢化という課題も抱えている。今年度、新しいサポータ

ーが１人加わったものの、これからのことを考えるとまだまだ人数が必要である。新しい

講座の開設の可能性も絡めながら、今後もつながりの中で人材確保に務めていきたい。

あいさつ運動については幅広い周知を目的として、標語・ポスターの募集、のぼりやポ

スターの作成、掲示といったことを今年も行った。園小中においてもそれぞれ継続した取

組が行われており、「人間関係の基礎基本」、「表現力・コミュニケーション力の第一歩」

としてこれからも力を入れていきたいと考えている。

今後も、さまざまな体験・交流活動を通じて、青少年の健全育成に取り組んでいきたい。
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３ 人権教育

(１) 人権施策推進協議会委員

役 職 氏 名 所 属（役職）
会長 米本 正明 和木町長
副会長 重岡 良典 和木町教育委員会 教育長
評議員 小林 秀嘉 和木町議会総務文教委員会 委員長
評議員 太田 俊裕 和木町教育委員会 教育長職務代理者
評議員 松本 康夫 和木町文化協会 会長
評議員 佐伯 公夫 和木こども園 園長
評議員 折出美保子 和木小学校 校長
評議員 亀谷 秀雄 和木中学校 校長
評議員 山本 和彦 人権擁護委員
評議員 村上 邦明 人権擁護委員
評議員 竹本 講治 和木町民生委員児童委員協議会 会長
評議員 村本 久雄 和木町自治連合会 会長
評議員 津島 宏保 和木町商工会 会長
評議員 湯淺 正行 和木町社会福祉協議会 会長
評議員 吉田 浅美 和木町子ども会育成連絡協議会 会長（～９月）

月）評議員 藤本 亮恵 和木町婦人会 会長
評議員 占部 泰章 三井化学（株）
評議員 渡邊 良平 和木町企画総務課 課長
評議員 森本 康正 和木町教育委員会 事務局長

(２) 人権施策推進協議会・研修会等

和木町人権施策
推進協議会・研修会

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

和木町人権のつどい 新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

(３) 人権関係会議・研修会等

開催日 名 称 場所等

４月２０日
月

12
日

市町人権教育主管課長及び担当者合同会議 山口市

６月 １日
月

28
日

学校・地域人権教育推進指導者研修会 WEB

７月 ２日
月

17
日

社会教育指導者のための人権教育研修 山口市

９月１７日
月

28
日

学校・地域人権教育推進指導者研修会 WEB

１０月１２日 人権教育研修会 WEB

１１月 ５日
月

15
日

市町人権教育担当社会教育主事等研修会 山口市

２月１５日
日

月
30

日

市町人権教育担当者協議会 山口市

(４) 成果と課題

人権教育に関しては、保健福祉課との連携を図りながら運営を行っている。

今年度も、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から思うように活動できなかったが、

人権擁護委員を講師に招いての人権教室の様子や中学生の書いた作文を通じて、子どもた

ちの思いや心の成長を伺うことができた。

また、人権に特化した研修会等を開催できなかったぶん、社会教育活動の中に、「人権の
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また、人権に特化した研修会等を開催できなかったぶん、社会教育活動の中に、「人権

のエッセンス」を盛り込むよう意識した。これからも全ての活動の中で「人間尊重」の精

神を大切にしていきたい。 

 

４ 文化財 

(１) 文化財保護審議会 

① 文化財保護審議委員（任期：R2～）2年間 

氏名 委員歴 備考 
正中 克磨 平成 14年度～ 会長 
米本 育美 平成 25年度～ 副会長 
嶋谷 保則 平成 30年度～   
竹本 知行 令和 2年度～  

 

② 第 1回審議会 

ア 日 時 令和 4年 3月【予定】 

イ 場 所 文化会館談話室 

ウ 内 容 

令和 3年度の事業と令和 4年度の計画について 

(２) 町史・歴史関係の書物 

①「ふるさと歴史の散歩」 平成 8年 12月発行  

②「ふるさと逍遥」 平成14年12月発行  

③「和木町史」 平成15年10月発刊  

④「和木町所蔵文書目録」 平成24年３月発刊 希望者に配布中 

平成 21 年度から行った古文書整理事業の報告書である。町指定文化財の「嘉屋文書」

及び明治前半の行政文書を解読し、戸籍や移民などの項目別に分類して列記している。 

200 冊作成し、県内の図書館や町長、教育長などの関係者に配布した。和木町の古文書

の存在を知っていただくことが目的である。 

希望者には配布し、古文書の閲覧を希望される場合は、職員立ち会いのもとで閲覧を認

めることとしている。配布して間もなく、吉川史料館から閲覧希望が寄せられた。なお、

嘉屋文書については平成 28 年度に、歴史教室等の際に岩国徴古館から借用していた和木

村大竹村御境絵図は平成 30年度にデジタル化済み。 

 

 

 

 

中止中止
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(３) 町内の指定文化財 

① 県指定文化財  

瀬田八幡宮本殿 (有形文化財) 和木町瀬田 【平成 5 年町指定・平成 10 年県指定】  

 

② 町指定文化財  

釈迦如来座像 (有形文化財) 和木町和木 【平成 5年指定】 

 迦葉尊者立像 (有形文化財) 和木町和木 【平成 5年指定】 

 阿難尊者立像 (有形文化財) 和木町和木 【平成 5年指定】 

 扁額「大瀧山」 (有形文化財) 和木町和木 【平成 7年指定】 

 疫神社の祭礼 (民俗文化財) 和木町関ヶ浜 【平成 11年指定】 

 妙見神社の檜 (天然記念物) 和木町関ヶ浜 【平成 11年指定】 

 嘉屋文書 (有形文化財) 和木町和木 【平成 14年指定】 

 

 

(４) 成果と課題 

四境戦争・明治維新に関連する各種事業やテレビ番組などの効果もあり、幕末・明治の

みならず歴史についての関心はある程度高く、町内の史跡や施設についての問い合わせや

町外からの来訪者も一定程度みられる。 

今後も町内の史跡や施設について関心を高める取組を推進していくことが今後の課題で

ある。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和 3年度和木町教育年報 
第５２集 

発 行：令和４年３月 
発行者：和木町教育委員会 
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２ 文 化 会 館 

 

１ 運営方針 

(１)運営方針 

町民が求めている文化活動の内容が多様化する中で、町長部局や学校、さらには文化協会等

の社会教育団体との連携は、ますます重要となっている。 

しかしながら、令和 2年 3月以降は、新型コロナウイルス感染症の影響で、各種団体が予定

していた発表会や講演会の大半が中止となった。 

自主事業である子ども向けのイベントについては、令和 2,3年度は中止したが、令和 4年度

はどうやったらできるか、可能な限り開催できる方向を探っていくこととし、開催する場合は、

早めに効率的な宣伝をしたい。より多くの方に来ていただきたいが、感染症対策もあり悩まし

い問題でもある。 

また、本館は築 30 年近く経過しており、空調設備や舞台設備を中心に故障箇所や故障する

可能性が極めて高い場所が見受けられる。令和 3年 2月から 3月にかけて、空調用ボイラーの

取替工事及びトイレの洋式化工事を実施し、令和 3年 3月には商工面談室と商工指導室にルー

ムエアコンを新設した。引き続き緊急度の高い個所から順に予算を確保し、工事を実施して利

用者にとって安全安心な施設の維持を心掛けている。 

  

２ 事業の概要 

(1)  自主事業 

 ①子ども向けステージイベント(内容を仮決定したが中止・例年は 7月末開催) 

昨年度に引き続き中止となった。今年度は各業者から企画書を提出してもらい、選考の結果

ＳＤＧｓをテーマとした科学実験ショーを行うことで、内容と業者を仮決定したが、コロナ第

5 波の影響が出始めたことでやむなく中止し、契約前であったためキャンセル料が発生しなか

った。 

なお、契約後に中止する場合は契約額の 50～100％のキャンセル料がかかるため、来年度も

新型コロナウイルスの感染拡大状況をもとに慎重な判断が必要になる。 

  

(2) 貸館事業 

 ① 統括 

新型コロナウイルス感染拡大により 8月 30日から 9月 26日まで臨時休館した。感染拡大

防止対策を施して発表会を復活させる団体が出てきたため、令和 2年と比べると利用者数が

若干持ち直している。 
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教 育 委 員 会 関 係 職 員 名 簿 
                （令和４年３月現在） 

＊ 教育委員会 
教 育 長 重 岡 良 典
委    員 太 田 俊 裕 

〃  宮 本 健 吾 
   〃  佐 伯 和 彦 
  〃  中 村 博 美 
事務局長 森 本 康 正 
局長補佐 児 玉 健 次 
局長補佐 米 村 浩 一 
指導主事 木嶋 麻友美 
社教主事 森 下 泰 至 
係  長 與三本 高志 
係  長 吉 兼 崇 博 
主  事 岡 田 真 依 
主  事 小清水  緑 
 
＊ 文化会館 
館    長 重 岡 良 典 
係  長 吉 兼 崇 博 
 
＊ 総合コミュニティセンター 
所長(兼) 森 本 康 正 
臨時職員 中 村 博 美 
 
＊ 体育センター 
主任主事 玉 木 秀 磨 
臨時職員 國 廣 恭 子 
 
＊ 給食センター 
所  長 児 玉 健 次 
栄養教諭 河 口 静 佳 
臨時職員 髙 﨑 翔 子 
 

＊ 和木こども園 
園  長 佐 伯 公 夫 
副 園 長 岸 本 京 子 
副 園 長 松井 千登世 
教  務 福 村 和 子 
学年主任 福 成 莉 沙 

〃  山 田 優 里 
〃  松田 香奈江 
〃   藤野 麻須美

保育教諭 荒 瀬 早 希 
〃  黒 川 慶 子 
〃   田中 奈津美 

管理栄養士 山西 まゆみ 
養護教諭 礒部 比登美 
事務(町) 桒 名 直 子 

 
＊ 和木小学校 
校    長 折出 美保子 
教    頭 髙 本 昌 則 
教諭教務 小笠原 一彰 
教諭 1-1上 原 淳 子 
教諭 1-2 志 田 詩 織 
教諭 2-1 竹 本 哲 朗 
教諭 2-2 真柴 加奈代 
教諭 2-3 浴  加 奈 

教諭 3-1 横 山 健 一 

教諭 3-2 黒 杭 弥 生 

教諭 4-1 廻 本 里 彩 

教諭 4-2 阿 部 椋 介 

教諭 4-3 津 川 亮 子 

教諭 5-1 吉 田 幸 司 

教諭 5-2 伊東 あやめ 

教諭 6-1 村 田  愛 

 

教諭 6-2 須 賀 和 憲 

教諭 6-3 三 好 健 太 

教諭特支 河津 美奈子 
教諭特支 萬   純 子 
教諭特支 田 中   翔 

少 人 数 二階堂 朋美 

通級指導教室 町田 恵理子 

音楽専科 藤 谷 育 子 

非常勤講師 山 田 文 子 
非常勤講師 日 浦 美 紀 
非常勤講師 松本 まり子 
非常勤講師 平 川 尚 惠 
非常勤講師 池本 美津枝 

養護教諭 鮎川 ひとみ 
事務主任 政 兼 泰 子 
事務（町）田 上 尚 美 
ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 田村 ちなみ 
町 ALT ナタリー・クーカ 

学校図書館支援員 田 中  さと美 
 
＊ 和木中学校 
校  長 亀 谷 秀 雄 
教    頭 有 海 洋 子 
教諭教務 地 紙 文 子 

教諭 1-1 井 上 莉 沙 

教諭 1-2 嶋 田 和 美 

教諭 1-副 光 貞 賢 志 
教諭 1-副 齋 藤   俊 
教諭 2-1 国 光 陽 子 

教諭 2-2 杉 岡    匠 

教諭 2-副 山 元 光 一 
教諭 2-副 今 井 悠 貴 
教諭 3-1 永 田 さなえ 
教諭 3-2 宮 本 大 輔 

教諭 3-副 田 中 裕 万 
教諭 3-副 杉 本 志 紘 

教諭特支 山下 香緒理 
教諭特支 安 達 涼 子 
非常勤講師 川 添 理 恵 
養護教諭 内 田 朋 花 
栄養教諭 河 口 静 佳 
主  事 橋 迫 千 悠 
事務(町) 岩 本 律 子 
ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 田村ちなみ 

町 ALT ナタリー・クーカ 

学校図書館支援員 田 中  さと美 
業務支援員(町) 國 弘  愛 

長  研 米 田 元 輝 

 

＊ その他 
学 校 医 木 村 俊 之 

〃  平 野 雅 俊 
〃  平 野 有 美 

学校歯科医 竹 野 勇 都 
    〃  増 木 恒 平 
学校眼科医 後 長 道 伸 
学校耳鼻科医 高 田 洋 美 
学校薬剤師 海 井 朗 弘 

〃  佐々 美加子 
スマイルルーム指導員 中嶋 寿男 

〃    重本 郁子 
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  ② 各部屋の状況 

ホールは、毎週の四境太鼓の練習に加え、教育委員会や役場各課、文化協会、従来からの

音楽教室、ピアノ教室の発表会、ダンスや演劇の練習や発表会に利用いただいている。 

講習室は、防音施設が整備されており、会議だけでなく、音楽団体の利用やダンスグルー

プの練習会場としても利用されて、発表会やイベントの控室としての利用も高頻度である。 

また、商工指導室も商工会や一般団体の会議を中心に使用いただいている。使用料が他の

部屋の半額であることから、有料の使用率が高い傾向にある。 

    一方で、集会室や研修室、視聴覚室の利用は低迷している。これはコロナ禍により、従来

使用していた団体が利用しなくなったこと、発表会や講演会がなくなったことが原因である。 

  

３ 文化会館事業入館者等実績 

(１)これまでの子ども向けステージイベント一覧 

開催年 名称 来館者数 

平成 22年 シャボン玉ショー 280人 

平成 23年 アンディ先生のマジックショー&マジック教室 350人 

平成 24年 コブリナサーカス 600人 

平成 25年 おじゃるず 300人 

平成 26年 ＲＯＮＥ&Ｇｉｇｉ 420人 

平成 27年 ※からくりドール（台風のため中止） 中止 

平成 28年 からくりドール 380人 

平成 29年 ミラクルイリュージョン 380人 

平成 30年 キャラメルマシーンのサイエンスマジックショー 420人 

令和元年 影絵劇「三枚のお札」 350人 

令和 2年 ※開催時期延期のうえで実施中止 中止 

令和 3年 ※内容を仮決定したが中止 中止 

 

(２)令和 3年の発表会やイベント等一覧 

開催日 名称 来館者数 

1月 31日 オリジナルコンサート 110 人 

2月 20日 スポーツ少年団関連行事 75 人 

2月 28日 リトルコンサート 490 人 

3月 21日 ピアノ発表会 60 人 

4月 4日 カラオケフェスタ発表会 180 人 
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4月 4日 カラオケフェスタ発表会 180 人 

5月 2日 成人式 80 人 

5月 3日 ピアノ発表会 80 人 

6月 13日 ダンス発表会 250 人 

6月 19日 ピアノ発表会 80 人 

6月 20日 ピアノ発表会 70 人 

7月 25日 ピアノ発表会 77 人 

8月 1日 ピアノ発表会 72 人 

8月 10日から 

8月 13日まで 
原爆絵画展 277 人 

8月 10日から 

8月 31日まで 

プレミアム付商品券販売 

※土日祝日はお休み 
1,283 人 

8月 29日 バイオリン展示・演奏・メンテナンス会 45 人 

10 月 3日 公開短歌講座 27 人 

10 月 24日 バイオリン発表会 80 人 

10 月 31日 ふれ愛コンサート 150 人 

11 月 7日 芸能祭 339 人 

11 月 14日 エレクトーン発表会 332 人 

11 月 23日 ピアノ発表会 80 人 

11 月 25日 山口県連合婦人会研修会 270 人 

11 月 30日 第 32回教師の日 170 人 

12 月 5日 ピアノ発表会 60 人 

12 月 11日 WAKIコンサート 21 230 人 

12 月 19日 ピアノ発表会 80 人 

12 月 25日 ピアノ・エレクトーン発表会 70 人 

   ※太字は教育委員会が主催または共催、下線は文化協会及び所属団体が主催 

 

 

 

 

 

 

 

 

水槽や防火水槽の水位異常が出ても中央管制盤に異常が伝達されな

い｡故障した機器は生産終了となっており､周辺機器も老朽化し、火

事になる恐れもあるため併せて取替えた｡ 
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 ウ 工  期    令和３年１１月１４日～令和４年３月２５日 

   エ 目  的    コミュニティセンター浴室にシャワー設置し、災害時などに避難者

が利用できるよう整備した。 
 

 

（３）和木町文化会館 

① 和木町文化会館トイレ改修工事 

 ア 請負金額    ５，８３０，０００円 

 イ 請負業者    ㈱和木商事 

 ウ 工  期    令和２年１１月４日～令和３年３月１５日 

エ 目  的    コロナに強い社会環境整備を目指すため、飛沫拡散防止及び高齢や

利用者等が利用しやすくするために、大半の和式トイレを様式トイ

レに改修した。 

   

② 和木町文化会館 空調設備改修工事 

 ア 請負金額    １９，７２０，０００円 

 イ 請負業者    鹿島建物総合管理㈱中国支社 

 ウ 工  期    令和２年１２月７日～令和３年３月２５日 

   エ 目  的    工事場所の空調機が老朽化し、ボイラー１号機は運転能力が低下し、 

２号機は真空が保てず、薬中装置は作動しないため取り換えた。 

 

③ 文化会館開閉ロープ・枝ワイヤー交換工事 

 ア 請負金額    １，６１７，０００円 

 イ 請負業者    (株)松村電機製作所 

 ウ 工  期    令和３年５月２７日～令和３年９月３０日 
   エ 目  的    文化会館ステージの中幕用開閉ロープ１本と中幕用枝ワイヤー７式、

バック幕用枝ワイヤー７式の交換を実施した。 
 

④ リモートユニット更新工事 

 ア 請負金額    １，２６５，０００円 

 イ 請負業者    鹿島建物総合管理㈱中国支社 

 ウ 工  期    令和３年１１月１９日～令和４年２月１７日 

エ 目  的    中央管制盤の一部機器が老朽化により故障し使用不可能となり、受

（３）令和 3年利用団及び利用者数にかかる各表 

① 使用部屋別利用のべ団体数 

 

② 使用部屋別利用のべ人数 

 

③ 利用団体種別のべ団体数 

 

月 ホール ステージ 集会室 講習室 商工指導室 研修室 視聴覚室 合計 昨年 増減

1月 2 7 2 29 12 4 2 58 57 1

2月 2 15 6 28 16 7 1 75 105 ▲ 30

3月 3 5 3 32 20 16 3 82 32 50

4月 1 7 4 20 12 8 2 54 0 54

5月 2 5 5 29 11 8 2 62 0 62

6月 4 6 3 28 14 4 1 60 47 13

7月 2 13 3 35 17 5 2 77 69 8

8月 4 39 5 18 13 6 2 87 60 27

9月 2 2 2 7 3 2 3 21 92 ▲ 71

10月 2 22 4 25 8 5 1 67 85 ▲ 18

11月 8 22 7 30 9 7 2 85 88 ▲ 3

12月 4 9 6 16 10 9 2 56 43 13

合計 36 152 50 297 145 81 23 784 678 106

昨年 21 144 47 249 101 69 47 678

増減 15 8 3 48 44 12 ▲ 24 106

月 ホール ステージ 集会室 講習室 商工指導室 研修室 視聴覚室 合計 昨年 増減

1月 116 25 12 220 51 33 9 466 806 ▲ 340

2月 565 84 22 204 68 45 2 990 1,768 ▲ 778

3月 70 67 17 286 96 75 11 622 377 245

4月 180 71 12 261 67 102 32 725 0 725

5月 190 35 27 238 48 50 4 592 0 592

6月 403 57 41 255 46 28 11 841 428 413

7月 80 210 12 302 62 39 5 710 806 ▲ 96

8月 199 1,738 55 162 62 46 8 2,270 461 1,809

9月 8 21 8 52 9 8 43 149 994 ▲ 845

10月 230 278 50 314 26 45 13 956 1,774 ▲ 818

11月 1,297 181 69 389 61 68 23 2,088 1,094 994

12月 440 111 69 185 39 81 31 956 567 389

合計 3,778 2,878 394 2,868 635 620 192 11,365 9,075 2,290

昨年 2,431 1,602 531 2,487 534 799 691 9,075

増減 1,347 1,276 ▲ 137 381 101 ▲ 179 ▲ 499 2,290

月 役場・学校 商工会 文化協会 その他団体 一般 合計 昨年 増減

1月 27 5 8 4 14 58 57 1

2月 30 12 9 16 8 75 105 ▲ 30

3月 49 7 12 3 11 82 32 50

4月 22 0 19 6 7 54 0 54

5月 26 4 10 6 16 62 0 62

6月 34 0 11 2 13 60 47 13

7月 38 8 14 3 14 77 69 8

8月 32 2 24 7 22 87 60 27

9月 17 0 1 0 3 21 92 ▲ 71

10月 15 1 36 3 12 67 85 ▲ 18

11月 30 1 31 9 14 85 88 ▲ 3

12月 13 1 19 3 20 56 43 13

合計 333 41 194 62 154 784 678 106

昨年 310 35 170 15 148 678

増減 23 6 24 47 6 106
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 ア 契約金額    ４３３，８４０円 

 イ 委託業者    NTT ビジネスソリューションズ㈱中国支店 

 ウ 納 入 日    令和３年３月１１日 

   エ 目  的    GIGA スクール構想事業に係るタブレット端末等購入（８台） 

 

２ 令和３年度（令和３年１２月３１日以前の契約）主な工事、修繕等（５０万円以上） 

（１）和木町立和木中学校 

  ① 和木中学校体育館 照明器具取替工事 

 ア 請負金額   ９，５７０，０００円 

 イ 請負業者   ㈱きんでん岩国営業所 

 ウ 工  期   令和３年８月２５日～令和４年２月２０日 

エ 目  的   照明器具が故障し、館内が暗い状態であり、交換部品もないため照明

器具及び制御盤の更新を行った。併せて調光設備を新たに設けた。 

 

（２）和木町総合コミュニティセンター 

① コミュニティセンタートイレ改修工事 

 ア 請負金額   ２，６９５，０００円 

 イ 請負業者   ㈱中谷工務店 

 ウ 工  期   令和２年１２月２１日～令和３年３月２２日 

   エ 目  的   新型コロナウイルスに係る飛沫拡散防止及び高齢者や利用者等が利用 

しやすくなるよう和式トイレを様式トイレに改修した。 

   

② コミュニティセンター電動スクリーン更新工事 

 ア 請負金額   ５６１，８８０円 

 イ 請負業者   ㈱田宮事務機 

 ウ 工  期   令和２年１１月２４日～令和３年３月２２日 

エ 目  的   コロナ過で３密を避けるため、今までよりも広範囲に席を設ける必要 

があり、現在使用しているよりも若干大きめのスクリーンを取り付け 

ることにより、部屋の隅からでもより視認しやすくするため更新した。 

 

③ 浴室シャワー取付工事 

 ア 請負金額    １，４８５，０００円 

 イ 請負業者    ㈱中谷工務店 

④ 利用団体種別のべ人数 

 

 

４ 修繕・工事について 

平成 4 年の開館から約 30 年経過しており、施設の老朽化により、空調設備や舞台設備と消

防設備の修繕や取替工事を毎年実施している。また、電気系統やガス系統の不具合など、小規

模な修繕もあり、異常を発見した場合は、適宜対応し、大きなトラブルにならなかった。令和

3年度で特記すべき工事は下記のとおりである。 

文化会館空調設備改修工事とは、屋上にある空調用ボイラーが老朽化し、2 台のうち 1 台が

使用不能となり、残り 1 台も老朽化が著しいことから、2 台とも 2 月中に取替工事を行い、空

調の能力が向上し、快適な温度に到達するまでの時間が早くなった。 

トイレ改修工事とは便器の大半を洋式化及びウォシュレット設置する工事であり、2 月中に

実施した。大半のトイレが使用できなくなることから、利用者への影響も考慮して、文化会館

空調設備改修工事と同時期に工事を行った。工事期間中は発表会やイベントの新規受付を制限

するとともに、定期利用者には空調やトイレが使用できない旨を事前に伝え、大きな混乱もな

く工事が完了した。 

文化会館個別空調機設置工事は、商工面談室と商工指導室にルームエアコンを設置すること

で、両部屋だけを使用する際はボイラーを稼働することなく、空調が使用できるようにして、

灯油使用量や電力面で効率的な施設運用を目的とした。 

しかしながら、大半の工事に共通することは、故障して使えなくなったことや、老朽化で危

険を伴う状態や時代遅れになったことが理由である。いつ故障するか予断を許さない状態のも

のも多くあり、壊れたら修理を繰り返すのではなく、大規模改修及び付随する補助金確保を検

討し、数年のうちに段階的に行わなければならない時期となっている。 

月 役場・学校 商工会 文化協会 その他団体 一般 合計 昨年 増減

1月 135 28 51 12 240 466 806 ▲ 340

2月 112 48 65 205 560 990 1,768 ▲ 778

3月 281 50 105 24 162 622 377 245

4月 162 0 409 94 60 725 0 725

5月 224 56 88 17 207 592 0 592

6月 197 0 370 19 255 841 428 413

7月 287 36 114 28 245 710 806 ▲ 96

8月 1373 17 287 21 572 2270 461 1,809

9月 80 0 6 0 63 149 994 ▲ 845

10月 84 10 700 22 140 956 1,774 ▲ 818

11月 402 5 682 408 591 2088 1,094 994

12月 54 3 460 26 413 956 567 389

合計 3,391 253 3,337 876 3,508 11,365 9,075 2,290

昨年 3,276 176 2,894 132 2,597 9,075

増減 115 77 443 744 911 2,290
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令和３年和木町教育委員会施設関係工事等 

 

１ 令和２年度（令和３年１月１日以降の契約）の主な工事、修繕等（５０万円以上） 

（１）和木小学校 

① 和木小学校情報通信ネットワーク環境整備業務 

 ア 契約金額    １１，０００，０００円 

 イ 委託業者    (株)田宮事務器 

 ウ 業務期間    令和３年３月１日～令和３年３月３１日 

   エ 目  的    GIGA スクール構想事業に対応した校内の Wi-Fi ネットワーク 

 の増強。 

② 和木小学校 GIGA スクール端末一式 

 ア 契約金額    ２３，１５６，２１０円 

 イ 契約業者    NTT ビジネスソリューションズ㈱中国支店 

 ウ 納 入 日    令和３年３月１１日 

   エ 目  的    GIGA スクール構想事業に係るタブレット端末等購入（４２７台） 

③ 和木小学校 GIGA スクール端末一式（教員用） 

 ア 契約金額    １，０３０，３７０円 

 イ 委託業者    NTT ビジネスソリューションズ㈱中国支店 

 ウ 納 入 日    令和３年３月１１日 

   エ 目  的    GIGA スクール構想事業に係るタブレット端末等購入（１９台） 

（５）和木中学校 

① 和木中学校情報通信ネットワーク環境整備業務 

 ア 契約金額    ８，８００，０００円 

 イ 委託業者    (株)田宮事務器 

 ウ 業務期間    令和３年３月１日～令和３年３月３１日 

   エ 目  的    GIGA スクール構想事業に対応した校内の Wi-Fi ネットワーク 

 の増強。 

② 和木中学校 GIGA スクール端末一式 

 ア 契約金額    １０，４１２，１６０円 

 イ 契約業者    NTT ビジネスソリューションズ㈱中国支店 

 ウ 納 入 日    令和３年３月１１日 

   エ 目  的    GIGA スクール構想事業に係るタブレット端末等購入（１９２台） 

③ 和木中学校 GIGA スクール端末一式（教員用） 

今後は適宜優先順位を決め、計画的な工事や修繕を行い、利用者の快適な施設使用、安全安

心を確保していく。 

 

10万円以上の工事や修繕（令和 3年 1月以降に実施したもの） 

 

５ 成果と課題 

文化会館は、町民の教養の向上と生活文化の振興を図るための施設として設置されている。

発表会や会議、研修、趣味の活動場所として活用されており、町民の生涯学習の重要な施設と

なっている。これらの活動を十分に支援していくために、利用者のニーズに応えた施設運営を

行っていく必要があるが、従来の利用団体の高齢化や人数減少で、利用停止することがあり、

それがコロナ禍で顕著となっていることが課題である。これは文化会館だけでなく、町内各施

設共通や全国的な課題であり、残念ながら成果にはつながっていない。 

新型コロナウイルスによる臨時休館は、利用者に対して状況が変化するごとに丁寧に説明し

たこと、納付済みの使用料を特例的に返金、後日使用に振り替えたこともあって、大きな苦情

もなく対応することができた。 

しかし、感染拡大前に比べて利用者数は 5割程度、使用料収入は 7割程度と大幅に減少した。

使用料収入に対し利用者数の減少が著しいのは、ホール客席の定員を半分に制限したことや主

催者側が来館対象者を絞ったこともある。これらの努力により、施設内で感染者を出すことな

く、今日に至っている。 

令和 4 年度は、感染症対策を行いつつ国内や近隣の状況を適宜確認して、1 つでも多くのイ

ベントを行えるよう努めていくが、引き続き難しい判断が必要になる。 

 

 

工事名 契約会社 工事費用 

トイレ改修工事 ㈱和木商事 5,830,000円 

文化会館空調設備改修工事 鹿島建物総合管理㈱ 19,712,000円 

文化会館個別空調機設置工事 ㈲扶双 1,296,141円 

消防設備不具合箇所修繕工事 鹿島建物総合管理㈱ 240,900円 

冷却水用量水器修繕 鹿島建物総合管理㈱ 325,600円 

文化会館開閉ロープ・枝ワイヤー交換工事 ㈱松村電機製作所 1,617,000円 

リモートユニット更新工事 鹿島建物総合管理㈱ 1,265,000円 
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３ 総合コミュニティセンター 

 

１ 運営方針 

(1) 生涯学習の支援はもとより、住民サービスの提供、災害時の避難所、さらにまちづくりの

拠点としての役割を担う。 

(2) 時代背景や社会構造、住民の意識の変化を敏感にとらえ、地域住民の活性化や健康増進、

住んでいて良かったと思えるまちづくりを目指す。 

(3) 青少年を導く立場にある地域の大人たちを対象にした社会教育や生涯学習への取組を重視

する。 

(4) あらゆる年代階層の住民の方に、充実した魅力ある学習機会を提供することで、人々の連

帯感や公共意識・道徳観・倫理観の育成につなげていく。 

(5) 公民館瀬田分館及び令和 2 年 9 月に再オープンした公民館関ヶ浜分館の個人利用の促進を

図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本年度の努力点と反省点 

(１) 生涯学習の情報拠点としての体制づくり 

和木町のホームページの更新を機に、コミュニティセンターの情報を初めて利用する方

にも、どんな部屋があり、広さ、料金などが一目で分かるように掲載方法の変更を行った。

今後は公民館講座・自主活動団体や和木大学などの情報も盛り込んで、サービスの周知を
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計 ３２ ３７ ６９  

  ４ 年 

１  組 １２ １２ ２４ 廻 本 里 彩 

２  組 １１ １２ ２３ 阿 部 椋 介 

３  組 １１ １３ ２４ 津 川 亮 子 

計 ３４ ３７ ７１  

５ 年 

１  組 １４ １６ ３０ 吉 田 幸 司 

２  組 １２ １５ ２７ 伊 東 あやめ 

計 ２６ ３１ ５７  

６ 年 

１  組 ８ １６ ２４ 村 田   愛 

２  組 ９ １５ ２４ 須 賀 和 憲 

３  組 ９ １５ ２４ 三 好 健 太 

計 ２６ ４６ ７２  

やまもも ５ １ ６ 河 津 美奈子 

たんぽぽ１ ３ １ ４ 萬   純 子 

たんぽぽ２ ５ ２ ７ 田 中   翔 

合    計 ２０３ ２２３ ４２６  

【和木中学校】 

学  年 学 級 名 男子 女子 合 計 担 任 名 

１ 年 

１  組 １５ １７ ３２ 井 上 莉 沙 

２  組 １５ １６ ３１ 嶋 田 和 美 

計 ３０ ３３ ６３  

２ 年 

１  組 １４ １７ ３１ 国 光 陽 子 

２  組 １４ １６ ３０ 杉 岡   匠 

計 ２８ ３３ ６１  

３ 年 

１  組 １５ １７ ３２ 永 田 さなえ 

２  組 １７ １８ ３５ 宮 本 大 輔 

計 ３２ ３５ ６７  

いぶき １ １ ２ 山 下 香緒理 

きぼう １ ０ １ 安 達 涼 子 

合    計 ９２ １０２ １９４  
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図っていく。 

(２) 公民館認定講座について 

公民館認定講座は、講座と同等の活動を行っている団体を公民館活動団体と認定して、

講座と同等の扱いとすることとしたもので、令和 3年 4月 1日現在は 41団体ある。認定の

基準は、団体の人数が概ね 5 名以上であり、町民の割合が高く、講師謝礼が低廉であるこ

ととしている。 

高齢化や会員減少などが、多くの団体に共通した課題である。和木学園構想の一環で、

いかに 60 代の方を中心に、周知・勧誘するかが重要になってくる。平成 24 年度頃に広報

誌で講座の紹介を行ったことがあり、今後は和木チャンネルを使った紹介も考えている。 

 

(３) 総合的な学習の機会、発表の場の提供 

文化協会や独自の公民館活動を通じ、学校や地域との交流や連携を深めている。コロナ

禍のため「キッズ芸能祭」の代替事業として、高校生以下のすべての子どもを対象とした

「キッズ・フォトコンテスト」を開催した。 

 

(４) 情報社会に対応した、学習体制の強化と質的充実 

    高齢者の間でもパソコン・スマートフォンは必需品になりつつある。公民館認定団体に

はパソコン教室が 2団体あるが、平成 30年度にフリーWi-Fiが整備され、パソコン教室で

もインターネットが利用可能となり、教室の活性化に貢献することができた。 

 

(５) 文化協会の役割 

    文化協会内各団体の活動は全体的には一時縮小する傾向にあったが、令和元年度以降、

再び活性化してきている。特に新規加入や代表者が変更になった団体がイベントを新たに

開催する傾向にあり、それらのイベントが末永く活動できるよう引き続き支援していく。 

文化協会主催イベントの企画や運営は、10名の役員及び事務局でおこなっている。今年

度もコロナ禍のため開催できなかった行事もあったが、来館者数を制限することや受付で

検温や消毒、住所や氏名の記入をお願いするなど、感染拡大防止措置をしたうえでイベン

トを工夫して開催する方向に転換している。 

感染拡大が懸念される時期には「キッズ芸能祭」の代替事業として、インターネットを

通じ写真を募集する「キッズ・フォトコンテスト」を行い、感染拡大が小康状態になると、

感染症対策を行いつつ、例年行っている文化祭や、WAKI・コンサートを有観客で開催する

など、通常の開催を行うことが難しい状況下でも活発な事業を展開した。 

今後も行政サイドからのサ－ビスと合わせ、文化協会は会員による自由な発想による自
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◆教育委員会関係資料    学級編制状況（５月１日現在）  

【和木こども園】 

学  年 学 級 名 男子 女子 合 計 担 任 名 

０歳児 ひよこ組 ３ ０ ３ 松井千登世・末弘直美 

１歳児 
り す組 ９ ３ １２ 二武美江子・嘉屋祥子 

うさぎ組 １０ ２ １２ 田中奈津美・望戸康子 

２歳児 
ぱんだ組 ４ １０ １４ 中村聡子・上田尾麻江 

きりん組 ３ １０ １３ 福成莉沙・斉藤友紀恵 

年  少 

（３歳） 

りんご組 ８ ９ １７ 福 村 和 子 

ばなな組 ７ ９ １６ 村 上 菜 那 

 ぶどう組 ８ ９ １７ 藤 野 麻須美 

計 ２３ ２７ ５０  

年  中 

（４歳） 

たんぽぽ組 １３ ９ ２２ 黒 川 慶 子 

わかば組 １１ ９ ２０ 中 本 優 花 

つくし組 １２ １０ ２２ 木 村 美 香 

計 ３６ ２８ ６４  

年  長 

（５歳） 

 

つ き組 １１ ８ １９ 山 田 優 里 

ほ し組 １０ ９ １９ 荒 瀬 早 希 

に じ組 １１ ９ ２０ 松 田 香奈江 

計 ３２ ２６ ５８  

合  計 １２０ １０６ ２２６  

【和木小学校】 

学  年 学 級 名 男子 女子 合 計 担 任 名 

１ 年 

 

１  組 １９ １５ ３４ 上 原 淳 子 

２  組 ２１ １２ ３３ 志 田 詩 織 

計 ４０ ２７ ６７  

２ 年 

１  組 １１ １３ ２４ 竹 本 哲 朗 

２  組 １０ １４ ２４ 真 柴 加奈代 

３  組 １１ １４ ２５ 浴   加 奈 

計 ３２ ４１ ７３  

３ 年 
１  組 １６ １９ ３５ 横 山 健 一 

２  組 １６ １８ ３４ 黒 杭 弥 生 
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主企画、活動により文化・芸術活動の啓発を行い、イベントなどの開催や、展示会及び広

報活動などに取り組み、町民の総合的な文化意識を高揚する役割を果たしていきたい。 

 

３ 今後の課題 

住民の学習要求は近年の高齢化や情報化などで、非常に多様化･高度化してきており、どう

対応していくかが今後の課題となっている。従って前述の Wi-Fiの設置などの取組が継続的に

求められてくる。また、各年齢層のニーズに応え得る学習機会の提供が充分になされることが

求められるのはもちろんのこと、コロナ禍の中で新たな生活様式に対応した体制づくりを確立

し、安全と安心を担保する必要がある。 

また、永年の課題として、現在の和木町での生涯学習活動の拠点である教育委員会社会教育

係とコミュニティセンター、さらには地域振興協会との連携が挙げられる。社会教育係は学校

教育との連携（主に放課後や休日の学習活動の提供）、町子連、婦人会、ふるさとづくり団体

等を通じ、コミュニティセンターは地域、公民館講座、文化協会等を通じ、地域振興協会は町

内外での各種イベント開催において携わっている。 

それぞれの部署には様々な強みを持った職員がいるので、お互いに事業やニーズなどの情報

を共有し、より集客が見込まれ、教育面に有益である効果の高い事業を展開していく必要があ

る。 

 

４ 高齢者学級（和木大学） 

高齢者の「楽しく学べる」場を提供している和木大学は、平成 2 年 5 月に開校した当初は、

受講者が非常に多く熱心に受講していたが、 学生数及び出席者数が年々減少している。これは、

主には高齢化によるもので、転出や死亡により、退学される方が多く、入学される方が僅かで

あるためや、講座内容のマンネリ化、和木大学の知名度が低いことがあげられる 

対策としては、 広報誌やホームページ、ポスターの作成などで定期的に活動報告や学生募集

をすること、公民館認定団体や社会福祉団体などに案内を配布すること、在学生に対し、ニー

ズの把握、開催回数の見直しやそれに伴う内容の充実化を行うことがあげられる。 

また、昨今のコロナ禍のもと、開催の是非について非常に熟慮を要する状況となっており、

例年とは違う難しい舵取りが求められている。 

 

① 対  象  60 歳以上の人あるいはそれ相応の年齢に達したと認められる方 

②  費  用  入学金や受講料は無料 

③ 開催回数  年間 5 回程度 

④ 学習内容  健康管理、人権教育、歴史・地理・民俗、人生論、政治・経済、社会問題、

 (3) 年間開館日数の推移 

 

 

(4) 年間来館者数の推移 
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趣味、レクリエーション 

⑤ 学 生 数  令和 3年 12月末日で 47名（前年比-3名） 

⑥  実施講座  

  開校式・第１回講義  5月 11日（火） 14時 00分～ 総合コミュニティセンター 

講    義  「ＳＤＧｓの実現に向けて」 

講    師   和木大学学長 重岡 良典氏 

    出席者数   21名 

    概  要  重岡学長による SDGs（誰一人取り残さない社会）の実現にむけての講演 

    

 ５ 団体事業  

(1) 和木町文化協会 

本年度の会員数は、12 月 28日現在延べ 594人で、新たな加入団体もあるが、全体的に

みると、一部団体を除くと減少傾向にある団体が多数を占める状況となっている。 

これからも、和木町の文化事業の推進母体である文化協会の安定した運営のために、新

会員を確保し、会員数の維持が必要である。和木学園構想の一環で 50 代・60 代の方に関

心をもってもらえるよう、日々の活動を通して文化活動の楽しさをアピールし、引き続き

会員数の維持につなげていきたいと考えてい

る。 

本年度も、文化会館や和木美術館（アートウ       

ィング）、コミュニティセンターなどの有効的

な活用をめざしつつ、身近な芸術・文化に親し

みやすい行事、歴史・伝統を再確認できるイベ

ント実現に向け、コミュニティセンターや教育

委員会との連携、協力を得ながら、活動を繰り

広げた。主な自主事業としては、次のとおりで

ある。 

今後も、限られた予算を有効に使い、運営

可能な規模で事業を行っていき、会員相互に

ストレスなく、持続可能な会の運営を目指し

ていきたい。 

 

① 和木町文化協会総会 

   日 時  4月 コロナウイルス感染拡大防止のため、書面決議とした。 

４ 図表 

(1) 美術館各展示会とイベントの入館者等実績 

 

※〇は主催事業、☆は文化協会及び所属団体の主催事業 

 

(2)各年度の数値（開館日数・入場者数等） 

 

わきあいキッズ 〇 1月20日 ～ 1月20日 1 日 29 人

わきあいキッズ 〇 1月27日 ～ 1月27日 1 日 29 人

わきあいキッズ 〇 2月3日 ～ 2月3日 1 日 30 人

わきあいキッズ 〇 2月10日 ～ 2月10日 1 日 29 人

わきあいキッズ 〇 2月17日 ～ 2月17日 1 日 33 人

町美展会場設営 ☆ 2月22日 ～ 2月22日 1 日 6 人

町美展作品搬入 ☆ 2月27日 ～ 2月27日 1 日 185 人

町美展作品審査 ☆ 2月28日 ～ 2月28日 1 日 10 人

第8回和木町絵画美術展 ☆ 3月7日 ～ 3月21日 15 日 605 人

キッズ・フォトコンテスト準備 ☆ 10月8日 ～ 10月8日 1 日 15 人

和木町キッズ・フォトコンテスト作品展 ☆ 10月10日 ～ 10月17日 8 日 203 人

文化祭展示会１準備 ☆ 10月26日 ～ 10月26日 1 日 38 人

和木町文化協会文化祭展示会１ ☆ 10月27日 ～ 10月31日 5 日 284 人

文化祭展示会２準備 ☆ 11月2日 ～ 11月2日 1 日 31 人

和木町文化協会文化祭展示会２ ☆ 11月3日 ～ 11月7日 5 日 238 人

陶芸展・姉妹都市作品展準備 〇 12月1日 ～ 12月6日 5 日 14 人

和木町教職員陶芸展
姉妹都市作品交流展

〇 12月7日 ～ 12月20日 14 日 232 人

陶芸展・姉妹都市作品展撤収 〇 12月21日 ～ 12月22日 2 日 6 人

65 日 2,017 人

31.0 人

開催日

計

平均（人/日）

日数 来館者数展示・使用名称

年度 開館日数 入場者数 日平均 累計来館者
15年 15 681 45.4 681
16年 179 8,452 47.2 9,133
17年 135 8,789 65.1 17,922
18年 156 10,807 69.3 28,729
19年 149 5,488 36.8 34,217
20年 125 5,116 40.9 39,333
21年 159 6,497 40.9 45,830
22年 140 7,350 52.5 53,180
23年 150 6,168 41.1 59,348
24年 165 14,453 87.6 73,801
25年 166 11,065 66.7 84,866
26年 112 10,608 94.7 95,474
27年 106 10,298 97.2 105,772
28年 125 12,601 100.8 118,373
29年 82 9,106 111.0 127,479
30年 95 7,278 76.6 134,757
元年 101 9,691 96.0 144,448
2年 45 3,149 70.0 147,597
3年 65 2,017 31.0 149,614
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       昨年度決算および事業報告、本年度予算および事業計画等、すべて承認された。 

 

② 主催事業（令和 3年 1月～令和 3年 12月） 

ア 第 8回和木町絵画美術展 

作品搬入  2月 27日(土) 9 時 00分～18 時 00分 

展示期間 3月 7日(日)～3月 21日(日) 

 10時 00分～17時 00分 

※最終日は 15時 00分まで 

会  場 アートウィング(和木美術館)  

出展者数  合計 187点 

(一般の部 135点 高校生の部 52点) 

来館者数 605 人 

概  要  一般の方々から指定日時に搬入いただいた作品を審査し展示した。前回は

WEB 展示になったが、今回は新型コロナウイルス感染防止対策を講じ、表彰

式やギャラリートークを行わないなど、3 密を避けながら工夫して展示会を

開催することができた。 

審査結果  

(ｱ)一般の部 

審査結果 作品名 氏名 

大  賞 向火葵（ひまわり） 国光 美津恵 

優秀賞 ダッカ裏通り 山下 湛子 

奨励賞 陽ざし 西本 富雄 

奨励賞 断崖の一隅 三分一 重厚 

                                                            一般大賞 

 

 

役職名 氏  名 役職名 氏  名 役職名 氏  名 

会 長 松本 康夫 副会長 中野 さつき 副会長 森脇 由紀 

理 事 嘉屋 信明 理 事 﨑本 みどり 理 事 米元 恭子 

理 事 繁原 節子 理 事 三分一 重厚 理 事 井口 和久 

理 事 中川 祐子 監 事 松岡 泉 監 事 片山 真梨 

顧 問 海井 朗弘 顧 問 湯淺 正行 顧 問 島﨑 こずえ 

(3) 貸館事業 

一般の利用はなく、文化協会主催の展示が 3 種類行われた。 

「第 8回町美術展覧会」は、近隣を含めて多くの方が作品を出品され、毎年恒例のイベント

となっているが、コロナ禍で表彰式やギャラリートークはできなかった。従来は年度末実施と

いうことで、出展者や事務局側の負担もあり、令和 4年開催分は、1月末作品搬入の 2月開催

とした。 

「キッズ・フォトコンテスト作品展」は、文化会館で行われている「キッズ芸能祭」の代替

事業である。子ども達が撮影した各場面の写真を文化協会事務局に送付し、印刷・審査したう

えで展示した。魅力的な写真や面白い写真など様々な写真が並び、出展者からも第 2回目を開

催してほしいと希望があった。 

「令和 3年和木町文化協会文化祭展示会」は、例年は 5週にわたって展示会が行われるが、

コロナ禍で十分に活動ができず出展を辞退した団体が多く、今年度は 2 週・10 日間の開催と

なり、お茶席は昨年に引き続き中止となった。各団体の高齢化と会員減少が顕著であり、活動

団体が減少していることが今後の懸念である。詳細はコミュニティセンターの文化協会事業を

参照いただきたい。 

なお、マルシェや文化協会傘下団体による絵画展示、一般団体による製品展示会なども、残

念ながら中止となった。 

 

３ 成果と課題 

美術館事業は、和木美術館設置の趣旨である、「町民の芸術文化に対する意識を深め、地

域の活性化及び地域づくりを進める」ことについて、和木町文化協会主催による文化祭展示

の部をはじめとする関係各団体による利用もあるが、一部の町民に限られている。 

先述のとおり引き続き新型コロナウイルス感染拡大防止の観点で各種行事が中止となっ

たため、年間開館日数 65 日(準備や片付けを含む)と過去 2 番目に少なく、来館者数に至っ

てはコロナ前の 2割程度となった。 

多くの来館者があった夏休み展示や岩国・和木学校美術展覧会、マルシェが中止になった

ことや外出自粛などで 1日あたりの来館者数が少なくなったが、宣伝や魅力が不十分な展示

もあった。 

施設の規模や設備から大々的な展示は不可能な状態であることから、いまあるイベントの

内容充実や各種団体との知恵の出し合いで活気ある施設にしていく必要がある。 

一方で、先述のとおり 3密を防ぐため、わきあいキッズの利用が 5日あった。文化会館や

コミュニティセンターなどが先約で使用できないときに美術館を案内するなど、展示以外に

美術館利用を案内し、対象団体を拡大していく必要がある。 
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(ｲ)高校生の部

審査結果 作品名 氏名

大 賞 クラゲ×クラゲ 灰岡 千夏穂

優秀賞 I'm here 宮崎 美音

奨励賞 色の戦争 相川 拓輝

奨励賞 高角橋から 後藤 沙綾

高校生大賞

作品審査の様子 展示会期間中の様子

イ キッズ・フォトコンテスト（キッズ芸能祭代替事業）

応募期間 8 月 1日(日)～8月 31日(火)

展示期間 10 月 10日（日）～17日（日）

会 場 和木美術館（アートウィング）

応募者数 小学生以下の部 52名

中学・高校生の部 49名

来館者数 605人

概 要 子どもたちが撮影した夏の思い出の写真

をメールにて募集し、応募作品をプリン

作品展を実施した。

   また、新たな企画として沖縄県の首里城火災破損瓦等活用事業を利用して、こども園園児

によるモザイクアート 36枚の作品展示も行った。 

そして、今年度も姉妹都市である北海道恵庭市との小中学生交流作品 9 校 230 点を展示し

た。作品のバリエーションが多く、見るのに楽しい作品が多かった。園小中の教職員や児童

や生徒が目にすることで、作品制作のヒントになってほしいと感じた。 

なお、展示作品数 464点と非常に多く、掲示する印刷物も多数あることから、展示準備に

多大な時間がかかった。一方で、来館者数は 232人と少なかった。 

より魅力的な展示にして、より多くの方に来ていただけるよう、次回以降は展示方法や展

示レイアウトなどを早く検討するとともに、より多くの方に来ていただくため、宮本健吾氏

や学校、教育委員会事務局の 3者で協議して適切な開催時期や運営方法、展示方法を考えて

いくこととしたい。 

  

 (2) 共催事業 

 ①岩国・和木学校美術展覧会(中止：例年は 1月開催) 

   和木町及び岩国市内の中学校生徒による絵画や造形作品を多数展示し、令和 2 年度は 3 日

間の開催で 1,610人の来館があった。これは、出品作品が多く、出品者及び保護者の方が多

数来館したためである。展示や撤収作業は各学校の教職員が分担して行ったため、業務が非

常にスムーズに進み、連携作業の参考になった。 

    

② 岩国写生大会入賞作品展示会(中止・例年は 6月開催) 

  コロナウイルス感染拡大防止対策で、写生大会が中止になったことにより、展示会も中止と

なった。なお、令和元年度は 4日間の開催で 118人の来館者があった。 

 

トアウトして額装して美術館に展示し、
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小学生以下の部金賞       グランプリ                中学・高校の部金賞 

    

ウ 和木町文化祭 「展示会」 

    会  期 10月 27日(水)～11月 7日(日) ※月・火は休館 

    会  場 和木美術館（アートウィング） 

    入 館 者 522人 

参加団体 9 団体、特別出展 5人 

     概  要 文化協会員の成果発表の場として2週間(各 5日間

＊2回)にわたり、書道やフラワーアレンジメント、

絵画、短歌、陶芸などの作品を展示した。 

団体名 

正筆書道会、フラワーアレンジメント講座、明水書道会、 

洋裁同好会、和木短歌会、和木の里愛石会、子供絵画教室、 

嘉屋信明（写真）、和木絵画クラブ 

特別出展 三分一 貴司、島﨑 こずえ、島崎 陽子、藤川 暁子、宮本 健吾 

 

今年度も昨年同様、新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動を自粛した団体も多く、

参加団体数が少なかったため、例年は 5 週間（5 グループ）に渡り開催していたが、今年度

も開催期間を 2週間(2グループ)に縮小して展示を行った。 

者のアイデアや気配りのもと、事故なく終了し、施設の有効活用につながり、管理者側とし

ては大変ありがたい活動であった。 

  

③ 夏休み子ども向けイベント(中止・例年は 8 月開催) 

 夏休みに子ども達の居場所づくりを目的として毎年開催してきた。 

今年度は新型コロナウイルス感染症対策ができる企画内容を、各イベント業者から提出い

ただき、内容審査のうえで業者と実施内容を仮決定し、契約前の段階まで進めたが、感染拡

大第 5波の入り口に差し掛かったことから、やむなく中止することとなった。 

なお、イベント業者と契約前だったためキャンセル料は発生しなかった。来年度以降の開

催も慎重な判断が必要になり、周辺施設や国内の状況をもとに、開催可否を決めていきたい。 

 

夏休み展示会における年度別開催内容と来館者数 

 

 

 ④ 和木町教職員陶芸展・姉妹都市交流作品展(12月 7日～12月 20日 14日間) 

      結果的に今年度唯一の自主事業となった。 

和木町在住の陶芸家であり教育委員の宮本健吾氏の指導のもと、こども園や小学校、中学

校の教職員研修、教育委員会事務局職員が夏季研修の一環で作成した陶芸作品を展示した。  

作品は平らな陶板や皿に絵やマークを描いたものや希望者による轆轤作品などを感時園

に設置されている窯で焼きあげた。10周年をむかえ、力作も多くなり、教職員の個性あふれ

た作品が 198点並んだ。 

開催年 展示内容

平成23年度 恐竜展 7月23日～8月21日 30 日間 2,400 人 80.0 人

平成24年度 トリックアート 7月28日～8月26日 30 日間 7,825 人 260.8 人

平成25年度 鉄道展 7月27日～8月25日 30 日間 3,310 人 110.3 人

平成27年度 だんぼーる迷路 7月31日～8月16日 17 日間 5,366 人 315.6 人

平成28年度 トリックアート 7月29日～8月14日 17 日間 5,608 人 329.9 人

平成29年度 ニンジャキッズ 7月29日～8月14日 17 日間 4,164 人 244.9 人

平成30年度 バーチャル飛行体験 8月3日～8月19日 17 日間 2,431 人 143.0 人

令和元年度
光と遊びﾃﾞｼﾞﾀﾙｱｰﾄﾊﾟｰｸ
※台風接近で1日中止

8月2日～8月18日 16 日間 4,090 人 255.6 人

令和2年度 ※実施せず 日間 人 人

令和3年度 ※実施せず 日間 人 人

開催期間 来館者数 1日あたり

人平成26年度
水族館
※台風接近で1日休館

8月1日～8月17日 16 348.0人5,568日間
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    エ 和木町文化祭 芸能際  

     日   時 11月 7日(日) 

会   場 和木町文化会館 

     出 演 者  11団体、出演者のべ 113人 

     概   要  今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮しつつ、所属団体の合

唱や民踊、ダンスなど日頃の練習成果を有観客の会場で行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

オ WAKI・コンサ－ト‘21  

     日   時 12月 11日(土) 

会   場 和木町文化会館 

     出演者数  8団体、出演者のべ 108人 

          来館者数 120 人 

     概   要  今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止に

配慮しつつ、有観客での開催とし、吹奏楽や

合唱など各団体が練習成果発表を行った。 

 

参加団体名 

コーラス「あひる」、ナニ モハラ、和木カラオケ同好会 

和木公民館民踊部、邦楽 生田流正派 桃の会、AMM、 

ナメア フラ オ イカラ‘イ、 はっち弦楽合奏団 

和木社交ダンス同好会、四境太鼓、ダンスサークル ABEAT クラブ 

６ 美 術 館 

 

１ 運営方針 

（1）事業について 

町民の芸術に触れる機会を多数提供するため、今年度も新春書初め会作品展示や夏休み子

ども向け展示、園小中教職員陶芸展及び姉妹都市作品交流作品展の 3 つの自主事業を行い、

さらに文化協会及び文化協会傘下団体主催の展示を行う予定である。 

しかしながら、新型コロナウイルス感染拡大の状況により、展示会の延期や中止もありう

る。今年度は工夫しながら開催できる方向を検討していきたい。 

 

  （2）宣伝 

来館者数を増加させるためには、貸館事業も含め、町広報誌やホームページ掲載の従来の

方法に加え、館内での次回以降のイベント紹介やわきチャンネル、フェイスブック、新聞紙

などの各種媒体を使用した効率の良い宣伝を早めに行っていきたい。 

 

２ 事業の概要 

(1)  自主事業(中止になった事業も記載) 

① 新春日米書初め会作品展示(中止・例年は 1 月) 

  例年 1月に開催される「日米交流新春書き初め会」の参加者である和木小・中学校児童生徒

や米海兵隊岩国基地の子どもたちの書道作品、当日の写真、参加者への指導を行った大竹高等

学校生徒の大書作品と多様な作品を展示しているが、今年度はコロナ禍で書初め会が中止にな

ったため、展示会も中止となった。例年、来館者が僅少であることが課題である。 

  

② わきあいキッズ「外・昔あそび」(1月～2月・毎週水曜日 5 回) 

  毎年 5月から 2月までの毎週水曜日(夏休みや冬休み除く)に体育センターで行われていて、

様々な遊びを通じて子ども達の成長の一環と行っている。人気があり非常に多くの子ども達

が参加することから、3 密対策としてテニスコートや美術館にて分散して活動をした。主催
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テニススクール 剣道教室 

 

５ 成果と課題 

今年も昨年に引き続き新型コロナウイルス感染拡大防止のため、多くの行事が中止となった

が、小規模な行事などは感染対策を徹底し開催することができた。今後も徐々に行事を開催で

きるよう規模の縮小など工夫を施し、感染対策の徹底に努めていきたい。 

課題として利用者数や体育協会員数、スポーツ少年団員数の減少が挙げられる。ただ、利用

者数については減少しているが、新型コロナウイルスなどの影響による休館がなければ例年通

りの数値に戻ることが見込める。しかし、体育協会員数とスポーツ少年団員数は年々減少して

おり、今後も減少傾向にあることが予想される。和木町のスポーツ人口増加のため、誰でもス

ポーツを始められ、気軽にスポーツを楽しめる環境をつくることが重要である。町や各スポー

ツ団体が開催する体験教室がスポーツを始めるきっかけになるよう企画や周知に力を入れ、会

員や団員を募集していきたい。 

県体育協会や県スポーツ少年団指導者協議会主催で、今後の指導や運営に有益な研修が多々

用意されているが、受講者が少ない状態であり、研修の重要性を伝え、積極的に受講してもら

い、指導者の育成や各種体験教室を開催できるようにして、町の健康寿命増進に寄与するよう

尽力していきたい。 

   カ 第 2回恵庭市交流都市芸術祭(ネットギャラリー) 

目  的  和木町と姉妹都市である北海道恵庭市、さらには恵庭市と姉妹都市の静岡

県藤枝市の文化協会所属団体による作品交流を行うことで、伝統や文化に

触れて、相互理解と地域文化発展をめざし、今後の各都市との友好と文化

交流の絆を強める。本来は作品実物を送付しているが、コロナウイルス感

染拡大防止の観点から、恵庭市文化協会ホームページ上で、各作品を展示

したネットギャラリー形式となった。 

作  品 11 月 7 日まで開催された文化祭展示会の際に、展示作品を写真撮影し、

そのうえで書道、絵画、写真、手工芸、短歌の 10 団体の代表者や講師に

提出作品を相談、許可を得たうえで、令和 3年 11月 29日に作品写真をメ

ールにて提出した。 

 

③  文化協会 所属団体による事業 

令和 3年 文化協会実施事業 

団 体 名 実施日 事    業    名 会   場 

和木町カラオケフェスタ 4/4 
 

懐かしのメロディー 文化会館 

AMM 6/13 AMM DANCE RECITAL 2021 文化会館 

ダンスサークル 

ABEAT クラブ 

8/20 

 
和木クラス ミニ発表会 文化会館 

はっち弦楽合奏団 8/29 
VIRTUOSO VIOLINS展示会・ 

修理/メンテナンス会 
文化会館 

和木短歌会 10/3 第 3回 公開短歌教室 文化会館 

コミセンパソコン教室 10/29 ハロウィンパーティー ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

中学校吹奏楽部 OB会 10/31 第 10回ふれ愛ｺﾝｻｰﾄ 文化会館 

はっち弦楽合奏団 10/24 
はっち弦楽合奏団 

定期演奏会 
文化会館 

文化協会 
10/27 

～11/7 
和木町文化祭 展示会 和木美術館 

文化協会 11/7 和木町文化祭 芸能祭 文化会館 

コミセンパソコン教室 12/17 クリスマスパーティー ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 
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６　公民館講座別利用状況（令和３年1月～12月）

団体名 回　数 延べ人数

子供絵画教室 44 593

子供英語教室 37 153

子供そろばん教室 40 323

合　　　　計 121 1,069

７　公民館講座（公民館活動認定団体分）別利用状況　　（令和３年1月～12月）

団体名 回　数 延べ人数 回　数 延べ人数

和木ルンルンクラブ 35 686 8 93

和木公民館民踊部 29 230 19 93

和木カラオケ同好会 1 7 シェイプアップ体操 40 351

専心小笠原流煎茶 18 99 リズムストレッチクラブ 40 227

フォークダンスの会 26 384 和木社交ダンス同好会 18 116

手話サークル「虹」 15 104 童謡・唱歌を歌う会”赤とんぼ” 13 345

プチママコーラス 26 153 日本舞踊（藤間流） 2 4

ウォーキングエアロ 42 437 28 161

和裁 41 208 和木絵画クラブ 24 152

コーラス「あひる」 29 435 コミセンパソコン教室 37 190

専心池坊和木会 33 149 リラックス体操 41 606

英会話教室 20 163 明水書道会（土曜会） 40 202

明水書道会（水曜会） 43 187 和木町囲碁同好会 38 224

和木ヨーガ教室 41 825 ギター弾語り同好会 24 71

正筆書道会 30 168 和木町将棋愛好会 25 113

ナメア　フラ　オ　イカラ’イ 13 109 不二心流吟道会　 12 44

和木短歌会 11 72 手編教室 42 376

民踊すみれ会 34 156 四境太鼓 39 243

着付教室　小紋の会 17 112 洋裁同好会 42 352

A BEAT クラブ 28 325 民踊ひまわり 25 115

社交ダンス和木水曜会 4 15 1,093 9,102

８　施設別利用状況　　（令和３年1月～12月）

使用回数 延べ人数 使用回数 延べ人数 使用回数 延べ人数

公民館講座 1,054 9,041 54 420 25 115

短期講座 0 0 0 0 0 0

福祉団体 16 230 105 333 182 1,407

公共団体 131 1,504 35 764 82 1,260

一般（有料） 701 4,684 23 106 0 0

合計 1,902 15,459 217 1,623 289 2,782

民謡三絃教室

フラワーアレンジメント講座

※手編教室、不二心流吟道会は瀬田分館で、民踊ひまわりは関ヶ浜分館で、四境太鼓及び洋裁同好
会は文化会館で講座を行っているため、６表＋７表と８表の公民館講座の使用回数及び延べ人数と
は一致しない。

合　　　　計

利用区分

コミュニティセンター 瀬田分館 関ヶ浜分館

団体名

和木パソコン教室

（４）和木町総合型地域スポーツクラブ 

平成 26年度に設立され、「和木町スポーツ推進委員協議会」と「和木町体育協会」で構

成されている運営委員会で協議し、理事会の承認を得た事業を実施している。現在の主な

活動は、体育協会が行っていた事業を引く継ぐ形で実施しており、今後は各種団体と連携

しながら、独自事業の展開など、地域を総括するクラブとしての活動が期待されている。 

 

① 会員構成 

合計 212人(和木町スポーツ推進委員協議会 5人、和木町体育協会 164人（和木町スポ 

ーツ推進委員協議会 5名含む）、和木ミニバス 46名、一般 2人) 

 

② 事業実施状況 

ア テニススクール（和木町庭球場） 

対 象 テニスを始めたい、上達したい初心者・初級・中級者 

講 師 硬式テニス部 竹本 秀喜、北野 忠、浴 哲雄、早田 定生 

期 間  4月 7日～5月 26日(第Ⅰ期)、7月 7日～8月 25日(第Ⅱ期) 

10月 6日～11月 24日(第Ⅲ期)  

水曜コース 各 8回 18時 30分～20時 30分 

人 数 第Ⅰ期 9人、第Ⅱ期 11人、第Ⅲ期 12人 

イ 剣道教室（和木小学校） 

対 象 こども園年長から中学 3年生まで 

講 師 体育協会剣道部 

期 間  2月 16日から 3月 30日までの火曜日または金曜日 18時 30分～19時 30分 

人 数 6人 

ウ 第 31回和木町ゴルフ大会(和木ゴルフ倶楽部) 

  対 象 一般 

  期 日 5月 5日 

  参加者 93人 

エ 地域安全交流ソフトボール大会(蜂ヶ峯総合公園グラウンド) 

オ わきスポーツフェスタ(体育センター、和木町庭球場、蜂ヶ峯総合公園) 

カ わき愛あいフェスティバル ニュースポーツ紹介 

    ※エ～カの行事は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 
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第 35回全日本小学生男子ソフト

ボール大会 

守山市 市民球場、運

動公園スポーツ広場、

ソフトボール場 

8月 7日～

11日 

全国ベスト１６ 

第 36回高水杯 熊毛中央公園 10月 3日 優勝 

第 40回勝間大会 熊毛中央公園 10月 9日 優勝 

第 26回北九州地区‐広島・岩国

地区交流親善小学生ソフトボー

ル大会 

横山河川敷運動公園 10月 10日 優勝 

錦町近郊ソフトボール大会 岩国高校広瀬分校第 1

グラウンド 

10月 17日 優勝 

廿日市市フレンズ交流ソフトボ

ール大会 

廿日市市立佐伯中学

校 

11月 21日 優勝 

山口県体育大会 夢ヶ丘公園野球場及

び芝生広場 

11月 23日 優勝 

藤河友好ソフトボール大会 横山河川敷運動広場 12月 5日 優勝 

都市対抗選手権大会 出島沖グラウンド 12月 12日 優勝 

バレーボール部    

岩柳大島近郊お別れ大会 TAIKOスポーツセンタ

ー田布施 

3月 7日 Ｂ級優勝 

第 76回春季山口県岩柳大島小学

生バレーボール大会 

周東体育センター 4月 11日 Ｂ級優勝 

ミニバスケットボール部    

和木カップ(女子) 和木小学校体育館 2月 28日 優勝 

プチ新人戦(女子) 和木小学校体育館 3月 7日 優勝 

Spring K'zuna Cup(女子) 伊陸体育館 4月 29日 優勝 

第 8回エンジェルカップ～夏の

陣(女子) 

由宇ドーム 7月 24日 優勝 

第 37回山口県ミニバスケットボ

ール決勝大会（男子） 

宇部市俵田翁記念体

育館 

11月 27日 

～28日 

4位 

第 37回山口県ミニバスケットボ

ール決勝大会（女子） 

宇部市俵田翁記念体

育館 

11月 27日 

～28日 

準優勝 

 

№ 種　別 日　時 会費等(予定） 内　　　　　容

1 絵画
第2・3・4
金曜日

9:30～16:30
会費 3,000円/月

絵画全般、初歩から学べます。
公募展にも出品できます。初心者大歓迎。

2 手話
月曜日

19:30～21:00
無料

聴覚障害者の言葉である｢手話｣
日常会話、手話歌など学びませんか。

3 英会話
第1・3火曜日
19:00～20:30

会費 2,000円/月
講師はアメリカ人です。
初心者の方も歓迎します。　（中学生以上）

4 第1・3水曜日
14:00～16:00

会費 3,500円/月
教材費 2,000円/

年

パソコンの基本操作を中心に、ワード・エクセル・イン
ターネットの利用で作品作りに楽しくチャレンジしましょ
う。繰り返しゆっくり楽しく学べます。

5
金曜日

19:30～20:30

会費　2,000円/月
パソコン貸出料

2,000円
（持ち込み可）

エクセル・ワードはもちろん、話題の「プログラミング」を
学習できます。初級～中級～実践で役に立つテクニッ
クを身につけましょう。
ハロウィンパーティやクリスマス会ではみんなで楽しく
盛り上がりましょう。初心者大歓迎！！

6
水曜日(祝休)
9:30～11:30

会費 3,000円/月 実用書から芸術作品まで初歩から学べます。

7
土曜日(祝休)
12:00～14:00

会費 3,000円/月 実用書から芸術作品まで初歩から学べます。

8
第１・２・３
水曜日

10:00～12:00
会費 3,000円/月

漢字から仮名、実用の書、ペン習字まで初歩から学べ
ます。

9 健康体操

第１・３月曜日
9:30～12:00

第２・４月曜日
は

和木小学校
９:30～12:00

会費 1,500円/月
中火でトロトロ、ニコニコペース”継続は力なり”をモッ
トーに心と身体の健康作り、楽しい仲間作りをしていま
す。

10
水曜日

19:00～21:00

会費 1,000円/月
(３ヶ月分前納)
入会金　500円

ワンポイントレッスンを取り入れ、
楽しくリズムに合わせて踊りましょう。

11
第２･４木曜日
13:00～15:00

会費 500円/月
(６ヶ月分前納)

社交ダンスを愛し、さらに楽しいダンス仲間の輪が広が
る事を願って一緒に踊りませんか。

12 フラダンス
水曜日

13:00～16:00
会費 3,500円/月 ハワイの音楽にいやされながら楽しく踊りましょう。

13 ヨーガ
水曜日

10:00～11:30
会費 1,500円/月
(６ヶ月分前納)

静かな時間の流れの中で無理なく、ゆっくり身体と心を
整えます。心身がリラックスしストレスから開放されま
す。

14 ウォーキング エアロ

　
火曜日

9:30～11:00 会費 2,500円/月

ウォーキングを基礎とし、いろいろな動きを入れたダン
スを取り入れ楽しく脂肪燃焼していきます。ボールや青
竹ふみ・ピラティス・ヨガなども織り交ぜ、楽しく続けられ
る内容です。

15 リラックス 体操
土曜日

10:00～11:30
会費 2,000円/月

無理のないエアロビクス運動とストレッチでストレス解
消。

16 エアロビクス ダンス
木曜日

10:00～11:30
会費 2,000円/月
(６ヶ月分前納)

エアロビクスで心も身体もシェイプアップ。

17 フォークダンス
月曜日

10:00～12:00
会費 2,000円/月

昔懐かしい曲、今はやりの曲、世界の曲に乗り楽しく
踊っています。笑い声が絶えません。初心者歓迎ふ
るってご参加ください。お待ちしています。

18 合唱
火曜日

11:00～13:00
会費 3,000円/月

声と声が一つに溶け込む合唱の楽しさをあなたといっ
しょに。初心者大歓迎。

パソコン

和木パソコン教室

コミセンパソコン教室

令和３年度　和木町公民館活動認定団体（公民館講座）案内（総合コミュニティセンター）

団 体 名

和木絵画クラブ

手話サークル｢虹｣

英会話教室

フォークダンス

書道

明水書道会　水曜会

明水書道会　土曜会

正筆書道会　

和木ルンルンクラブ

社交ダンス

社交ダンス和木水曜会

和木社交ダンス同好会

ナメア フラ オ イカラ’イ

和木ヨーガ教室

ウォーキングエアロ

リラックス体操

シェイプアップ体操

コーラス｢あひる｣
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① 団員数(令和 3年 12月 28日 現在) 

 部  名 部員数 部  名 部員数 

サッカー 26人 バレーボール 10人 

ソフトボール 24人 剣道 16人 

軟式野球 10人 日本拳法 1人 

ミニバスケットボール 28人 合計 115人 

昨年度比 団員数▲4人 

② 主催大会の開催状況 

ア 和木町近郊ミニバスケットボール大会 男子の部(2月 21日) 

イ 和木町近郊ミニバスケットボール大会 女子の部(2月 28日) 

ウ 和木町近郊春季少年ソフトボール大会(3月 14日) 

エ 和木町近郊秋季少年ソフトボール大会(中止) 

オ 和木町近郊スポーツ少年団サッカー大会(11月 14日) 

カ 和木町近郊バレーボール大会(中止) 

 

③  各団体の成績(抜粋)  

サッカー部    

第 33回岩国サッカーフェスティ

バル 

愛宕スポーツコンプ

レックス 

2月 7日 第 3位(グループ別

トーナメント優勝) 

第 38回セルジオ杯決勝大会 周南市サッカー場 11月 3日 Ｂトーナメント1位 

ソフトボール部    

第 38回小学生ソフトボール府中

中央大会 

揚倉山健康運動公園 2月 21日 優勝 

岩国リーグ第 1節 蜂ヶ峯総合公園 4月 18日 優勝 

第 43回山口県小学生ソフトボー

ル選手権大会 

夢ヶ丘公園野球場・芝

生広場 

6月 6日 準優勝 

第 2回サン・リフォーム旗争奪

少年ソフトボール大会 

横山河川敷運動広場 6月 19日 優勝 

第 35回横山友好ソフトボール大

会 

横山河川敷運動広場 6月 27日 優勝 

№ 種　別 日　時 会費等(予定） 内　　　　　容

令和３年度　和木町公民館活動認定団体（公民館講座）案内（総合コミュニティセンター）

団 体 名

19 第１･３木曜日
13:00～16:00

会費 1,000円/月
どなたでもどうぞ。昔懐かしい思い出の童謡･唱歌、心
の歌をいっしょに楽しく歌いましょう。（実質の練習時間
は13：30～15：30となります。）

20 月曜日
19:30～21:00

会費　200円/月
”みんなで楽しく♪”をモットーに、気軽にハーモニーを
楽しんでいる小さなママさんコーラスグループです。一
緒に歌いませんか？

21 カラオケ

第2･4月曜日
12:30～16:00
第1・3土曜日
18:30～21:00

会費 1,000円/月
入会金 2,000円

歌で心を癒しましょう。人生の悲しいこと、つらいこと嬉
しいことを歌であらわし明日への糧にしましょう。

22 日本舞踊
木曜日

13:00～17:00
会費 6,500円/月

桧舞台へ立てる日を夢見て、幼児(４歳)から
年配の方まで学べます。

23 水曜日
14:00～16:00

会費 1,000円/月
婦人の方いっしょにやりませんか、
楽しく出来る簡単な民踊です。

24

第１･３月曜日
12:30～15：30
第２・４月曜日
9:30～12:30

会費 1,500円/月 初心者から上級者まで段階的に学べます。

25 民謡三絃
第１･２･３
木曜日

13:00～17:00
無料

初心者から学べます。
三すじの糸に民謡をのせて楽しんでみませんか。

26 ギター弾き語り
土曜日

14:00～17:00
（月３回程度）

基本的には無料
マイギターをお持ちの方、ご自分で唄ってみたいギター
の弾き語りをしてみませんか・・・。ギター上手の講師も
居りますが、貴方が貴方の弾き語りの主役です。

27 茶道
第２･３･４
月曜日

14:00～18:00
会費 2,500円/月

丸盆、角盆、茶布敷など色々なお点前があります。楽し
く一緒にお稽古しませんか。予備稽古日として土曜日
13：30～16：30も行っています。

28 いけばな
火曜日

13:00～15:00

会費 2,500円/月

花材費
　 1,100円/1回

お家にいけばなを飾りませんか。自然の草花や花木
で”花あそび”を…。生花や英国風アレンジメントを楽し
く素敵にいけましょう。

29
フラワー
アレンジ

メント

第２水曜日
17:30～19:00

会費 2,000円/１回
 （花・花器代込み）

国家検定フラワー装飾１級の美香先生と一緒に、子ど
もから大人までみんなで楽しくお話しながら、お花を飾
りましょう。初めての方でも男性でも大丈夫。素敵な作
品が出来上がります。

30 和裁
火曜日

9:00～12:00
会費 2,000円/月 基礎知識、基礎技術が学べます。

31 着物着付
第２･４水曜日
13:30～15:30
19:00～21:00

会費 1,000円/月
普段着より礼装の着付けまで、
着付けやコーディネートの勉強をします。

32 囲碁
土曜日

13:00～17:00
会費 1,000円/年
新規入会 1,000円

囲碁を通じて会員の親睦を深めています。
年３回 囲碁大会をしています。興味のある方大歓迎。

33 将棋
第２・４土曜日
17:00～21:00

出席のつど500円
（むすび３ケ お茶）

200円（対局のみ）

会員同志での将棋対局（全員アマチュア、同格の実力
なので、対局により棋力アップを図る）

34 短歌
第４水曜日

13:30～15:30
会費 200円/月

生活の中の感動を短歌に詠んでみませんか？お互い
の作品を歌評しあって学んでいきます。まずは見学に
いらしてください。

着付教室
小紋の会（昼）（夜）

和木町囲碁同好会

専心池坊和木会

フラワーアレンジメント講座

民踊すみれ会

民踊

和木町将棋愛好会

和木短歌会

民謡三絃教室

和　裁

専心小笠原流煎茶

ギター弾語り同好会

和木カラオケ同好会

和木公民館民踊部

プチママコーラス

合唱

日本舞踊
(藤間流)

童謡･唱歌を歌う会
”赤とんぼ”
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② 部名及び部員数(令和 3年 12月 28日 現在) 

部  名 部員数 部  名 部員数 

ソフトテニス 26人 バドミントン部 18人 

硬式テニス 27人 ソフトボール（レビンズ） 17人 

剣道 8人 卓球 21人 

弓道 47人 合計 164人 

昨年度比 部員数▲13人 

 

③ 主催大会 

ソフトテニス部 

和木町春季ソフトテニス大会 和木町庭球場 7月 3日 15人 

和木町秋季ソフトテニス大会 和木町庭球場 10月 9日 16人 

和木町冬季ソフトテニス大会 和木町庭球場 12月 11日 19人 

弓道部 

射初会 蜂ヶ峯総合公園弓道場 1月 9日 13人 

巴射会 蜂ヶ峯総合公園弓道場 中止 

納射会 蜂ヶ峯総合公園弓道場 12月 11日 16人 

バドミントン部 

和木町近郊春季バドミントン大会 和木町体育センター 中止 

和木町近郊秋季バドミントン大会 和木町体育センター 12月 5日 52人 

ソフトボール部（レビンズ） 

第 12回和木町近郊春季ソフトボー

ル大会 

蜂ヶ峯総合公園グラウンド 
中止 

第 10回和木町近郊ソフトボール大

会 

蜂ヶ峯総合公園グラウンド 
中止 

 

（３） 和木町スポーツ少年団 

和木町スポーツ少年団は、昭和 47年に 3団体 78人から発足し、少子化が進むなか、

団員数が減少しており、令和 3年 12月 28日現在で 7団体 115人が活動している。スポ

ーツ少年団活動が健全な心と身体をつくり、仲間同士互いに励ましあい、友情の輪を広

げていく場となっている。 

№ 種　別 日　時 会費等(予定） 内　　　　　容

令和３年度　和木町公民館活動認定団体（公民館講座）案内（総合コミュニティセンター）

団 体 名

35 体操
木曜日

10:00～11:30
会費 3,000円/月

保険料1,500円/年
ストレッチ･リズム体操･リズムダンスを行っています。
(１回 無料体験できます)

36 ダンス

水曜日
16：30～17:30
幼児クラス

17：30～19：00
小学校低学年ｸﾗｽ

19：00～20：30
小学校高学年ｸﾗｽ

会費3,000/月

　
　幼児からの入会、大歓迎です。無料体験、随時行ってい
ます。和木町内のイベントにも多数参加し、地域とのふれ
あいも大切にしています。ダンスを通じて、協調性も学
べ、楽しい仲間もたくさん出来ますよ。人数や学年によっ
ては、他の曜日でもレッスンしています。

№ 日時 会費等（予定） 内容

37 手編
金曜日

13:00～15:00
会費 1,000円/月

編めなくても大丈夫。毎回、楽しくおしゃべりしながら、
作品をつくています。小物からセーターまで、お好きな
ものを手編でつくってみませんか？

38 詩吟
第２・４月曜日
13:30～15:30

会費 1,500円/月
支部加入には

別途会費

詩に託された情景を朗々と初心者にも簡単に出来るよ
う七言絶句から学べます。

№ 日時 会費等（予定） 内容

39 民踊
水曜日

14:00～16:00
会費 1,000円/月

　
　楽しく出来る簡単な民踊です。

№ 日時 会費等（予定） 内容

40 和太鼓
木曜日

18:00～21:00
会費 500円/月

四境太鼓は小学生から大人までわきあいあいと活動
中。月１程度（予定）でプロ奏者の今福優先生の指導あ
り。定期的な発表会もあります。

41 洋裁
金曜日

9:00～12:00
会費 500円/月

毎回楽しくおしゃべりしながら、小物からブラウス、ワン
ピースまで作ってみませんか？

手編教室

リズムストレッチクラブ

ダンスサークル
　　　　　　　A BEATクラブ

令和３年度　和木町公民館活動認定団体（公民館講座）案内（瀬田分館）
団体名

四境太鼓

洋裁同好会

不二心流吟道会

令和３年度　和木町公民館活動認定団体（公民館講座）案内（関ヶ浜分館）
団体名

関ヶ浜分館民踊ひまわり

令和３年度　和木町公民館活動認定団体（公民館講座）案内（文化会館）
団体名
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① 推進委員の構成（令和 3年 12月 28日 現在） 

役職 氏名 

会 長 増井 幸伸 

副会長 竹本 秀喜、大谷 浩子 

委 員 小林 浩貴、嘉屋 真奈美 

② 活動状況 

スポーツ推進委員会議 

期 日 令和 3年 2月 10日、7月 27日 

内 容 各種行事、研修への出席依頼 

今年度の事業計画について 

 

（２） 和木町体育協会 

和木町体育協会は、日常の活動や大会等の実施を通して、健康づくりと技術面の向上

を 図り、体育の振興及び生涯スポーツの推進に寄与しているが、高齢化や趣味の多角

化により、部員数が減少し、部の統廃合が進んでいるため、持続可能な運営を行ってい

きたい。 

 

① 役員体制(令和 3年 12月 28日 現在) 

役職 氏名 所属 

会長 山瀧 芳久 バドミントン部 

副会長 
竹本 秀喜 弓道部・硬式テニス部 

増井 幸伸 ソフトボール部（レビンズ） 

理事長 嘉屋 真奈美 バドミントン部 

副理事長 

原川 泰一 剣道部 

池田 信正 バドミントン部 

大谷 浩子 バドミントン部 

乗松  廣 弓道部・硬式テニス部 

監査 
中村 恭二 弓道部 

小林 浩貴 ソフトボール部（レビンズ） 

 

 

 

４ 図 書 館 

 

１ 運営及びサービス方針  

 大人も子どもも本離れが進んでいると言われて久しいが当館も例外ではない。そのため、子

どもに本との出会いの機会をたくさん提供するために、こども園、小学校、中学校等の子ども

に関わる地域のさまざまな機関や組織と、希薄になりがちな横の連携を取りながら、より一層、

子どもの読書活動の機会を提供することとする。 

また、大人に対しても、昨年度同様に展示の強化等を行い、本に対する情報の提供に努め、

子どもと併せて読書活動の機会を供することとする。昨年に引き続き、子どもの絵本・小説、

大人の小説を中心に読書活動の増進にこれまで以上に力を入れていくこととする。 

 なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、8 月 30 日より 9 月 27 日にかけて、臨時休

館を行うなど、他の各種施設同様影響を受けている。消毒液の設置、閲覧席の削減、本を消毒

する除菌 BOXの導入、飛沫防止スクリーンの設置など対応は行っているが、今後もコロナ禍に

対応した体制が継続的に求められている。 

｢図書館運営の基本方針｣ 

 「和木町第五次総合計画」に基づく、豊かな心を育むまちづくりの一環として生涯学習の推

進を図るため、町民の多様化、高度化する情報や教養のニーズに適切に対応することが重要な

課題となっている。 

 このため和木町立図書館は、生涯学習推進計画の体制として以下のことを基本方針とする。 

(１) 町民の読書活動を支援し、町民一人ひとりが公平に図書館サービスを享受できるような

支援体制を構築することを目標とします。 

(２) 人間形成（心の教育）の重要性から、子どもの読書活動を積極的に推進し、子どもたち

の読書環境の充実を図ることを目標とします。 

(３) 上記の目標を達成するため図書館が主体となり、読書活動推進基盤の整備を図り、普及・

啓発活動を行います。 

(４) 利用者の要求に応えうるよう、各分野にわたりバランスのとれた資料の選定収集を図り

ます。 

(５) 利用者が資料をすぐに探し出せるように、書架及び展示架の案内表示を充実させます。 

(６) 希望する資料の予約・リクエスト制度を周知させ、利用者への資料提供を実現します。 

(７) 利用者からの質問や調査研究に、迅速かつ的確に答えられるように、レファレンスサー

ビス（参考業務）の充実に努めます。 

(８) 館内を常に快適な環境に保ち、利用者がゆったりと気持ちよく過ごせるように配慮しま

す。 

 

２ 本年度の努力点 

 図書館に来ることで、手に取る本の幅が広がるようにとの思いから、展示コーナーの充実に

取り組んでいる。映像化された小説のほか、文学賞受賞作や話題の事柄・人物などに関する書

籍をわかりやすく紹介するよう心掛けている。漫然と本を並べるのではなく、目を引くよう棚

に空白を設け、配置に工夫をし、選書しやすいよう考えている。 
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 また、少し異なった視点からの展示として、趣味の世界を深く掘り下げるコーナーを設け、

多くの興味を引いている。 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

  

 児童展示では、昨年度に引き続き、新しく映像化・漫画化されているノベライズ本コーナー

を設置し、小説にも興味をもってもらうよう促した。また、コロナ禍に対応するため、絵本コ

ーナーが密にならないようにイスを撤去し、展示コーナーを設置している。 

幼児コーナーでは、引き続き、話題の絵本作家として「ヨシタケシンスケ」「工藤ノリコ」

のほか「さかいちえ」「柴田ケイコ」などの絵本の展示を通年行い、人気を博した。また、「コ

ンドウアキ」やアニマルバスシリーズなど、これから話題になりそ

うな本の展示を行った。今後もこのような隠れた名作を発掘し貸し

出しにつなげていきたい。 

また、平成 25年度から配布を行っている「おはなし宅配 

便」という図書館便りは、幼児のうちから本に触れる機会を

増やし、子どもと一緒に親にも図書館に来てもらおうという

試みで、こども園及び小学校低学年に月に 1回配布してい

る。絵本の新刊情報や親世代の大人も図書館に行きたくなる

ような情報を織り交ぜた紙面づくりに努めている。おはなし

宅配便を見て本を探しに来る親子もおり、一定の効果を上げ

ている。 

 

３ 今後の課題 

先述のとおり新型コロナウイルス感染拡大防止のため 4週間休館したが、総貸出冊数は、令

和元年度に近い数値となっている。特に外出を控えて過ごしていたと思われる 3 月から 10 月

にかけての期間は、前々年度を大きく超える貸出冊数となった。一方で 11月以降、コロナウイ

ルス感染の鎮静化とともに、貸出冊数が減少傾向となっている。 

令和 2年に閲覧席を削減したが、令和 3年 3 月に飛沫飛散防止のパテーションを設置した結

果、利用者が戻ってきていることを実感する。 

  

４ 事業概要 

 （１） 読み聞かせ活動 

     おはなし会サークル「ゆびとま」による小学校への出前おはなし会も 16 年目を迎え

一般展示コーナー 

児童展示コーナー 

（２）和木町スポーツ教室

一般の方々（初心者）を対象とした各種スポーツ教室を実施した。バドミントン教室は

子どもたちに人気があり、多くの子どもたちが受講している。体力つくり講座、卓球教室

は高齢者の申込みが多く、高齢者の憩いの場にもなっており、健康増進に繋がっている。

今後もスポーツ教室を通じて多くの人がスポーツを楽しみ、スポーツを始めるきっかけ

になるよう努めていきたい。

教 室 名 受講者数(前年度) 開講時期 時 間 帯

体力つくり講座 6人(7人) 4月～3 月

毎週土曜日

9:30～11:30

卓球教室（前期） 18人(19人) 4月～7 月

バドミントン教室(前期) 21人(9人) 4月～7 月

卓球教室（後期） 19人(0 人) 12月～2 月

バドミントン教室(後期) 24人(0人) 12月～2 月

卓球教室 バドミントン教室

（３）プール一般開放
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た。小学校に加え、こども園でのおはなし会、中学校でのおはなし放送を行っている。 

例年であれば、小学校読み聞かせ活動は学期毎に１回開催しているが、コロナ禍のた 

め思うような活動ができず、読み聞かせをビデオ録画するなど、模索しながらの活動と

なっている。来年度より通常どおり行えるよう、協議中である。 

          

 
こども園読み聞かせ活動は、令和元年度より試験的に取り組んできたが、今年度は毎

月こども園を訪問し、各回 15分程度の手遊びや読み聞かせを行った。 
 

 
 

 
 
 

      

 

 

また中学校では毎月１回、昼食時の校内放送でおはなし放送を行っている。 

 

（２） ボランティア育成のための研修 

読み聞かせ活動をするなかで、子どもの本に関する知識や、本の選び方など資質向上

のため、おはなし会サークル「ゆびとま」では毎月１回、勉強会を開催し、他の図書館

等で行われた研修会等に参加して得た情報の復伝など、情報交換やおはなし会の反省等

を含めて行っている。 
 
 （３） おはなし会サークル「ゆびとま」の表彰 

おはなし会サークル「ゆびとま」が令和 3 年度山口県子ども読書活動団体表彰を受け

た。「ゆびとま」は新しいメンバーの加入もあり、現在 8名で活動している。 

「物語を楽しんでもらいたい」という気持ちのこもった選書により、子どもたちの笑

顔いっぱいの時間となっている。子どもたちの絵本を見るキラキラと輝くまなざし、ろ

うそくの灯の中で耳を傾ける姿が「ゆびとま」メンバーの活動力となっている。メンバ

ーが 8人のため、プログラム作りに苦心する点もあるが、おはなし会がより魅力的にな

るようにメンバーも精力的に活動している。 

１学期 

6 月 14日 ビデオ録画 

３学期 １学期 ２学期 

1 月 20日 年中 4 月 20日 年長 9月 13日 年中 

2 月 16日 年長 5 月 17日 年中 10月 18日 年少 

3 月 17日 年少 6 月 21日 年少 11月 15日 2～3歳児 

    7 月 12日 2～3歳児 12月 14日 年中 
 8 月 23日 年長     

小学校おはなし会日程 

こども園おはなし会日程 

こども園おはなし会 

５ 体 育 セ ン タ ー

１ 運営方針

町民の健康増進と体育及びスポーツ振興のために、町民誰もがスポーツに親しみが持てる

環境の整備、高齢者の健康寿命増進とこどもの体力・運動技術の向上につなげていくことを主

眼に運営をしていく。

２ 本年度の努力点

（１） 町民スポーツ総参加運動の推進

（２） 高齢者の健康寿命の増進

（３） こどもの体力・運動能力の向上

３ 主催事業

（１） 和木町体育センター・和木町庭球場開放事業

2020年と同様、新型コロナウイルスの影響による休館に伴い、体育センター・庭球場の

利用者数は例年に比べて少なくなっている。また、アリーナ照明取替工事による休館も利

用者数減少の要因となっている。アリーナの利用者数は、昨年と比べてほとんど変わりな

い。庭球場の利用者数は、中学生の利用が増えたことから、昨年に比べて増加している。

休館期間終了後は、例年並みの数値に戻りつつある。

単位（人）

個人合計 団体合計 庭球場 総合計

2021年 昨 年 2021年 昨 年 2021 年 昨 年 2021 年 昨 年

1月 166 378 299 1,335 479 576 944 2,289

2月 0 467 0 2,051 530 500 530 3,018

3月 938 81 1,501 552 641 357 3,080 990

4月 487 0 1,297 0 588 127 2,372 127

5月 563 0 990 0 604 0 2,157 0

6月 442 574 990 1,313 550 498 1,982 2,385

7月 467 611 1,430 1,353 626 447 2,523 2,411

8月 745 610 835 960 400 687 1,980 2,257

9月 52 589 142 1,203 91 477 285 2,269

10月 381 549 1,239 1,375 602 616 2,222 2,540

11月 450 502 1,696 1,103 642 502 2,788 2,107

12月 401 591 1,384 903 634 697 2,419 2,191

合計 5,092 4,952 11,803 12,148 6,387 5,484 23,282 22,584

　今年度も昨年と同様、新型コロナウイルスの影響による休館に伴い、体育センター・庭

球場の利用者数は例年に比べて少なくなっている。また、アリーナ照明取替工事による

休館も利用者数減少の要因となっている。アリーナの利用者数は、昨年と比べてほとん

ど変わりない。庭球場の利用者数は、中学生の利用が増えたことから、昨年に比べて増

加している。休館期間終了後は、例年並みの数値に戻りつつある。

　今年度も昨年と同様、新型コロナウイルスの影響による休館に伴い、体育センター・庭

球場の利用者数は例年に比べて少なくなっている。また、アリーナ照明取替工事による

休館も利用者数減少の要因となっている。アリーナの利用者数は、昨年と比べてほとん

ど変わりない。庭球場の利用者数は、中学生の利用が増えたことから、昨年に比べて増

加している。休館期間終了後は、例年並みの数値に戻りつつある。
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（４） 図書館行事 

① 古本バザー（１１月２７日） 

例年開催している図書館まつりは新型コロナウイルス感染拡大防止のため、規模を縮

小して、古本バザーのみ開催した。午前中 2時間の開催であったが、来場者数は例年と

大きく変わりなかった。３密対策として会場スペースを拡げたこともあり、ゆっくりと

本を選ぶ姿が多く見受けられ好評であった。 

 

   ② 読書感想画コンクール 

読書感想画コンクールでは、96点の応募があり、8人の入賞者が決定した。感想画は

子どもらしい大胆な構図や様々な色を使ってのびのびと自由に描かれていた。 

作品を審査していただいた島﨑先生からも、子どもらしくのびのび描かれているとの

講評があった。     

     

 

金賞 片山 貴子 村木 陽人 

銀賞 林 由衣愛 三ツ股 穂華 

銅賞 
片山 蒼真 松本 逢暉 

三ツ股 稜真 内田 ひおり 

   

 ③ 子ども読書活動推進 

   10 月に「和木町子ども読書活動推進計画」第三次計画を制定した。 

 

④ 幼児･小学生への読書活動推進 

    毎月定例のおはなし会は、参加者数の減少が課題となっていたが、令和 2年 3月以降

休止となっている。幼い頃から絵本に触れ合うことは、子どもの心を育て、心を豊かに

し、想像力を育て、集中力がつき、知的好奇心が育ち、語彙が増え、読解力が身につき、

学力に影響することから、コロナ禍収束後、親子連れを中心に引き続き啓発活動を行っ

ていきたい。令和 4年 4月の再開を目指して協議中である。 

 

５ 図書館利用状況 

図書館利用統計のまとめ（令和３年１月～令和３年１２月） 

 
指数 

 
 
 
 
 

 

人口（人） 6,083  12月１日現在（総人口） 

登録者数（人） 5,950  12月末日現在（町内のみ） 

貸出冊数（冊） 65,479  12月末日現在 

蔵書冊数（冊） 74,261 12月末日現在（図書のみ） 

表彰式 
 

受賞者（敬称略） 
 

貸出点数 

 
           
年齢階層別利用人数 

 

月 一般図書 児童図書 郷土資料 雑誌 ＣＤ ＤＶＤ R3合計 R2合計 昨年比

1 2,655 2,451 0 490 295 57 5,948 5,583 365

2 2,065 1,993 1 421 263 41 4,784 5,824 ▲ 1,040

3 2,629 2,386 7 197 361 71 5,651 2,718 2,933

4 2,542 2,310 2 469 358 53 5,734 665 5,069

5 2,639 2,464 11 516 343 57 6,030 2,435 3,595

6 2,799 2,749 1 477 264 57 6,347 5,314 1,033

7 2,757 3,508 3 437 304 103 7,112 5,838 1,274

8 2,765 3,746 6 399 276 96 7,288 6,657 631

9 597 368 1 134 41 5 1,146 5,542 ▲ 4,396

10 2,403 2,369 6 485 253 53 5,569 5,008 561

11 2,188 1,990 3 380 245 46 4,852 5,327 ▲ 475

12 2,249 2,106 7 378 226 51 5,017 5,657 ▲ 640

R3合計 28,288 28,440 48 4,783 3,229 690 65,478 56,568 8,910

R2合計 24,888 22,278 40 5,275 3,382 705 56,568

昨年比 3,400 6,162 8 ▲ 492 ▲ 153 ▲ 15 8,910

0-6 7～12 13-15 16-18 19-22 23-29 30-39 40-49 50-59 60-99

歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳 歳

1 90 183 24 6 9 15 252 310 155 576 1,620 1,637 ▲ 17

2 71 116 14 3 12 18 186 251 120 440 1,231 1,688 ▲ 457

3 85 159 13 12 12 27 249 297 130 662 1,646 617 1,029

4 70 176 20 8 6 40 232 270 125 595 1,542 221 1,321

5 79 188 12 8 8 37 265 291 117 625 1,630 676 954

6 92 223 12 24 8 31 272 340 155 589 1,746 1,477 269

7 106 303 26 17 3 29 304 340 158 593 1,879 1,625 254

8 107 316 40 26 8 41 244 366 130 615 1,893 1,796 97

9 20 30 1 0 0 6 43 62 27 145 334 1,522 ▲ 1,188

10 89 170 10 15 12 41 211 261 131 536 1,476 1,363 113

11 67 157 4 16 1 36 158 261 101 544 1,345 1,445 ▲ 100

12 71 142 8 10 3 36 167 249 96 508 1,290 1,458 ▲ 168

R3合計 947 2,163 184 145 82 357 2,583 3,298 1,445 6,428 17,632 15,525 2,107

R2合計 665 1,681 249 93 116 299 2,424 2,764 1,536 5,698 15,525

昨年比 282 482 ▲ 65 52 ▲ 34 58 159 534 ▲ 91 730 2,107

月 R3合計 R2合計 昨年比
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加している。休館期間終了後は、例年並みの数値に戻りつつある。

　今年度も昨年と同様、新型コロナウイルスの影響による休館に伴い、体育センター・庭

球場の利用者数は例年に比べて少なくなっている。また、アリーナ照明取替工事による

休館も利用者数減少の要因となっている。アリーナの利用者数は、昨年と比べてほとん

ど変わりない。庭球場の利用者数は、中学生の利用が増えたことから、昨年に比べて増

加している。休館期間終了後は、例年並みの数値に戻りつつある。
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 また、少し異なった視点からの展示として、趣味の世界を深く掘り下げるコーナーを設け、

多くの興味を引いている。 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

  

 児童展示では、昨年度に引き続き、新しく映像化・漫画化されているノベライズ本コーナー

を設置し、小説にも興味をもってもらうよう促した。また、コロナ禍に対応するため、絵本コ

ーナーが密にならないようにイスを撤去し、展示コーナーを設置している。 

幼児コーナーでは、引き続き、話題の絵本作家として「ヨシタケシンスケ」「工藤ノリコ」

のほか「さかいちえ」「柴田ケイコ」などの絵本の展示を通年行い、人気を博した。また、「コ

ンドウアキ」やアニマルバスシリーズなど、これから話題になりそ

うな本の展示を行った。今後もこのような隠れた名作を発掘し貸し

出しにつなげていきたい。 

また、平成 25年度から配布を行っている「おはなし宅配 

便」という図書館便りは、幼児のうちから本に触れる機会を

増やし、子どもと一緒に親にも図書館に来てもらおうという

試みで、こども園及び小学校低学年に月に 1回配布してい

る。絵本の新刊情報や親世代の大人も図書館に行きたくなる

ような情報を織り交ぜた紙面づくりに努めている。おはなし

宅配便を見て本を探しに来る親子もおり、一定の効果を上げ

ている。 

 

３ 今後の課題 

先述のとおり新型コロナウイルス感染拡大防止のため 4 週間休館したが、総貸出冊数は、令

和元年度に近い数値となっている。特に外出を控えて過ごしていたと思われる 3 月から 10 月

にかけての期間は、前々年度を大きく超える貸出冊数となった。一方で 11月以降、コロナウイ

ルス感染の鎮静化とともに、貸出冊数が減少傾向となっている。 

令和 2年に閲覧席を削減したが、令和 3年 3 月に飛沫飛散防止のパテーションを設置した結

果、利用者が戻ってきていることを実感する。 

  

４ 事業概要 

 （１） 読み聞かせ活動 

     おはなし会サークル「ゆびとま」による小学校への出前おはなし会も 16 年目を迎え

一般展示コーナー 

児童展示コーナー 

（２）和木町スポーツ教室

一般の方々（初心者）を対象とした各種スポーツ教室を実施した。バドミントン教室は

子どもたちに人気があり、多くの子どもたちが受講している。体力つくり講座、卓球教室

は高齢者の申込みが多く、高齢者の憩いの場にもなっており、健康増進に繋がっている。

今後もスポーツ教室を通じて多くの人がスポーツを楽しみ、スポーツを始めるきっかけ

になるよう努めていきたい。

教 室 名 受講者数(前年度) 開講時期 時 間 帯

体力つくり講座 6人(7人) 4月～3 月

毎週土曜日

9:30～11:30

卓球教室（前期） 18人(19人) 4月～7 月

バドミントン教室(前期) 21人(9人) 4月～7 月

卓球教室（後期） 19人(0 人) 12月～2 月

バドミントン教室(後期) 24人(0人) 12月～2 月

卓球教室 バドミントン教室

（３）プール一般開放

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止

４ 各スポーツ関係団体の活動状況

（１） 和木町スポーツ推進委員

和木町スポーツ推進委員は、町におけるスポーツの推進のため、事業の実施にかかる

連 絡調整や住民に対するスポーツ実技の指導、その他スポーツに関する指導及び助言

を行うものとされており、各委員がそれぞれの立場から活動している。
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① 推進委員の構成（令和 3年 12月 28日 現在） 

役職 氏名 

会 長 増井 幸伸 

副会長 竹本 秀喜、大谷 浩子 

委 員 小林 浩貴、嘉屋 真奈美 

② 活動状況 

スポーツ推進委員会議 

期 日 令和 3年 2月 10日、7月 27日 

内 容 各種行事、研修への出席依頼 

今年度の事業計画について 

 

（２） 和木町体育協会 

和木町体育協会は、日常の活動や大会等の実施を通して、健康づくりと技術面の向上

を 図り、体育の振興及び生涯スポーツの推進に寄与しているが、高齢化や趣味の多角

化により、部員数が減少し、部の統廃合が進んでいるため、持続可能な運営を行ってい

きたい。 

 

① 役員体制(令和 3年 12月 28日 現在) 

役職 氏名 所属 

会長 山瀧 芳久 バドミントン部 

副会長 
竹本 秀喜 弓道部・硬式テニス部 

増井 幸伸 ソフトボール部（レビンズ） 

理事長 嘉屋 真奈美 バドミントン部 

副理事長 

原川 泰一 剣道部 

池田 信正 バドミントン部 

大谷 浩子 バドミントン部 

乗松  廣 弓道部・硬式テニス部 

監査 
中村 恭二 弓道部 

小林 浩貴 ソフトボール部（レビンズ） 

 

 

 

４ 図 書 館 

 

１ 運営及びサービス方針  

 大人も子どもも本離れが進んでいると言われて久しいが当館も例外ではない。そのため、子

どもに本との出会いの機会をたくさん提供するために、こども園、小学校、中学校等の子ども

に関わる地域のさまざまな機関や組織と、希薄になりがちな横の連携を取りながら、より一層、

子どもの読書活動の機会を提供することとする。 

また、大人に対しても、昨年度同様に展示の強化等を行い、本に対する情報の提供に努め、

子どもと併せて読書活動の機会を供することとする。昨年に引き続き、子どもの絵本・小説、

大人の小説を中心に読書活動の増進にこれまで以上に力を入れていくこととする。 

 なお、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、8 月 30 日より 9 月 27 日にかけて、臨時休

館を行うなど、他の各種施設同様影響を受けている。消毒液の設置、閲覧席の削減、本を消毒

する除菌 BOXの導入、飛沫防止スクリーンの設置など対応は行っているが、今後もコロナ禍に

対応した体制が継続的に求められている。 

｢図書館運営の基本方針｣ 

 「和木町第五次総合計画」に基づく、豊かな心を育むまちづくりの一環として生涯学習の推

進を図るため、町民の多様化、高度化する情報や教養のニーズに適切に対応することが重要な

課題となっている。 

 このため和木町立図書館は、生涯学習推進計画の体制として以下のことを基本方針とする。 

(１) 町民の読書活動を支援し、町民一人ひとりが公平に図書館サービスを享受できるような

支援体制を構築することを目標とします。 

(２) 人間形成（心の教育）の重要性から、子どもの読書活動を積極的に推進し、子どもたち

の読書環境の充実を図ることを目標とします。 

(３) 上記の目標を達成するため図書館が主体となり、読書活動推進基盤の整備を図り、普及・

啓発活動を行います。 

(４) 利用者の要求に応えうるよう、各分野にわたりバランスのとれた資料の選定収集を図り

ます。 

(５) 利用者が資料をすぐに探し出せるように、書架及び展示架の案内表示を充実させます。 

(６) 希望する資料の予約・リクエスト制度を周知させ、利用者への資料提供を実現します。 

(７) 利用者からの質問や調査研究に、迅速かつ的確に答えられるように、レファレンスサー

ビス（参考業務）の充実に努めます。 

(８) 館内を常に快適な環境に保ち、利用者がゆったりと気持ちよく過ごせるように配慮しま

す。 

 

２ 本年度の努力点 

 図書館に来ることで、手に取る本の幅が広がるようにとの思いから、展示コーナーの充実に

取り組んでいる。映像化された小説のほか、文学賞受賞作や話題の事柄・人物などに関する書

籍をわかりやすく紹介するよう心掛けている。漫然と本を並べるのではなく、目を引くよう棚

に空白を設け、配置に工夫をし、選書しやすいよう考えている。 
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② 部名及び部員数(令和 3年 12月 28日 現在) 

部  名 部員数 部  名 部員数 

ソフトテニス 26人 バドミントン部 18人 

硬式テニス 27人 ソフトボール（レビンズ） 17人 

剣道 8人 卓球 21人 

弓道 47人 合計 164人 

昨年度比 部員数▲13人 

 

③ 主催大会 

ソフトテニス部 

和木町春季ソフトテニス大会 和木町庭球場 7月 3日 15人 

和木町秋季ソフトテニス大会 和木町庭球場 10月 9日 16人 

和木町冬季ソフトテニス大会 和木町庭球場 12月 11日 19人 

弓道部 

射初会 蜂ヶ峯総合公園弓道場 1月 9日 13人 

巴射会 蜂ヶ峯総合公園弓道場 中止 

納射会 蜂ヶ峯総合公園弓道場 12月 11日 16人 

バドミントン部 

和木町近郊春季バドミントン大会 和木町体育センター 中止 

和木町近郊秋季バドミントン大会 和木町体育センター 12月 5日 52人 

ソフトボール部（レビンズ） 

第 12回和木町近郊春季ソフトボー

ル大会 

蜂ヶ峯総合公園グラウンド 
中止 

第 10回和木町近郊ソフトボール大

会 

蜂ヶ峯総合公園グラウンド 
中止 

 

（３） 和木町スポーツ少年団 

和木町スポーツ少年団は、昭和 47年に 3団体 78人から発足し、少子化が進むなか、

団員数が減少しており、令和 3年 12月 28日現在で 7団体 115人が活動している。スポ

ーツ少年団活動が健全な心と身体をつくり、仲間同士互いに励ましあい、友情の輪を広

げていく場となっている。 

№ 種　別 日　時 会費等(予定） 内　　　　　容

令和３年度　和木町公民館活動認定団体（公民館講座）案内（総合コミュニティセンター）

団 体 名

35 体操
木曜日

10:00～11:30
会費 3,000円/月

保険料1,500円/年
ストレッチ･リズム体操･リズムダンスを行っています。
(１回 無料体験できます)

36 ダンス

水曜日
16：30～17:30
幼児クラス

17：30～19：00
小学校低学年ｸﾗｽ

19：00～20：30
小学校高学年ｸﾗｽ

会費3,000/月

　
　幼児からの入会、大歓迎です。無料体験、随時行ってい
ます。和木町内のイベントにも多数参加し、地域とのふれ
あいも大切にしています。ダンスを通じて、協調性も学
べ、楽しい仲間もたくさん出来ますよ。人数や学年によっ
ては、他の曜日でもレッスンしています。

№ 日時 会費等（予定） 内容

37 手編
金曜日

13:00～15:00
会費 1,000円/月

編めなくても大丈夫。毎回、楽しくおしゃべりしながら、
作品をつくています。小物からセーターまで、お好きな
ものを手編でつくってみませんか？

38 詩吟
第２・４月曜日
13:30～15:30

会費 1,500円/月
支部加入には

別途会費

詩に託された情景を朗々と初心者にも簡単に出来るよ
う七言絶句から学べます。

№ 日時 会費等（予定） 内容

39 民踊
水曜日

14:00～16:00
会費 1,000円/月

　
　楽しく出来る簡単な民踊です。

№ 日時 会費等（予定） 内容

40 和太鼓
木曜日

18:00～21:00
会費 500円/月

四境太鼓は小学生から大人までわきあいあいと活動
中。月１程度（予定）でプロ奏者の今福優先生の指導あ
り。定期的な発表会もあります。

41 洋裁
金曜日

9:00～12:00
会費 500円/月

毎回楽しくおしゃべりしながら、小物からブラウス、ワン
ピースまで作ってみませんか？

手編教室

リズムストレッチクラブ

ダンスサークル
　　　　　　　A BEATクラブ

令和３年度　和木町公民館活動認定団体（公民館講座）案内（瀬田分館）
団体名

四境太鼓

洋裁同好会

不二心流吟道会

令和３年度　和木町公民館活動認定団体（公民館講座）案内（関ヶ浜分館）
団体名

関ヶ浜分館民踊ひまわり

令和３年度　和木町公民館活動認定団体（公民館講座）案内（文化会館）
団体名
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① 団員数(令和 3年 12月 28日 現在) 

 部  名 部員数 部  名 部員数 

サッカー 26人 バレーボール 10人 

ソフトボール 24人 剣道 16人 

軟式野球 10人 日本拳法 1人 

ミニバスケットボール 28人 合計 115人 

昨年度比 団員数▲4人 

② 主催大会の開催状況 

ア 和木町近郊ミニバスケットボール大会 男子の部(2月 21日) 

イ 和木町近郊ミニバスケットボール大会 女子の部(2月 28日) 

ウ 和木町近郊春季少年ソフトボール大会(3月 14日) 

エ 和木町近郊秋季少年ソフトボール大会(中止) 

オ 和木町近郊スポーツ少年団サッカー大会(11月 14日) 

カ 和木町近郊バレーボール大会(中止) 

 

③  各団体の成績(抜粋)  

サッカー部    

第 33回岩国サッカーフェスティ

バル 

愛宕スポーツコンプ

レックス 

2月 7日 第 3位(グループ別

トーナメント優勝) 

第 38回セルジオ杯決勝大会 周南市サッカー場 11月 3日 Ｂトーナメント1位 

ソフトボール部    

第 38回小学生ソフトボール府中

中央大会 

揚倉山健康運動公園 2月 21日 優勝 

岩国リーグ第 1節 蜂ヶ峯総合公園 4月 18日 優勝 

第 43回山口県小学生ソフトボー

ル選手権大会 

夢ヶ丘公園野球場・芝

生広場 

6月 6日 準優勝 

第 2回サン・リフォーム旗争奪

少年ソフトボール大会 

横山河川敷運動広場 6月 19日 優勝 

第 35回横山友好ソフトボール大

会 

横山河川敷運動広場 6月 27日 優勝 

№ 種　別 日　時 会費等(予定） 内　　　　　容

令和３年度　和木町公民館活動認定団体（公民館講座）案内（総合コミュニティセンター）

団 体 名

19 第１･３木曜日
13:00～16:00

会費 1,000円/月
どなたでもどうぞ。昔懐かしい思い出の童謡･唱歌、心
の歌をいっしょに楽しく歌いましょう。（実質の練習時間
は13：30～15：30となります。）

20 月曜日
19:30～21:00

会費　200円/月
”みんなで楽しく♪”をモットーに、気軽にハーモニーを
楽しんでいる小さなママさんコーラスグループです。一
緒に歌いませんか？

21 カラオケ

第2･4月曜日
12:30～16:00
第1・3土曜日
18:30～21:00

会費 1,000円/月
入会金 2,000円

歌で心を癒しましょう。人生の悲しいこと、つらいこと嬉
しいことを歌であらわし明日への糧にしましょう。

22 日本舞踊
木曜日

13:00～17:00
会費 6,500円/月

桧舞台へ立てる日を夢見て、幼児(４歳)から
年配の方まで学べます。

23 水曜日
14:00～16:00

会費 1,000円/月
婦人の方いっしょにやりませんか、
楽しく出来る簡単な民踊です。

24

第１･３月曜日
12:30～15：30
第２・４月曜日
9:30～12:30

会費 1,500円/月 初心者から上級者まで段階的に学べます。

25 民謡三絃
第１･２･３
木曜日

13:00～17:00
無料

初心者から学べます。
三すじの糸に民謡をのせて楽しんでみませんか。

26 ギター弾き語り
土曜日

14:00～17:00
（月３回程度）

基本的には無料
マイギターをお持ちの方、ご自分で唄ってみたいギター
の弾き語りをしてみませんか・・・。ギター上手の講師も
居りますが、貴方が貴方の弾き語りの主役です。

27 茶道
第２･３･４
月曜日

14:00～18:00
会費 2,500円/月

丸盆、角盆、茶布敷など色々なお点前があります。楽し
く一緒にお稽古しませんか。予備稽古日として土曜日
13：30～16：30も行っています。

28 いけばな
火曜日

13:00～15:00

会費 2,500円/月

花材費
　 1,100円/1回

お家にいけばなを飾りませんか。自然の草花や花木
で”花あそび”を…。生花や英国風アレンジメントを楽し
く素敵にいけましょう。

29
フラワー
アレンジ

メント

第２水曜日
17:30～19:00

会費 2,000円/１回
 （花・花器代込み）

国家検定フラワー装飾１級の美香先生と一緒に、子ど
もから大人までみんなで楽しくお話しながら、お花を飾
りましょう。初めての方でも男性でも大丈夫。素敵な作
品が出来上がります。

30 和裁
火曜日

9:00～12:00
会費 2,000円/月 基礎知識、基礎技術が学べます。

31 着物着付
第２･４水曜日
13:30～15:30
19:00～21:00

会費 1,000円/月
普段着より礼装の着付けまで、
着付けやコーディネートの勉強をします。

32 囲碁
土曜日

13:00～17:00
会費 1,000円/年
新規入会 1,000円

囲碁を通じて会員の親睦を深めています。
年３回 囲碁大会をしています。興味のある方大歓迎。

33 将棋
第２・４土曜日
17:00～21:00

出席のつど500円
（むすび３ケ お茶）

200円（対局のみ）

会員同志での将棋対局（全員アマチュア、同格の実力
なので、対局により棋力アップを図る）

34 短歌
第４水曜日

13:30～15:30
会費 200円/月

生活の中の感動を短歌に詠んでみませんか？お互い
の作品を歌評しあって学んでいきます。まずは見学に
いらしてください。

着付教室
小紋の会（昼）（夜）

和木町囲碁同好会

専心池坊和木会

フラワーアレンジメント講座

民踊すみれ会

民踊

和木町将棋愛好会

和木短歌会

民謡三絃教室

和　裁

専心小笠原流煎茶

ギター弾語り同好会

和木カラオケ同好会

和木公民館民踊部

プチママコーラス

合唱

日本舞踊
(藤間流)

童謡･唱歌を歌う会
”赤とんぼ”
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第 35回全日本小学生男子ソフト

ボール大会 

守山市 市民球場、運

動公園スポーツ広場、

ソフトボール場 

8月 7日～

11日 

全国ベスト１６ 

第 36回高水杯 熊毛中央公園 10月 3日 優勝 

第 40回勝間大会 熊毛中央公園 10月 9日 優勝 

第 26回北九州地区‐広島・岩国

地区交流親善小学生ソフトボー

ル大会 

横山河川敷運動公園 10月 10日 優勝 

錦町近郊ソフトボール大会 岩国高校広瀬分校第 1

グラウンド 

10月 17日 優勝 

廿日市市フレンズ交流ソフトボ

ール大会 

廿日市市立佐伯中学

校 

11月 21日 優勝 

山口県体育大会 夢ヶ丘公園野球場及

び芝生広場 

11月 23日 優勝 

藤河友好ソフトボール大会 横山河川敷運動広場 12月 5日 優勝 

都市対抗選手権大会 出島沖グラウンド 12月 12日 優勝 

バレーボール部    

岩柳大島近郊お別れ大会 TAIKOスポーツセンタ

ー田布施 

3月 7日 Ｂ級優勝 

第 76回春季山口県岩柳大島小学

生バレーボール大会 

周東体育センター 4月 11日 Ｂ級優勝 

ミニバスケットボール部    

和木カップ(女子) 和木小学校体育館 2月 28日 優勝 

プチ新人戦(女子) 和木小学校体育館 3月 7日 優勝 

Spring K'zuna Cup(女子) 伊陸体育館 4月 29日 優勝 

第 8回エンジェルカップ～夏の

陣(女子) 

由宇ドーム 7月 24日 優勝 

第 37回山口県ミニバスケットボ

ール決勝大会（男子） 

宇部市俵田翁記念体

育館 

11月 27日 

～28日 

4位 

第 37回山口県ミニバスケットボ

ール決勝大会（女子） 

宇部市俵田翁記念体

育館 

11月 27日 

～28日 

準優勝 

 

№ 種　別 日　時 会費等(予定） 内　　　　　容

1 絵画
第2・3・4
金曜日

9:30～16:30
会費 3,000円/月

絵画全般、初歩から学べます。
公募展にも出品できます。初心者大歓迎。

2 手話
月曜日

19:30～21:00
無料

聴覚障害者の言葉である｢手話｣
日常会話、手話歌など学びませんか。

3 英会話
第1・3火曜日
19:00～20:30

会費 2,000円/月
講師はアメリカ人です。
初心者の方も歓迎します。　（中学生以上）

4 第1・3水曜日
14:00～16:00

会費 3,500円/月
教材費 2,000円/

年

パソコンの基本操作を中心に、ワード・エクセル・イン
ターネットの利用で作品作りに楽しくチャレンジしましょ
う。繰り返しゆっくり楽しく学べます。

5
金曜日

19:30～20:30

会費　2,000円/月
パソコン貸出料

2,000円
（持ち込み可）

エクセル・ワードはもちろん、話題の「プログラミング」を
学習できます。初級～中級～実践で役に立つテクニッ
クを身につけましょう。
ハロウィンパーティやクリスマス会ではみんなで楽しく
盛り上がりましょう。初心者大歓迎！！

6
水曜日(祝休)
9:30～11:30

会費 3,000円/月 実用書から芸術作品まで初歩から学べます。

7
土曜日(祝休)
12:00～14:00

会費 3,000円/月 実用書から芸術作品まで初歩から学べます。

8
第１・２・３
水曜日

10:00～12:00
会費 3,000円/月

漢字から仮名、実用の書、ペン習字まで初歩から学べ
ます。

9 健康体操

第１・３月曜日
9:30～12:00

第２・４月曜日
は

和木小学校
９:30～12:00

会費 1,500円/月
中火でトロトロ、ニコニコペース”継続は力なり”をモッ
トーに心と身体の健康作り、楽しい仲間作りをしていま
す。

10
水曜日

19:00～21:00

会費 1,000円/月
(３ヶ月分前納)
入会金　500円

ワンポイントレッスンを取り入れ、
楽しくリズムに合わせて踊りましょう。

11
第２･４木曜日
13:00～15:00

会費 500円/月
(６ヶ月分前納)

社交ダンスを愛し、さらに楽しいダンス仲間の輪が広が
る事を願って一緒に踊りませんか。

12 フラダンス
水曜日

13:00～16:00
会費 3,500円/月 ハワイの音楽にいやされながら楽しく踊りましょう。

13 ヨーガ
水曜日

10:00～11:30
会費 1,500円/月
(６ヶ月分前納)

静かな時間の流れの中で無理なく、ゆっくり身体と心を
整えます。心身がリラックスしストレスから開放されま
す。

14 ウォーキング エアロ

　
火曜日

9:30～11:00 会費 2,500円/月

ウォーキングを基礎とし、いろいろな動きを入れたダン
スを取り入れ楽しく脂肪燃焼していきます。ボールや青
竹ふみ・ピラティス・ヨガなども織り交ぜ、楽しく続けられ
る内容です。

15 リラックス 体操
土曜日

10:00～11:30
会費 2,000円/月

無理のないエアロビクス運動とストレッチでストレス解
消。

16 エアロビクス ダンス
木曜日

10:00～11:30
会費 2,000円/月
(６ヶ月分前納)

エアロビクスで心も身体もシェイプアップ。

17 フォークダンス
月曜日

10:00～12:00
会費 2,000円/月

昔懐かしい曲、今はやりの曲、世界の曲に乗り楽しく
踊っています。笑い声が絶えません。初心者歓迎ふ
るってご参加ください。お待ちしています。

18 合唱
火曜日

11:00～13:00
会費 3,000円/月

声と声が一つに溶け込む合唱の楽しさをあなたといっ
しょに。初心者大歓迎。

パソコン

和木パソコン教室

コミセンパソコン教室

令和３年度　和木町公民館活動認定団体（公民館講座）案内（総合コミュニティセンター）

団 体 名

和木絵画クラブ

手話サークル｢虹｣

英会話教室

フォークダンス

書道

明水書道会　水曜会

明水書道会　土曜会

正筆書道会　

和木ルンルンクラブ

社交ダンス

社交ダンス和木水曜会

和木社交ダンス同好会

ナメア フラ オ イカラ’イ

和木ヨーガ教室

ウォーキングエアロ

リラックス体操

シェイプアップ体操

コーラス｢あひる｣
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６　公民館講座別利用状況（令和３年1月～12月）

団体名 回　数 延べ人数

子供絵画教室 44 593

子供英語教室 37 153

子供そろばん教室 40 323

合　　　　計 121 1,069

７　公民館講座（公民館活動認定団体分）別利用状況　　（令和３年1月～12月）

団体名 回　数 延べ人数 回　数 延べ人数

和木ルンルンクラブ 35 686 8 93

和木公民館民踊部 29 230 19 93

和木カラオケ同好会 1 7 シェイプアップ体操 40 351

専心小笠原流煎茶 18 99 リズムストレッチクラブ 40 227

フォークダンスの会 26 384 和木社交ダンス同好会 18 116

手話サークル「虹」 15 104 童謡・唱歌を歌う会”赤とんぼ” 13 345

プチママコーラス 26 153 日本舞踊（藤間流） 2 4

ウォーキングエアロ 42 437 28 161

和裁 41 208 和木絵画クラブ 24 152

コーラス「あひる」 29 435 コミセンパソコン教室 37 190

専心池坊和木会 33 149 リラックス体操 41 606

英会話教室 20 163 明水書道会（土曜会） 40 202

明水書道会（水曜会） 43 187 和木町囲碁同好会 38 224

和木ヨーガ教室 41 825 ギター弾語り同好会 24 71

正筆書道会 30 168 和木町将棋愛好会 25 113

ナメア　フラ　オ　イカラ’イ 13 109 不二心流吟道会　 12 44

和木短歌会 11 72 手編教室 42 376

民踊すみれ会 34 156 四境太鼓 39 243

着付教室　小紋の会 17 112 洋裁同好会 42 352

A BEAT クラブ 28 325 民踊ひまわり 25 115

社交ダンス和木水曜会 4 15 1,093 9,102

８　施設別利用状況　　（令和３年1月～12月）

使用回数 延べ人数 使用回数 延べ人数 使用回数 延べ人数

公民館講座 1,054 9,041 54 420 25 115

短期講座 0 0 0 0 0 0

福祉団体 16 230 105 333 182 1,407

公共団体 131 1,504 35 764 82 1,260

一般（有料） 701 4,684 23 106 0 0

合計 1,902 15,459 217 1,623 289 2,782

民謡三絃教室

フラワーアレンジメント講座

※手編教室、不二心流吟道会は瀬田分館で、民踊ひまわりは関ヶ浜分館で、四境太鼓及び洋裁同好
会は文化会館で講座を行っているため、６表＋７表と８表の公民館講座の使用回数及び延べ人数と
は一致しない。

合　　　　計

利用区分

コミュニティセンター 瀬田分館 関ヶ浜分館

団体名

和木パソコン教室

（４）和木町総合型地域スポーツクラブ 

平成 26年度に設立され、「和木町スポーツ推進委員協議会」と「和木町体育協会」で構

成されている運営委員会で協議し、理事会の承認を得た事業を実施している。現在の主な

活動は、体育協会が行っていた事業を引く継ぐ形で実施しており、今後は各種団体と連携

しながら、独自事業の展開など、地域を総括するクラブとしての活動が期待されている。 

 

① 会員構成 

合計 212人(和木町スポーツ推進委員協議会 5人、和木町体育協会 164人（和木町スポ 

ーツ推進委員協議会 5名含む）、和木ミニバス 46名、一般 2人) 

 

② 事業実施状況 

ア テニススクール（和木町庭球場） 

対 象 テニスを始めたい、上達したい初心者・初級・中級者 

講 師 硬式テニス部 竹本 秀喜、北野 忠、浴 哲雄、早田 定生 

期 間  4月 7日～5月 26日(第Ⅰ期)、7月 7日～8月 25日(第Ⅱ期) 

10月 6日～11月 24日(第Ⅲ期)  

水曜コース 各 8回 18時 30分～20時 30分 

人 数 第Ⅰ期 9人、第Ⅱ期 11人、第Ⅲ期 12人 

イ 剣道教室（和木小学校） 

対 象 こども園年長から中学 3年生まで 

講 師 体育協会剣道部 

期 間  2月 16日から 3月 30日までの火曜日または金曜日 18時 30分～19時 30分 

人 数 6人 

ウ 第 31回和木町ゴルフ大会(和木ゴルフ倶楽部) 

  対 象 一般 

  期 日 5月 5日 

  参加者 93人 

エ 地域安全交流ソフトボール大会(蜂ヶ峯総合公園グラウンド) 

オ わきスポーツフェスタ(体育センター、和木町庭球場、蜂ヶ峯総合公園) 

カ わき愛あいフェスティバル ニュースポーツ紹介 

    ※エ～カの行事は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 
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テニススクール 剣道教室 

 

５ 成果と課題 

今年も昨年に引き続き新型コロナウイルス感染拡大防止のため、多くの行事が中止となった

が、小規模な行事などは感染対策を徹底し開催することができた。今後も徐々に行事を開催で

きるよう規模の縮小など工夫を施し、感染対策の徹底に努めていきたい。 

課題として利用者数や体育協会員数、スポーツ少年団員数の減少が挙げられる。ただ、利用

者数については減少しているが、新型コロナウイルスなどの影響による休館がなければ例年通

りの数値に戻ることが見込める。しかし、体育協会員数とスポーツ少年団員数は年々減少して

おり、今後も減少傾向にあることが予想される。和木町のスポーツ人口増加のため、誰でもス

ポーツを始められ、気軽にスポーツを楽しめる環境をつくることが重要である。町や各スポー

ツ団体が開催する体験教室がスポーツを始めるきっかけになるよう企画や周知に力を入れ、会

員や団員を募集していきたい。 

県体育協会や県スポーツ少年団指導者協議会主催で、今後の指導や運営に有益な研修が多々

用意されているが、受講者が少ない状態であり、研修の重要性を伝え、積極的に受講してもら

い、指導者の育成や各種体験教室を開催できるようにして、町の健康寿命増進に寄与するよう

尽力していきたい。 

   カ 第 2回恵庭市交流都市芸術祭(ネットギャラリー) 

目  的  和木町と姉妹都市である北海道恵庭市、さらには恵庭市と姉妹都市の静岡

県藤枝市の文化協会所属団体による作品交流を行うことで、伝統や文化に

触れて、相互理解と地域文化発展をめざし、今後の各都市との友好と文化

交流の絆を強める。本来は作品実物を送付しているが、コロナウイルス感

染拡大防止の観点から、恵庭市文化協会ホームページ上で、各作品を展示

したネットギャラリー形式となった。 

作  品 11 月 7 日まで開催された文化祭展示会の際に、展示作品を写真撮影し、

そのうえで書道、絵画、写真、手工芸、短歌の 10 団体の代表者や講師に

提出作品を相談、許可を得たうえで、令和 3年 11月 29日に作品写真をメ

ールにて提出した。 

 

③  文化協会 所属団体による事業 

令和 3年 文化協会実施事業 

団 体 名 実施日 事    業    名 会   場 

和木町カラオケフェスタ 4/4 
 

懐かしのメロディー 文化会館 

AMM 6/13 AMM DANCE RECITAL 2021 文化会館 

ダンスサークル 

ABEATクラブ 

8/20 

 
和木クラス ミニ発表会 文化会館 

はっち弦楽合奏団 8/29 
VIRTUOSO VIOLINS 展示会・ 

修理/メンテナンス会 
文化会館 

和木短歌会 10/3 第 3回 公開短歌教室 文化会館 

コミセンパソコン教室 10/29 ハロウィンパーティー ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

中学校吹奏楽部 OB会 10/31 第 10回ふれ愛ｺﾝｻｰﾄ 文化会館 

はっち弦楽合奏団 10/24 
はっち弦楽合奏団 

定期演奏会 
文化会館 

文化協会 
10/27 

～11/7 
和木町文化祭 展示会 和木美術館 

文化協会 11/7 和木町文化祭 芸能祭 文化会館 

コミセンパソコン教室 12/17 クリスマスパーティー ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 
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    エ 和木町文化祭 芸能際  

     日   時 11月 7日(日) 

会   場 和木町文化会館 

     出 演 者  11団体、出演者のべ 113人 

     概   要  今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止に配慮しつつ、所属団体の合

唱や民踊、ダンスなど日頃の練習成果を有観客の会場で行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

オ WAKI・コンサ－ト‘21  

     日   時 12月 11日(土) 

会   場 和木町文化会館 

     出演者数  8団体、出演者のべ 108人 

          来館者数 120 人 

     概   要  今年度は新型コロナウイルス感染拡大防止に

配慮しつつ、有観客での開催とし、吹奏楽や

合唱など各団体が練習成果発表を行った。 

 

参加団体名 

コーラス「あひる」、ナニ モハラ、和木カラオケ同好会 

和木公民館民踊部、邦楽 生田流正派 桃の会、AMM、 

ナメア フラ オ イカラ‘イ、 はっち弦楽合奏団 

和木社交ダンス同好会、四境太鼓、ダンスサークル ABEAT クラブ 

６ 美 術 館 

 

１ 運営方針 

（1）事業について 

町民の芸術に触れる機会を多数提供するため、今年度も新春書初め会作品展示や夏休み子

ども向け展示、園小中教職員陶芸展及び姉妹都市作品交流作品展の 3 つの自主事業を行い、

さらに文化協会及び文化協会傘下団体主催の展示を行う予定である。 

しかしながら、新型コロナウイルス感染拡大の状況により、展示会の延期や中止もありう

る。今年度は工夫しながら開催できる方向を検討していきたい。 

 

  （2）宣伝 

来館者数を増加させるためには、貸館事業も含め、町広報誌やホームページ掲載の従来の

方法に加え、館内での次回以降のイベント紹介やわきチャンネル、フェイスブック、新聞紙

などの各種媒体を使用した効率の良い宣伝を早めに行っていきたい。 

 

２ 事業の概要 

(1)  自主事業(中止になった事業も記載) 

① 新春日米書初め会作品展示(中止・例年は 1 月) 

  例年 1月に開催される「日米交流新春書き初め会」の参加者である和木小・中学校児童生徒

や米海兵隊岩国基地の子どもたちの書道作品、当日の写真、参加者への指導を行った大竹高等

学校生徒の大書作品と多様な作品を展示しているが、今年度はコロナ禍で書初め会が中止にな

ったため、展示会も中止となった。例年、来館者が僅少であることが課題である。 

  

② わきあいキッズ「外・昔あそび」(1月～2月・毎週水曜日 5回) 

  毎年 5月から 2月までの毎週水曜日(夏休みや冬休み除く)に体育センターで行われていて、

様々な遊びを通じて子ども達の成長の一環と行っている。人気があり非常に多くの子ども達

が参加することから、3 密対策としてテニスコートや美術館にて分散して活動をした。主催
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小学生以下の部金賞       グランプリ                中学・高校の部金賞 

    

ウ 和木町文化祭 「展示会」 

    会  期 10月 27日(水)～11月 7日(日) ※月・火は休館 

    会  場 和木美術館（アートウィング） 

    入 館 者 522人 

参加団体 9 団体、特別出展 5人 

     概  要 文化協会員の成果発表の場として2週間(各 5日間

＊2回)にわたり、書道やフラワーアレンジメント、

絵画、短歌、陶芸などの作品を展示した。 

団体名 

正筆書道会、フラワーアレンジメント講座、明水書道会、 

洋裁同好会、和木短歌会、和木の里愛石会、子供絵画教室、 

嘉屋信明（写真）、和木絵画クラブ 

特別出展 三分一 貴司、島﨑 こずえ、島崎 陽子、藤川 暁子、宮本 健吾 

 

今年度も昨年同様、新型コロナウイルス感染拡大防止のため活動を自粛した団体も多く、

参加団体数が少なかったため、例年は 5 週間（5 グループ）に渡り開催していたが、今年度

も開催期間を 2週間(2グループ)に縮小して展示を行った。 

者のアイデアや気配りのもと、事故なく終了し、施設の有効活用につながり、管理者側とし

ては大変ありがたい活動であった。 

  

③ 夏休み子ども向けイベント(中止・例年は 8 月開催) 

 夏休みに子ども達の居場所づくりを目的として毎年開催してきた。 

今年度は新型コロナウイルス感染症対策ができる企画内容を、各イベント業者から提出い

ただき、内容審査のうえで業者と実施内容を仮決定し、契約前の段階まで進めたが、感染拡

大第 5波の入り口に差し掛かったことから、やむなく中止することとなった。 

なお、イベント業者と契約前だったためキャンセル料は発生しなかった。来年度以降の開

催も慎重な判断が必要になり、周辺施設や国内の状況をもとに、開催可否を決めていきたい。 

 

夏休み展示会における年度別開催内容と来館者数 

 

 

 ④ 和木町教職員陶芸展・姉妹都市交流作品展(12月 7日～12月 20日 14日間) 

      結果的に今年度唯一の自主事業となった。 

和木町在住の陶芸家であり教育委員の宮本健吾氏の指導のもと、こども園や小学校、中学

校の教職員研修、教育委員会事務局職員が夏季研修の一環で作成した陶芸作品を展示した。  

作品は平らな陶板や皿に絵やマークを描いたものや希望者による轆轤作品などを感時園

に設置されている窯で焼きあげた。10周年をむかえ、力作も多くなり、教職員の個性あふれ

た作品が 198点並んだ。 

開催年 展示内容

平成23年度 恐竜展 7月23日～8月21日 30 日間 2,400 人 80.0 人

平成24年度 トリックアート 7月28日～8月26日 30 日間 7,825 人 260.8 人

平成25年度 鉄道展 7月27日～8月25日 30 日間 3,310 人 110.3 人

平成27年度 だんぼーる迷路 7月31日～8月16日 17 日間 5,366 人 315.6 人

平成28年度 トリックアート 7月29日～8月14日 17 日間 5,608 人 329.9 人

平成29年度 ニンジャキッズ 7月29日～8月14日 17 日間 4,164 人 244.9 人

平成30年度 バーチャル飛行体験 8月3日～8月19日 17 日間 2,431 人 143.0 人

令和元年度
光と遊びﾃﾞｼﾞﾀﾙｱｰﾄﾊﾟｰｸ
※台風接近で1日中止

8月2日～8月18日 16 日間 4,090 人 255.6 人

令和2年度 ※実施せず 日間 人 人

令和3年度 ※実施せず 日間 人 人

開催期間 来館者数 1日あたり

人平成26年度
水族館
※台風接近で1日休館

8月1日～8月17日 16 348.0人5,568日間
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(ｲ)高校生の部

審査結果 作品名 氏名

大 賞 クラゲ×クラゲ 灰岡 千夏穂

優秀賞 I'm here 宮崎 美音

奨励賞 色の戦争 相川 拓輝

奨励賞 高角橋から 後藤 沙綾

高校生大賞

作品審査の様子 展示会期間中の様子

イ キッズ・フォトコンテスト（キッズ芸能祭代替事業）

応募期間 8 月 1日(日)～8月 31日(火)

展示期間 10 月 10日（日）～17日（日）

会 場 和木美術館（アートウィング）

応募者数 小学生以下の部 52名

中学・高校生の部 49名

来館者数 605人

概 要 子どもたちが撮影した夏の思い出の写真

をメールにて募集し、応募作品をプリン

作品展を実施した。

   また、新たな企画として沖縄県の首里城火災破損瓦等活用事業を利用して、こども園園児

によるモザイクアート 36枚の作品展示も行った。 

そして、今年度も姉妹都市である北海道恵庭市との小中学生交流作品 9校 230点を展示し

た。作品のバリエーションが多く、見るのに楽しい作品が多かった。園小中の教職員や児童

や生徒が目にすることで、作品制作のヒントになってほしいと感じた。 

なお、展示作品数 464点と非常に多く、掲示する印刷物も多数あることから、展示準備に

多大な時間がかかった。一方で、来館者数は 232人と少なかった。 

より魅力的な展示にして、より多くの方に来ていただけるよう、次回以降は展示方法や展

示レイアウトなどを早く検討するとともに、より多くの方に来ていただくため、宮本健吾氏

や学校、教育委員会事務局の 3者で協議して適切な開催時期や運営方法、展示方法を考えて

いくこととしたい。 

  

 (2) 共催事業 

 ①岩国・和木学校美術展覧会(中止：例年は 1月開催) 

   和木町及び岩国市内の中学校生徒による絵画や造形作品を多数展示し、令和 2年度は 3日

間の開催で 1,610 人の来館があった。これは、出品作品が多く、出品者及び保護者の方が多

数来館したためである。展示や撤収作業は各学校の教職員が分担して行ったため、業務が非

常にスムーズに進み、連携作業の参考になった。 

    

② 岩国写生大会入賞作品展示会(中止・例年は 6月開催) 

  コロナウイルス感染拡大防止対策で、写生大会が中止になったことにより、展示会も中止と

なった。なお、令和元年度は 4日間の開催で 118人の来館者があった。 

 

トアウトして額装して美術館に展示し、
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       昨年度決算および事業報告、本年度予算および事業計画等、すべて承認された。 

 

② 主催事業（令和 3年 1月～令和 3年 12月） 

ア 第 8回和木町絵画美術展 

作品搬入  2月 27日(土) 9時 00分～18 時 00分 

展示期間 3月 7日(日)～3月 21日(日) 

 10時 00分～17時 00分 

※最終日は 15時 00分まで 

会  場 アートウィング(和木美術館)  

出展者数  合計 187点 

(一般の部 135点 高校生の部 52点) 

来館者数 605 人 

概  要  一般の方々から指定日時に搬入いただいた作品を審査し展示した。前回は

WEB 展示になったが、今回は新型コロナウイルス感染防止対策を講じ、表彰

式やギャラリートークを行わないなど、3 密を避けながら工夫して展示会を

開催することができた。 

審査結果  

(ｱ)一般の部 

審査結果 作品名 氏名 

大  賞 向火葵（ひまわり） 国光 美津恵 

優秀賞 ダッカ裏通り 山下 湛子 

奨励賞 陽ざし 西本 富雄 

奨励賞 断崖の一隅 三分一 重厚 

                                                            一般大賞 

 

 

役職名 氏  名 役職名 氏  名 役職名 氏  名 

会 長 松本 康夫 副会長 中野 さつき 副会長 森脇 由紀 

理 事 嘉屋 信明 理 事 﨑本 みどり 理 事 米元 恭子 

理 事 繁原 節子 理 事 三分一 重厚 理 事 井口 和久 

理 事 中川 祐子 監 事 松岡 泉 監 事 片山 真梨 

顧 問 海井 朗弘 顧 問 湯淺 正行 顧 問 島﨑 こずえ 

(3) 貸館事業 

一般の利用はなく、文化協会主催の展示が 3 種類行われた。 

「第 8回町美術展覧会」は、近隣を含めて多くの方が作品を出品され、毎年恒例のイベント

となっているが、コロナ禍で表彰式やギャラリートークはできなかった。従来は年度末実施と

いうことで、出展者や事務局側の負担もあり、令和 4年開催分は、1月末作品搬入の 2月開催

とした。 

「キッズ・フォトコンテスト作品展」は、文化会館で行われている「キッズ芸能祭」の代替

事業である。子ども達が撮影した各場面の写真を文化協会事務局に送付し、印刷・審査したう

えで展示した。魅力的な写真や面白い写真など様々な写真が並び、出展者からも第 2回目を開

催してほしいと希望があった。 

「令和 3年和木町文化協会文化祭展示会」は、例年は 5週にわたって展示会が行われるが、

コロナ禍で十分に活動ができず出展を辞退した団体が多く、今年度は 2 週・10 日間の開催と

なり、お茶席は昨年に引き続き中止となった。各団体の高齢化と会員減少が顕著であり、活動

団体が減少していることが今後の懸念である。詳細はコミュニティセンターの文化協会事業を

参照いただきたい。 

なお、マルシェや文化協会傘下団体による絵画展示、一般団体による製品展示会なども、残

念ながら中止となった。 

 

３ 成果と課題 

美術館事業は、和木美術館設置の趣旨である、「町民の芸術文化に対する意識を深め、地

域の活性化及び地域づくりを進める」ことについて、和木町文化協会主催による文化祭展示

の部をはじめとする関係各団体による利用もあるが、一部の町民に限られている。 

先述のとおり引き続き新型コロナウイルス感染拡大防止の観点で各種行事が中止となっ

たため、年間開館日数 65 日(準備や片付けを含む)と過去 2 番目に少なく、来館者数に至っ

てはコロナ前の 2割程度となった。 

多くの来館者があった夏休み展示や岩国・和木学校美術展覧会、マルシェが中止になった

ことや外出自粛などで 1日あたりの来館者数が少なくなったが、宣伝や魅力が不十分な展示

もあった。 

施設の規模や設備から大々的な展示は不可能な状態であることから、いまあるイベントの

内容充実や各種団体との知恵の出し合いで活気ある施設にしていく必要がある。 

一方で、先述のとおり 3密を防ぐため、わきあいキッズの利用が 5日あった。文化会館や

コミュニティセンターなどが先約で使用できないときに美術館を案内するなど、展示以外に

美術館利用を案内し、対象団体を拡大していく必要がある。 
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趣味、レクリエーション 

⑤ 学 生 数  令和 3年 12月末日で 47名（前年比-3名） 

⑥  実施講座  

  開校式・第１回講義  5月 11日（火） 14時 00分～ 総合コミュニティセンター 

講    義  「ＳＤＧｓの実現に向けて」 

講    師   和木大学学長 重岡 良典氏 

    出席者数   21名 

    概  要  重岡学長による SDGs（誰一人取り残さない社会）の実現にむけての講演 

    

 ５ 団体事業  

(1) 和木町文化協会 

本年度の会員数は、12月 28日現在延べ 594人で、新たな加入団体もあるが、全体的に

みると、一部団体を除くと減少傾向にある団体が多数を占める状況となっている。 

これからも、和木町の文化事業の推進母体である文化協会の安定した運営のために、新

会員を確保し、会員数の維持が必要である。和木学園構想の一環で 50 代・60 代の方に関

心をもってもらえるよう、日々の活動を通して文化活動の楽しさをアピールし、引き続き

会員数の維持につなげていきたいと考えてい

る。 

本年度も、文化会館や和木美術館（アートウ       

ィング）、コミュニティセンターなどの有効的

な活用をめざしつつ、身近な芸術・文化に親し

みやすい行事、歴史・伝統を再確認できるイベ

ント実現に向け、コミュニティセンターや教育

委員会との連携、協力を得ながら、活動を繰り

広げた。主な自主事業としては、次のとおりで

ある。 

今後も、限られた予算を有効に使い、運営

可能な規模で事業を行っていき、会員相互に

ストレスなく、持続可能な会の運営を目指し

ていきたい。 

 

① 和木町文化協会総会 

   日 時  4月 コロナウイルス感染拡大防止のため、書面決議とした。 

４ 図表 

(1) 美術館各展示会とイベントの入館者等実績 

 

※〇は主催事業、☆は文化協会及び所属団体の主催事業 

 

(2)各年度の数値（開館日数・入場者数等） 

 

わきあいキッズ 〇 1月20日 ～ 1月20日 1 日 29 人

わきあいキッズ 〇 1月27日 ～ 1月27日 1 日 29 人

わきあいキッズ 〇 2月3日 ～ 2月3日 1 日 30 人

わきあいキッズ 〇 2月10日 ～ 2月10日 1 日 29 人

わきあいキッズ 〇 2月17日 ～ 2月17日 1 日 33 人

町美展会場設営 ☆ 2月22日 ～ 2月22日 1 日 6 人

町美展作品搬入 ☆ 2月27日 ～ 2月27日 1 日 185 人

町美展作品審査 ☆ 2月28日 ～ 2月28日 1 日 10 人

第8回和木町絵画美術展 ☆ 3月7日 ～ 3月21日 15 日 605 人

キッズ・フォトコンテスト準備 ☆ 10月8日 ～ 10月8日 1 日 15 人

和木町キッズ・フォトコンテスト作品展 ☆ 10月10日 ～ 10月17日 8 日 203 人

文化祭展示会１準備 ☆ 10月26日 ～ 10月26日 1 日 38 人

和木町文化協会文化祭展示会１ ☆ 10月27日 ～ 10月31日 5 日 284 人

文化祭展示会２準備 ☆ 11月2日 ～ 11月2日 1 日 31 人

和木町文化協会文化祭展示会２ ☆ 11月3日 ～ 11月7日 5 日 238 人

陶芸展・姉妹都市作品展準備 〇 12月1日 ～ 12月6日 5 日 14 人

和木町教職員陶芸展
姉妹都市作品交流展

〇 12月7日 ～ 12月20日 14 日 232 人

陶芸展・姉妹都市作品展撤収 〇 12月21日 ～ 12月22日 2 日 6 人

65 日 2,017 人

31.0 人

開催日

計

平均（人/日）

日数 来館者数展示・使用名称

年度 開館日数 入場者数 日平均 累計来館者
15年 15 681 45.4 681
16年 179 8,452 47.2 9,133
17年 135 8,789 65.1 17,922
18年 156 10,807 69.3 28,729
19年 149 5,488 36.8 34,217
20年 125 5,116 40.9 39,333
21年 159 6,497 40.9 45,830
22年 140 7,350 52.5 53,180
23年 150 6,168 41.1 59,348
24年 165 14,453 87.6 73,801
25年 166 11,065 66.7 84,866
26年 112 10,608 94.7 95,474
27年 106 10,298 97.2 105,772
28年 125 12,601 100.8 118,373
29年 82 9,106 111.0 127,479
30年 95 7,278 76.6 134,757
元年 101 9,691 96.0 144,448
2年 45 3,149 70.0 147,597
3年 65 2,017 31.0 149,614
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主企画、活動により文化・芸術活動の啓発を行い、イベントなどの開催や、展示会及び広

報活動などに取り組み、町民の総合的な文化意識を高揚する役割を果たしていきたい。 

 

３ 今後の課題 

住民の学習要求は近年の高齢化や情報化などで、非常に多様化･高度化してきており、どう

対応していくかが今後の課題となっている。従って前述の Wi-Fiの設置などの取組が継続的に

求められてくる。また、各年齢層のニーズに応え得る学習機会の提供が充分になされることが

求められるのはもちろんのこと、コロナ禍の中で新たな生活様式に対応した体制づくりを確立

し、安全と安心を担保する必要がある。 

また、永年の課題として、現在の和木町での生涯学習活動の拠点である教育委員会社会教育

係とコミュニティセンター、さらには地域振興協会との連携が挙げられる。社会教育係は学校

教育との連携（主に放課後や休日の学習活動の提供）、町子連、婦人会、ふるさとづくり団体

等を通じ、コミュニティセンターは地域、公民館講座、文化協会等を通じ、地域振興協会は町

内外での各種イベント開催において携わっている。 

それぞれの部署には様々な強みを持った職員がいるので、お互いに事業やニーズなどの情報

を共有し、より集客が見込まれ、教育面に有益である効果の高い事業を展開していく必要があ

る。 

 

４ 高齢者学級（和木大学） 

高齢者の「楽しく学べる」場を提供している和木大学は、平成 2 年 5 月に開校した当初は、

受講者が非常に多く熱心に受講していたが、 学生数及び出席者数が年々減少している。これは、

主には高齢化によるもので、転出や死亡により、退学される方が多く、入学される方が僅かで

あるためや、講座内容のマンネリ化、和木大学の知名度が低いことがあげられる 

対策としては、 広報誌やホームページ、ポスターの作成などで定期的に活動報告や学生募集

をすること、公民館認定団体や社会福祉団体などに案内を配布すること、在学生に対し、ニー

ズの把握、開催回数の見直しやそれに伴う内容の充実化を行うことがあげられる。 

また、昨今のコロナ禍のもと、開催の是非について非常に熟慮を要する状況となっており、

例年とは違う難しい舵取りが求められている。 

 

① 対  象  60 歳以上の人あるいはそれ相応の年齢に達したと認められる方 

②  費  用  入学金や受講料は無料 

③ 開催回数  年間 5 回程度 

④ 学習内容  健康管理、人権教育、歴史・地理・民俗、人生論、政治・経済、社会問題、

 (3) 年間開館日数の推移 

 

 

(4) 年間来館者数の推移 
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図っていく。 

(２) 公民館認定講座について 

公民館認定講座は、講座と同等の活動を行っている団体を公民館活動団体と認定して、

講座と同等の扱いとすることとしたもので、令和 3年 4月 1日現在は 41団体ある。認定の

基準は、団体の人数が概ね 5 名以上であり、町民の割合が高く、講師謝礼が低廉であるこ

ととしている。 

高齢化や会員減少などが、多くの団体に共通した課題である。和木学園構想の一環で、

いかに 60 代の方を中心に、周知・勧誘するかが重要になってくる。平成 24 年度頃に広報

誌で講座の紹介を行ったことがあり、今後は和木チャンネルを使った紹介も考えている。 

 

(３) 総合的な学習の機会、発表の場の提供 

文化協会や独自の公民館活動を通じ、学校や地域との交流や連携を深めている。コロナ

禍のため「キッズ芸能祭」の代替事業として、高校生以下のすべての子どもを対象とした

「キッズ・フォトコンテスト」を開催した。 

 

(４) 情報社会に対応した、学習体制の強化と質的充実 

    高齢者の間でもパソコン・スマートフォンは必需品になりつつある。公民館認定団体に

はパソコン教室が 2団体あるが、平成 30年度にフリーWi-Fiが整備され、パソコン教室で

もインターネットが利用可能となり、教室の活性化に貢献することができた。 

 

(５) 文化協会の役割 

    文化協会内各団体の活動は全体的には一時縮小する傾向にあったが、令和元年度以降、

再び活性化してきている。特に新規加入や代表者が変更になった団体がイベントを新たに

開催する傾向にあり、それらのイベントが末永く活動できるよう引き続き支援していく。 

文化協会主催イベントの企画や運営は、10名の役員及び事務局でおこなっている。今年

度もコロナ禍のため開催できなかった行事もあったが、来館者数を制限することや受付で

検温や消毒、住所や氏名の記入をお願いするなど、感染拡大防止措置をしたうえでイベン

トを工夫して開催する方向に転換している。 

感染拡大が懸念される時期には「キッズ芸能祭」の代替事業として、インターネットを

通じ写真を募集する「キッズ・フォトコンテスト」を行い、感染拡大が小康状態になると、

感染症対策を行いつつ、例年行っている文化祭や、WAKI・コンサートを有観客で開催する

など、通常の開催を行うことが難しい状況下でも活発な事業を展開した。 

今後も行政サイドからのサ－ビスと合わせ、文化協会は会員による自由な発想による自
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◆教育委員会関係資料    学級編制状況（５月１日現在）  

【和木こども園】 

学  年 学 級 名 男子 女子 合 計 担 任 名 

０歳児 ひよこ組 ３ ０ ３ 松井千登世・末弘直美 

１歳児 
り す組 ９ ３ １２ 二武美江子・嘉屋祥子 

うさぎ組 １０ ２ １２ 田中奈津美・望戸康子 

２歳児 
ぱんだ組 ４ １０ １４ 中村聡子・上田尾麻江 

きりん組 ３ １０ １３ 福成莉沙・斉藤友紀恵 

年  少 

（３歳） 

りんご組 ８ ９ １７ 福 村 和 子 

ばなな組 ７ ９ １６ 村 上 菜 那 

 ぶどう組 ８ ９ １７ 藤 野 麻須美 

計 ２３ ２７ ５０  

年  中 

（４歳） 

たんぽぽ組 １３ ９ ２２ 黒 川 慶 子 

わかば組 １１ ９ ２０ 中 本 優 花 

つくし組 １２ １０ ２２ 木 村 美 香 

計 ３６ ２８ ６４  

年  長 

（５歳） 

 

つ き組 １１ ８ １９ 山 田 優 里 

ほ し組 １０ ９ １９ 荒 瀬 早 希 

に じ組 １１ ９ ２０ 松 田 香奈江 

計 ３２ ２６ ５８  

合  計 １２０ １０６ ２２６  

【和木小学校】 

学  年 学 級 名 男子 女子 合 計 担 任 名 

１ 年 

 

１  組 １９ １５ ３４ 上 原 淳 子 

２  組 ２１ １２ ３３ 志 田 詩 織 

計 ４０ ２７ ６７  

２ 年 

１  組 １１ １３ ２４ 竹 本 哲 朗 

２  組 １０ １４ ２４ 真 柴 加奈代 

３  組 １１ １４ ２５ 浴   加 奈 

計 ３２ ４１ ７３  

３ 年 
１  組 １６ １９ ３５ 横 山 健 一 

２  組 １６ １８ ３４ 黒 杭 弥 生 
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３ 総合コミュニティセンター 

 

１ 運営方針 

(1) 生涯学習の支援はもとより、住民サービスの提供、災害時の避難所、さらにまちづくりの

拠点としての役割を担う。 

(2) 時代背景や社会構造、住民の意識の変化を敏感にとらえ、地域住民の活性化や健康増進、

住んでいて良かったと思えるまちづくりを目指す。 

(3) 青少年を導く立場にある地域の大人たちを対象にした社会教育や生涯学習への取組を重視

する。 

(4) あらゆる年代階層の住民の方に、充実した魅力ある学習機会を提供することで、人々の連

帯感や公共意識・道徳観・倫理観の育成につなげていく。 

(5) 公民館瀬田分館及び令和 2 年 9 月に再オープンした公民館関ヶ浜分館の個人利用の促進を

図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 本年度の努力点と反省点 

(１) 生涯学習の情報拠点としての体制づくり 

和木町のホームページの更新を機に、コミュニティセンターの情報を初めて利用する方

にも、どんな部屋があり、広さ、料金などが一目で分かるように掲載方法の変更を行った。

今後は公民館講座・自主活動団体や和木大学などの情報も盛り込んで、サービスの周知を
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計 ３２ ３７ ６９  

  ４ 年 

１  組 １２ １２ ２４ 廻 本 里 彩 

２  組 １１ １２ ２３ 阿 部 椋 介 

３  組 １１ １３ ２４ 津 川 亮 子 

計 ３４ ３７ ７１  

５ 年 

１  組 １４ １６ ３０ 吉 田 幸 司 

２  組 １２ １５ ２７ 伊 東 あやめ 

計 ２６ ３１ ５７  

６ 年 

１  組 ８ １６ ２４ 村 田   愛 

２  組 ９ １５ ２４ 須 賀 和 憲 

３  組 ９ １５ ２４ 三 好 健 太 

計 ２６ ４６ ７２  

やまもも ５ １ ６ 河 津 美奈子 

たんぽぽ１ ３ １ ４ 萬   純 子 

たんぽぽ２ ５ ２ ７ 田 中   翔 

合    計 ２０３ ２２３ ４２６  

【和木中学校】 

学  年 学 級 名 男子 女子 合 計 担 任 名 

１ 年 

１  組 １５ １７ ３２ 井 上 莉 沙 

２  組 １５ １６ ３１ 嶋 田 和 美 

計 ３０ ３３ ６３  

２ 年 

１  組 １４ １７ ３１ 国 光 陽 子 

２  組 １４ １６ ３０ 杉 岡   匠 

計 ２８ ３３ ６１  

３ 年 

１  組 １５ １７ ３２ 永 田 さなえ 

２  組 １７ １８ ３５ 宮 本 大 輔 

計 ３２ ３５ ６７  

いぶき １ １ ２ 山 下 香緒理 

きぼう １ ０ １ 安 達 涼 子 

合    計 ９２ １０２ １９４  
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令和３年和木町教育委員会施設関係工事等 

 

１ 令和２年度（令和３年１月１日以降の契約）の主な工事、修繕等（５０万円以上） 

（１）和木小学校 

① 和木小学校情報通信ネットワーク環境整備業務 

 ア 契約金額    １１，０００，０００円 

 イ 委託業者    (株)田宮事務器 

 ウ 業務期間    令和３年３月１日～令和３年３月３１日 

   エ 目  的    GIGA スクール構想事業に対応した校内の Wi-Fi ネットワーク 

 の増強。 

② 和木小学校 GIGA スクール端末一式 

 ア 契約金額    ２３，１５６，２１０円 

 イ 契約業者    NTT ビジネスソリューションズ㈱中国支店 

 ウ 納 入 日    令和３年３月１１日 

   エ 目  的    GIGA スクール構想事業に係るタブレット端末等購入（４２７台） 

③ 和木小学校 GIGA スクール端末一式（教員用） 

 ア 契約金額    １，０３０，３７０円 

 イ 委託業者    NTT ビジネスソリューションズ㈱中国支店 

 ウ 納 入 日    令和３年３月１１日 

   エ 目  的    GIGA スクール構想事業に係るタブレット端末等購入（１９台） 

（５）和木中学校 

① 和木中学校情報通信ネットワーク環境整備業務 

 ア 契約金額    ８，８００，０００円 

 イ 委託業者    (株)田宮事務器 

 ウ 業務期間    令和３年３月１日～令和３年３月３１日 

   エ 目  的    GIGA スクール構想事業に対応した校内の Wi-Fi ネットワーク 

 の増強。 

② 和木中学校 GIGA スクール端末一式 

 ア 契約金額    １０，４１２，１６０円 

 イ 契約業者    NTT ビジネスソリューションズ㈱中国支店 

 ウ 納 入 日    令和３年３月１１日 

   エ 目  的    GIGA スクール構想事業に係るタブレット端末等購入（１９２台） 

③ 和木中学校 GIGA スクール端末一式（教員用） 

今後は適宜優先順位を決め、計画的な工事や修繕を行い、利用者の快適な施設使用、安全安

心を確保していく。 

 

10万円以上の工事や修繕（令和 3年 1月以降に実施したもの） 

 

５ 成果と課題 

文化会館は、町民の教養の向上と生活文化の振興を図るための施設として設置されている。

発表会や会議、研修、趣味の活動場所として活用されており、町民の生涯学習の重要な施設と

なっている。これらの活動を十分に支援していくために、利用者のニーズに応えた施設運営を

行っていく必要があるが、従来の利用団体の高齢化や人数減少で、利用停止することがあり、

それがコロナ禍で顕著となっていることが課題である。これは文化会館だけでなく、町内各施

設共通や全国的な課題であり、残念ながら成果にはつながっていない。 

新型コロナウイルスによる臨時休館は、利用者に対して状況が変化するごとに丁寧に説明し

たこと、納付済みの使用料を特例的に返金、後日使用に振り替えたこともあって、大きな苦情

もなく対応することができた。 

しかし、感染拡大前に比べて利用者数は 5割程度、使用料収入は 7割程度と大幅に減少した。

使用料収入に対し利用者数の減少が著しいのは、ホール客席の定員を半分に制限したことや主

催者側が来館対象者を絞ったこともある。これらの努力により、施設内で感染者を出すことな

く、今日に至っている。 

令和 4 年度は、感染症対策を行いつつ国内や近隣の状況を適宜確認して、1 つでも多くのイ

ベントを行えるよう努めていくが、引き続き難しい判断が必要になる。 

 

 

工事名 契約会社 工事費用 

トイレ改修工事 ㈱和木商事 5,830,000円 

文化会館空調設備改修工事 鹿島建物総合管理㈱ 19,712,000円 

文化会館個別空調機設置工事 ㈲扶双 1,296,141円 

消防設備不具合箇所修繕工事 鹿島建物総合管理㈱ 240,900円 

冷却水用量水器修繕 鹿島建物総合管理㈱ 325,600円 

文化会館開閉ロープ・枝ワイヤー交換工事 ㈱松村電機製作所 1,617,000円 

リモートユニット更新工事 鹿島建物総合管理㈱ 1,265,000円 
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 ア 契約金額    ４３３，８４０円 

 イ 委託業者    NTT ビジネスソリューションズ㈱中国支店 

 ウ 納 入 日    令和３年３月１１日 

   エ 目  的    GIGA スクール構想事業に係るタブレット端末等購入（８台） 

 

２ 令和３年度（令和３年１２月３１日以前の契約）主な工事、修繕等（５０万円以上） 

（１）和木町立和木中学校 

  ① 和木中学校体育館 照明器具取替工事 

 ア 請負金額   ９，５７０，０００円 

 イ 請負業者   ㈱きんでん岩国営業所 

 ウ 工  期   令和３年８月２５日～令和４年２月２０日 

エ 目  的   照明器具が故障し、館内が暗い状態であり、交換部品もないため照明

器具及び制御盤の更新を行った。併せて調光設備を新たに設けた。 

 

（２）和木町総合コミュニティセンター 

① コミュニティセンタートイレ改修工事 

 ア 請負金額   ２，６９５，０００円 

 イ 請負業者   ㈱中谷工務店 

 ウ 工  期   令和２年１２月２１日～令和３年３月２２日 

   エ 目  的   新型コロナウイルスに係る飛沫拡散防止及び高齢者や利用者等が利用 

しやすくなるよう和式トイレを様式トイレに改修した。 

   

② コミュニティセンター電動スクリーン更新工事 

 ア 請負金額   ５６１，８８０円 

 イ 請負業者   ㈱田宮事務機 

 ウ 工  期   令和２年１１月２４日～令和３年３月２２日 

エ 目  的   コロナ過で３密を避けるため、今までよりも広範囲に席を設ける必要 

があり、現在使用しているよりも若干大きめのスクリーンを取り付け 

ることにより、部屋の隅からでもより視認しやすくするため更新した。 

 

③ 浴室シャワー取付工事 

 ア 請負金額    １，４８５，０００円 

 イ 請負業者    ㈱中谷工務店 

④ 利用団体種別のべ人数 

 

 

４ 修繕・工事について 

平成 4 年の開館から約 30 年経過しており、施設の老朽化により、空調設備や舞台設備と消

防設備の修繕や取替工事を毎年実施している。また、電気系統やガス系統の不具合など、小規

模な修繕もあり、異常を発見した場合は、適宜対応し、大きなトラブルにならなかった。令和

3年度で特記すべき工事は下記のとおりである。 

文化会館空調設備改修工事とは、屋上にある空調用ボイラーが老朽化し、2 台のうち 1 台が

使用不能となり、残り 1 台も老朽化が著しいことから、2 台とも 2 月中に取替工事を行い、空

調の能力が向上し、快適な温度に到達するまでの時間が早くなった。 

トイレ改修工事とは便器の大半を洋式化及びウォシュレット設置する工事であり、2 月中に

実施した。大半のトイレが使用できなくなることから、利用者への影響も考慮して、文化会館

空調設備改修工事と同時期に工事を行った。工事期間中は発表会やイベントの新規受付を制限

するとともに、定期利用者には空調やトイレが使用できない旨を事前に伝え、大きな混乱もな

く工事が完了した。 

文化会館個別空調機設置工事は、商工面談室と商工指導室にルームエアコンを設置すること

で、両部屋だけを使用する際はボイラーを稼働することなく、空調が使用できるようにして、

灯油使用量や電力面で効率的な施設運用を目的とした。 

しかしながら、大半の工事に共通することは、故障して使えなくなったことや、老朽化で危

険を伴う状態や時代遅れになったことが理由である。いつ故障するか予断を許さない状態のも

のも多くあり、壊れたら修理を繰り返すのではなく、大規模改修及び付随する補助金確保を検

討し、数年のうちに段階的に行わなければならない時期となっている。 

月 役場・学校 商工会 文化協会 その他団体 一般 合計 昨年 増減

1月 135 28 51 12 240 466 806 ▲ 340

2月 112 48 65 205 560 990 1,768 ▲ 778

3月 281 50 105 24 162 622 377 245

4月 162 0 409 94 60 725 0 725

5月 224 56 88 17 207 592 0 592

6月 197 0 370 19 255 841 428 413

7月 287 36 114 28 245 710 806 ▲ 96

8月 1373 17 287 21 572 2270 461 1,809

9月 80 0 6 0 63 149 994 ▲ 845

10月 84 10 700 22 140 956 1,774 ▲ 818

11月 402 5 682 408 591 2088 1,094 994

12月 54 3 460 26 413 956 567 389

合計 3,391 253 3,337 876 3,508 11,365 9,075 2,290

昨年 3,276 176 2,894 132 2,597 9,075

増減 115 77 443 744 911 2,290
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 ウ 工  期    令和３年１１月１４日～令和４年３月２５日 

   エ 目  的    コミュニティセンター浴室にシャワー設置し、災害時などに避難者

が利用できるよう整備した。 
 

 

（３）和木町文化会館 

① 和木町文化会館トイレ改修工事 

 ア 請負金額    ５，８３０，０００円 

 イ 請負業者    ㈱和木商事 

 ウ 工  期    令和２年１１月４日～令和３年３月１５日 

エ 目  的    コロナに強い社会環境整備を目指すため、飛沫拡散防止及び高齢や

利用者等が利用しやすくするために、大半の和式トイレを様式トイ

レに改修した。 

   

② 和木町文化会館 空調設備改修工事 

 ア 請負金額    １９，７２０，０００円 

 イ 請負業者    鹿島建物総合管理㈱中国支社 

 ウ 工  期    令和２年１２月７日～令和３年３月２５日 

   エ 目  的    工事場所の空調機が老朽化し、ボイラー１号機は運転能力が低下し、 

２号機は真空が保てず、薬中装置は作動しないため取り換えた。 

 

③ 文化会館開閉ロープ・枝ワイヤー交換工事 

 ア 請負金額    １，６１７，０００円 

 イ 請負業者    (株)松村電機製作所 

 ウ 工  期    令和３年５月２７日～令和３年９月３０日 
   エ 目  的    文化会館ステージの中幕用開閉ロープ１本と中幕用枝ワイヤー７式、

バック幕用枝ワイヤー７式の交換を実施した。 
 

④ リモートユニット更新工事 

 ア 請負金額    １，２６５，０００円 

 イ 請負業者    鹿島建物総合管理㈱中国支社 

 ウ 工  期    令和３年１１月１９日～令和４年２月１７日 

エ 目  的    中央管制盤の一部機器が老朽化により故障し使用不可能となり、受

（３）令和 3年利用団及び利用者数にかかる各表 

① 使用部屋別利用のべ団体数 

 

② 使用部屋別利用のべ人数 

 

③ 利用団体種別のべ団体数 

 

月 ホール ステージ 集会室 講習室 商工指導室 研修室 視聴覚室 合計 昨年 増減

1月 2 7 2 29 12 4 2 58 57 1

2月 2 15 6 28 16 7 1 75 105 ▲ 30

3月 3 5 3 32 20 16 3 82 32 50

4月 1 7 4 20 12 8 2 54 0 54

5月 2 5 5 29 11 8 2 62 0 62

6月 4 6 3 28 14 4 1 60 47 13

7月 2 13 3 35 17 5 2 77 69 8

8月 4 39 5 18 13 6 2 87 60 27

9月 2 2 2 7 3 2 3 21 92 ▲ 71

10月 2 22 4 25 8 5 1 67 85 ▲ 18

11月 8 22 7 30 9 7 2 85 88 ▲ 3

12月 4 9 6 16 10 9 2 56 43 13

合計 36 152 50 297 145 81 23 784 678 106

昨年 21 144 47 249 101 69 47 678

増減 15 8 3 48 44 12 ▲ 24 106

月 ホール ステージ 集会室 講習室 商工指導室 研修室 視聴覚室 合計 昨年 増減

1月 116 25 12 220 51 33 9 466 806 ▲ 340

2月 565 84 22 204 68 45 2 990 1,768 ▲ 778

3月 70 67 17 286 96 75 11 622 377 245

4月 180 71 12 261 67 102 32 725 0 725

5月 190 35 27 238 48 50 4 592 0 592

6月 403 57 41 255 46 28 11 841 428 413

7月 80 210 12 302 62 39 5 710 806 ▲ 96

8月 199 1,738 55 162 62 46 8 2,270 461 1,809

9月 8 21 8 52 9 8 43 149 994 ▲ 845

10月 230 278 50 314 26 45 13 956 1,774 ▲ 818

11月 1,297 181 69 389 61 68 23 2,088 1,094 994

12月 440 111 69 185 39 81 31 956 567 389

合計 3,778 2,878 394 2,868 635 620 192 11,365 9,075 2,290

昨年 2,431 1,602 531 2,487 534 799 691 9,075

増減 1,347 1,276 ▲ 137 381 101 ▲ 179 ▲ 499 2,290

月 役場・学校 商工会 文化協会 その他団体 一般 合計 昨年 増減

1月 27 5 8 4 14 58 57 1

2月 30 12 9 16 8 75 105 ▲ 30

3月 49 7 12 3 11 82 32 50

4月 22 0 19 6 7 54 0 54

5月 26 4 10 6 16 62 0 62

6月 34 0 11 2 13 60 47 13

7月 38 8 14 3 14 77 69 8

8月 32 2 24 7 22 87 60 27

9月 17 0 1 0 3 21 92 ▲ 71

10月 15 1 36 3 12 67 85 ▲ 18

11月 30 1 31 9 14 85 88 ▲ 3

12月 13 1 19 3 20 56 43 13

合計 333 41 194 62 154 784 678 106

昨年 310 35 170 15 148 678

増減 23 6 24 47 6 106

123 84



4月 4日 カラオケフェスタ発表会 180 人 

5月 2日 成人式 80 人 

5月 3日 ピアノ発表会 80 人 

6月 13日 ダンス発表会 250 人 

6月 19日 ピアノ発表会 80 人 

6月 20日 ピアノ発表会 70 人 

7月 25日 ピアノ発表会 77 人 

8月 1日 ピアノ発表会 72 人 

8月 10日から 

8月 13日まで 
原爆絵画展 277 人 

8月 10日から 

8月 31日まで 

プレミアム付商品券販売 

※土日祝日はお休み 
1,283 人 

8月 29日 バイオリン展示・演奏・メンテナンス会 45 人 

10月 3日 公開短歌講座 27 人 

10月 24日 バイオリン発表会 80 人 

10月 31日 ふれ愛コンサート 150 人 

11月 7日 芸能祭 339 人 

11月 14日 エレクトーン発表会 332 人 

11月 23日 ピアノ発表会 80 人 

11月 25日 山口県連合婦人会研修会 270 人 

11月 30日 第 32回教師の日 170 人 

12月 5日 ピアノ発表会 60 人 

12月 11日 WAKIコンサート 21 230 人 

12月 19日 ピアノ発表会 80 人 

12月 25日 ピアノ・エレクトーン発表会 70 人 

   ※太字は教育委員会が主催または共催、下線は文化協会及び所属団体が主催 

 

 

 

 

 

 

 

 

水槽や防火水槽の水位異常が出ても中央管制盤に異常が伝達されな

い｡故障した機器は生産終了となっており､周辺機器も老朽化し、火

事になる恐れもあるため併せて取替えた｡ 
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  ② 各部屋の状況 

ホールは、毎週の四境太鼓の練習に加え、教育委員会や役場各課、文化協会、従来からの

音楽教室、ピアノ教室の発表会、ダンスや演劇の練習や発表会に利用いただいている。 

講習室は、防音施設が整備されており、会議だけでなく、音楽団体の利用やダンスグルー

プの練習会場としても利用されて、発表会やイベントの控室としての利用も高頻度である。 

また、商工指導室も商工会や一般団体の会議を中心に使用いただいている。使用料が他の

部屋の半額であることから、有料の使用率が高い傾向にある。 

    一方で、集会室や研修室、視聴覚室の利用は低迷している。これはコロナ禍により、従来

使用していた団体が利用しなくなったこと、発表会や講演会がなくなったことが原因である。 

  

３ 文化会館事業入館者等実績 

(１)これまでの子ども向けステージイベント一覧 

開催年 名称 来館者数 

平成 22年 シャボン玉ショー 280人 

平成 23年 アンディ先生のマジックショー&マジック教室 350人 

平成 24年 コブリナサーカス 600人 

平成 25年 おじゃるず 300人 

平成 26年 ＲＯＮＥ&Ｇｉｇｉ 420人 

平成 27年 ※からくりドール（台風のため中止） 中止 

平成 28年 からくりドール 380人 

平成 29年 ミラクルイリュージョン 380人 

平成 30年 キャラメルマシーンのサイエンスマジックショー 420人 

令和元年 影絵劇「三枚のお札」 350人 

令和 2年 ※開催時期延期のうえで実施中止 中止 

令和 3年 ※内容を仮決定したが中止 中止 

 

(２)令和 3年の発表会やイベント等一覧 

開催日 名称 来館者数 

1月 31日 オリジナルコンサート 110 人 

2月 20日 スポーツ少年団関連行事 75 人 

2月 28日 リトルコンサート 490 人 

3月 21日 ピアノ発表会 60 人 

4月 4日 カラオケフェスタ発表会 180 人 
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